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本作品は縦書きでレイアウトされています。





また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　少女はみるからに焦あせっていた。焦り、怯おびえの色を見せている。

　少女が後あと退ずさるたび、踏ふみ折られた枯かれ草が濁にごった音を立てる。折れ砕くだけた草の一部が、乾かわいた風に流された。

「狙ねらいが外れたか？　俺おれがここに来るとは思わなかったようだな」

　頰ほおを撫なでた枯れ草を払はらいのけ、男がつぶやく。

　男の表ひよう情じように浮うかぶのは、嘲あざけりや同情ではない。少女をいたぶる下げ卑びた悦よろこびでもない。

　一見すると無表情だが、その奥おくにあったのは紛まぎれもない逡しゆん巡じゆんだった。

　それでも、男は剣けんを少女の胸むねに突つきつけた。

「お前が求めた野心の結果だ。受け入れろとは言わん。受け止めろ」

　少女は何も声を発しない。震ふるえる手で構かまえている剣が、時折男の剣にぶつかってガチャガチャと耳みみ障ざわりな金きん属ぞく音おんを響ひびかせた。

　剣が弾はじかれそうになるのを、男は手首の動きだけで軽く受け流す。少女の剣と同じく剣先は揺ゆれているが、いつでも定めた狙いを突き刺させる揺れだ。

「それが義ぎ務むだ」

　男がわずかに顔をしかめた。予よ備び動作といえるのはそれだけだった。

　悲鳴が響いた。
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　朝から空は曇くもっていた。灰はい色いろの雲が空を覆おおってはいるものの、空あいた隙すき間まの所々から朝日が差し込こんでいる。まるで天から降おりて来る光の階かい段だんだ。早起きして偶ぐう然ぜんにも空を見上げた者の幾いくたりかが、天上で繰くり広げられるこの幻げん想そうに魅み入いられてしまうほどだった。

　そんな事が許ゆるされるのは、この地の治安が良いからだった。そしてそれを支ささえているものこそ、ある意味では天上よりもさらに幻想的といえる地上の光景に他ほかならない。

　ここシルディアでは、四つ腕うでの蛇へびが這はい回り双そう頭とうのゾウが闊かつ歩ぽする中を、人々は何の疑ぎ問もんも持たずに談だん笑しようしながら歩いている。

　勇ゆう者しやとして魔ま王おうとなり、魔王として世界を制せい覇はした皇こう帝ていが治める統とう一いつ帝国サッハース。魔物と人間の統一を謳うたい、両者を等ひとしく統治するこの帝国の在ありようも、そしてその成立過か程ていも、長い歴史の中でも未み曾ぞ有うのものだ。同時に、帝国建国時に定められた遍へん暦れきの暦が未いまだ三年を示すとおり、幼おさない国でもある。

　対たい魔ま大だい同どう盟めいとその成立を同じくした当とう暦れきは二二九年を数えたが、それに取って代わった遍暦がどこまで続くのか、帝国の在りようが未曾有であるがゆえに誰にもわからない。

　いずれにしろ、魔物の武力と人間の狡こう智ちを背景にしての安あん寧ねいこそがこの帝国の最大の特色であり、それは帝都たるこのシルディアに顕けん著ちよに現あらわれていた。

　民みん衆しゆうが天を仰あおぎ見てそこに彩いろどられた幻想に心奪うばわれていたちょうどその頃ころ、そのような安寧を下か付ふしている王おう城じようは、深く静かな騒そう動どうに包まれていた。

「卿けいの許もとには届とどいたか？」

「ということは貴き公こうの許にも届いたのですね」

「もしか、貴き殿でんらにも届いたのか！」

　このような会話が城しろのあちこちでなされている。

　驚おどろき、そして何かを確かく認にんしあうようなその会話は、ある共通点をもっていた。

　何が届いたのか、それを誰だれも語らないのだ。語る必要がないほど、「届いたか」の一言で通じてしまう。

　それもあるのだが、最も大きな理由は他にあった。




「馬ば鹿かな！　いや……。だが……馬鹿な！」

　長衣を纏まとった青年が独ひとり、円えん卓たくの周りをグルグルと回っていた。眉み間けんにしわを寄よせ、細めた目をせわしなく動かしている。その表情は若わかさに似に合あわぬ苦労がにじみ出ていた。

　彼、スキピオは機き嫌げんが悪かった。理由は皆みなが「届いたか」と話しているその物にある。

　それは一枚まいの書しよ簡かんだった。

　帝国の要職にある者、あるいは民間人でもある程てい度どの資し産さんを持つ者には、たまに帝国から書簡が届く事がある。吉きつ報ぽうもあれば凶きよう報ほうもある。吉凶関係のない単なる通達の事もあり、そもそも意味があるのか受け取った当人にはわからないものまである。

　問題の書簡も、そんな風ふうに帝国から届けられて来たものだった。

　だが、そうではないだろうと誰もが思った。たとえ帝国からという形式をとっていたとしても、その内ない容ようが今の帝国にとってある意味叛はん逆ぎやくの意思ともとれる内容だったのだ。皆が多くを語ろうとしないのもその点にあった。

　そしてそれは、帝国宰さい相しようたるスキピオの家にも届けられていた。

　彼が手にしたのはまだ日も明けぬ早朝だった。

　目を通してすぐさまその書簡を握にぎりつぶし、それでは不十分だと思い直してビリビリに破やぶった上で、護ご衛えいの魔ま物ものに焼しよう却きやくさせた後、朝食も摂とらずに家を出た。

　登と城じようすると同時に会議室に直行し、配下の謀ぼう臣しん達を招しよう集しゆうすると、配達担たん当とうの魔物を呼よび寄せて尋じん問もんを行う。

　その魔物は言った。

「俺に中の文面を見るという義ぎ務むまでは課せられていない」

　中は見ないという行こう為いが官かん吏りとしての矜きよう持じからではなく、義務ではないからという理由であることに一部の者から不満があったものの、今はそれどころではなかった。

　魔物を業務に戻もどらせた後、次に帝国発信の書簡を担当する事務官を呼んだ。

　彼は言った。

「ワシはそんなもん知らん。書けと言われたもんしか書いておらぬ。テイフォード国の高官を三代続けて輩はい出しゆつしたワシの誇ほこり高き血ち筋すじに誓ちかって噓うそはない」

　帝国に降こう伏ふくして今は子し爵しやく領りようでしかないテイフォードを国と言い切った白ひげの老人に、帝国への反感の意思ありと罰ばつ則そくの適てき用ようを求める声が一部から出たものの、やはりそれどころではない。

　だが、スキピオが行った尋問はそれまでだった。内務を抱かかえた謀臣達をいつまでも拘こう束そくできないのだ。

　そうして一人残った彼は、円卓の周りをグルグル回りながら考え込んでいた。この書簡の謎なぞのあれこれについてではない。これらに対して答えは短時間に出せないと、すでに直感していた。

　悩なやんでいたのは、おそらく問題の書簡は届いておらず、だが帝国で最も重要な人物であり、ある意味この事じ件けんに最も関係深い人物に報ほう告こくすべきかどうかという事にであった。

　円卓の周りに残された椅い子すには、つい先さき程ほどまで誰かが座すわっていたのだという温ぬくもりが残っている。せめてそれが冷え切る前には結けつ論ろんを出さなければならないと、スキピオは焦あせりを感じた。

「先さき延のばしにしても意味はないか……」

　三十周近く回ったところで、意を決して部屋を出る。

「おそらく笑われるであろうな。

　そうだ、笑われる。こんなもの笑われるに違ちがいない」

　そんな独り言をブツブツと繰くり返しながら、廊ろう下かを歩き続けた。

　彼の歩の進みはいつもより遅おそかった。

　それでも、一歩一歩を確かく実じつに歩んでいればいつかは目的地にたどり着く。

　謁えつ見けんの間。その名が付けられるにはあまりに不似合いな、質しつ素そな部屋が現れる。本来の謁見の間が破は壊かいされてその修しゆう繕ぜんが終わっておらず、仮かりに用意された部屋だからだ。

　だが、そこは確かに謁見の間だった。

　用意された場所の質など問題にはならない。肝かん心じんなのは、その場を支し配はいする主あるじの質だ。

　その点で、この部屋は過か去こに存そん在ざいした他のどのような謁見の間より勝まさっているとスキピオは思っている。

　その主が、スキピオの入室と同時に口を開いた。

「どうしました？　あなたにしては乱らん雑ざつな入室の仕方ですね」

　言われて、ノックも忘わすれていた事に気付いてスキピオは平ひら謝あやまりした。

「も、申し訳わけございません！　とんだご無礼を」

「別に構かまいませんよ。ここは謁見の間。会うための部屋であり、わたしは会うべき者を待つためにここにいる」

　この部屋の主にして帝てい国こくの主。魔ま物ものの上に立ち人々を統すべる皇帝サラ＝シャンカーラは玉ぎよく座ざの肘ひじ掛かけに肘を付け、頰ほおに手を当てながら答えた。

　まだ二は十た歳ちにも満たぬ少女がそんな様態をするのは、往おう々おうにして無理に大人びているような印象を与あたえなくもない。

　だが彼女の場合、見る者にそんな不自然さは微み塵じんも感じさせない。落ち着いた物もの腰ごしの一つ一つに、実じつ績せきに裏うら打うちされた威い厳げんを醸かもし出していた。

　そんな彼女の年相そう応おうの少女らしさが垣かい間ま見みえるのは、一言を発して首を動かすたびにさらりと流れる黒くろ髪かみくらいだった。

「そして、あなたは会うべき者の一人よ。だったら所作をとやかく言う気はないわ」

「ぎょ、御ぎよ意い」

「で、どういう用件かしら？　時間を無む駄だにするような性せい格かくではないでしょう？」

「はい。実は……」

　一度言いよどみ、スキピオははっと気付いた。

「グレンデル殿どのもおられましたか」

「今いま頃ごろ気付くとは、貴き公こうにしてはうかつだな。何かあったか？」

　玉座の横で隻せき腕わんの魔物が口元を弛ゆるませた。竜りゆうのような厳いかつい強こわ面もての彼こそ、スキピオと共に帝国の双そう翼よくを担になう近衛このえ隊長のグレンデルである。

　その彼の口ぶりに、スキピオはわずかな違い和わ感を抱いだいた。彼の性格上、あれが届とどいていたならばこんな悠ゆう長ちような会話は交かわさない。

「グレンデル殿には届いておりませんか？」

「何がだ？」

「いえ。今け朝さ届けられた帝国発信の書しよ簡かんの中に、妙みような文面の物が混まじっております。

　私だけではありません。おそらく、主だった臣下にはほぼ届けられております。城じよう内ないはその噂うわさで持ちきりになっております。それで……」

「私に届いたかと訊きいたということか。届いているのかもしれんが、確かく認にんしようにもできなかった。近く陛へい下かが視し察さつに出られるだろう？　その護ご衛えいの打ち合わせを夜通しでしておった。今からその報告を陛下にしようとしていたところだ」

「ああ、あれですか。そういえば人材をそちらに回すように要よう請せいを受けていましたね。それはご苦労を」

「構わん。人間ほど休息を必要とはしておらぬ」

「なるほど」

　スキピオはいったん言葉を区切ると、視線をサラへと向けた。

「つまり、用件はそういう事でございます」

「そう。みんな朝から妙にそわそわしているとは思ったわ。

　で、なぜこの時間なのかしら？　まだ朝の内とはいえ、それが届いたのはもっと前なのでしょう？　とるに足らない事案ならそもそも報告する必要はないし、報告すべき事案ならもっと早くしているわよね」

「妙な……妙な書簡でした。文面が意味深であり、ある意味陛下への叛意ともとれる内ない容ようでした」

「何！」

「でも、そうではないかもしれないと？」

　サラは気を昂たかぶらせるグレンデルを手で制せいした。生まれ持っての異い能のうから幼おさない時より色々と迫はく害がいを受けていただけあって、彼女の自制はこの程てい度どでは揺ゆらぎもしない。

　微かすかな安あん堵どを以もつて、スキピオは再ふたたび頭を下げた。

「意味深なのです、陛下。先程まで私も謀ぼう臣しんを集め論ろん議ぎしておりましたが、結論を出せませんでした。差し出した者を探さがし出す事に全力を注ぐべきか悩なやみましたが、我々の動きをそちらに向けて内ない政せいの動きを鈍にぶくさせる事が目的かとの疑うたがいから、他の者は通つう常じよう業ぎよう務むに戻もどらせております」

「わかりました。で、それはどのような文面だったのですか？」

「他愛たわいない言葉遊びのようなものです。盲もう点てんといえば盲点ですが、少し機転が利きく者なら、誰でも思いつく単たん純じゆんな理り屈くつだと考えるでしょう。実じつ際さいには、思いつく者と思いつかない者では大きな差があるのですが」

「言葉に余よ計けいな飾かざりはいりません。あなたも、そしてわたしも、時間を湯水の如ごとく使える立場ではないのですから。どのような内容であろうと別に咎とがめたりしませんよ」

　少し揶や揄ゆがこめられたその言葉に、スキピオは身を正して返答した。

「陛下はもう少しご自身の影えい響きよう力りよくというものを理り解かいされるべきです。言葉を発せられずとも、その一挙手一投足を寸すん毫ごうも見み逃のがさないようにしている者はそこかしこにおります。

　敵てきなればその隙すきを。身内であっても、陛下の機き嫌げんをとって己おのれの利を図はかろうとする奸かん臣しんはいくらでもおります。それをお忘わすれなきように」

　その言葉に、つい先程動どう揺ようしたばかりのグレンデルが唸うなった。

　皇こう帝ていほどではないとはいえ、近衛隊長も重じゆう職しよくにある。それにしては感かん情じようが表に出やすいと前々から指し摘てきされていたのだ。こうして唸っている時点で態たい度どに出ているという事なのだが、指摘されてすぐ直せるほど性格は簡かん単たんなものではない。第一、直情的なのは魔ま物ものに総そうじて言える事だった。

　そんなグレンデルを横目に、サラは淡たん々たんと答えた。

「忘れてはいないわ。つまり、それを聞けばわたしも取り乱みだすと？」

「取り乱されはしないでしょう。己を御ぎよして平静を保たもつ事で陛下に敵かなうものは皆かい無むに近いと思っております。ただ……」

「ただ？」

「いえ。わかりました。申し上げます。その文面を」

　スキピオが身を構かまえると、グレンデルは身を乗り出した。ここまで言い渋しぶる内容に興きよう味みが湧わいたのだろう。対照的に、サラは変わらず椅い子すの肘ひじ掛かけに肘を当てたままだった。

　スキピオは一度咳せき払ばらいをして、文面を紹しよう介かいした。

「それはこういうものでした。

『かつての勇者は魔王となった。魔王と勇者は対ついのもの。

　ならば空白になったその座が、今の魔王に対する今の勇者がいるはずだ』と」

　グレンデルが目を丸くする。

　その一方、サラは笑えみを浮うかべていた。わずかに目を細めた涼すずしげな微び笑しようは、スキピオが予想していた通りのものだった。

　そして、かつて勇者と担かつぎ上げられ、魔王位を継けい承しようし覇はをもって統とう一いつ帝国の建国を成してしまった彼女の笑みの裏うらには、刃やいばのような智ち謀ぼうが蔵ぞうされている事もよく心得ていたのだ。

　彼女は、笑みも、言葉も、態度も、その柔やわらかさを一いつ片ぺんも失う事なく、心の内だけで感情を切り替かえるのである。

「なるほど。それで叛はん心しんですか。なるほど……」

　サラはくすりと笑うと、揺ゆれた黒くろ髪かみをそっと片手で払った。

　その行こう為いに、スキピオは内心動揺した。

　彼女が鷹おう揚ようを常つねとしているからこそ、見せるささいな動作の全すべてが意味深に思えてしまうのだ。それがわかっていながら動揺は鎮しずまる気配を見せなかった。

「わかりました。そうね。発信者には会ってみたいわね」

「それは、捜し出せというご命令でしょうか」

　念を押おすかのようにスキピオは訊たずねた。動揺で冷静な思し慮りよを欠いているかもしれないと判はん断だんしたからこその、再さい認にんの言葉だった。

「いえ。純じゆん粋すいに会ってみたい。それだけよ。あなたが言った、気付く者の違ちがいというものを確たしかめてみたくてね」

　返すサラの言葉は、いつもと何一つ変わらぬ柔らかさがあった。その柔らかさのまま彼女は敵を両断すると知りつつも、スキピオは平静を取り戻した。

　主あるじがまるで動揺の素そ振ぶりを見せないのに、補ほ佐さばかりが狼ろう狽ばいするのはいかにも滑こつ稽けいに思えたのだ。

　冷静さが戻れば、彼の思慮は滑なめらかに動いた。思えば、問題の書しよ簡かんが送られてきてからどこか冷静な判断を欠いていたと自責した。

「わかりました。では、優ゆう先せん度どはさほど高くなくてよろしいでしょうか」

「あなたに任まかせるわ」
















「御ぎよ意い。それでは、私もやるべき事ができましたので失礼させて頂いただきます」

「待って」

　サラが呼よび止める。

「今の言い方だと、そのやるべき事というのに気付いたのは話の最中ね。この話に関連しているのかしら」

「はい。今の今までつい失念しておりました。あの文面は脅おどしともとれますが、見方によっては指摘ともとれます」

「それは？」

「陛へい下かに仇あだなす勇者がいるという指摘です。発信者はともかく、その勇者とやらは我らが全力を挙げて捜そう索さくすべきでしょう」

「それこそ放ほうっておいてよい気がするけれど？」

「陛下がそれを大事と考えておられぬのは重々承しよう知ちしております。大事なのは勇者の名などではないと」

「だったら別にいいでしょう」

「ですが、私は先の暗殺未み遂すいで楽らつ観かん視しする事に懲こりました」

　サラの動きが一いつ瞬しゆん止まったようにスキピオには見えた。それでも構わずに先を進める。

「たとえあれが陛下のご意向だったとしても、臣下の心を乱すような事には陥おちいらせたくありませんでした。しかし、陛下のご命令には逆さからえませんので、もう一度似にたような事をなさるとおっしゃられれば従したがう他ほかはありません。

　ですから、そもそもそのようなお考えに至いたらぬよう手を打つ所しよ存ぞんです。芽は早いうちに摘つむと覚かく悟ごを決めました。摘まずとも、最さい低てい限げんその性せい質しつを見み極きわめさせていただきます」

「わたしがいいと言っても？」

「ご命令とあれば止やめましょう。しかしそうはおっしゃいませんでした。あくまで要よう請せいならば、臣下として不安要素は取り除のぞかせていただきます。それとも、勇者が誰だれかご存ぞん知じなのでしょうか」

「そういう訳わけではないわ」

「ならば、これは宰さい相しよう権けん限げんの範はん囲い内と思われます。陛下の御意に忠ちゆう実じつであり過すぎないのも、補佐としては必要な事かと」

「わかっているわ。そうね。あなたに任せます」

「御意」

　一礼し、今度こそスキピオは退たい室しつした。

　その足は、入室時とはうって変わって早歩きになっていた。




　　　　２




「スキピオ殿どのも変わりましたな。彼は、何があっても陛下の意に背そむいたりしないと思っておりました」

　スキピオが去った後にぼそりと零こぼしたグレンデルのつぶやきに、

「背いてはいないわ」

　サラは訂てい正せいを入れた。

「わたしが彼を宰相に任じたのは、別に操あやつり人形になって欲ほしかったからじゃないわ。帝てい国こくの安あん泰たいのためよ。その点において彼は全く以もつて忠実よ」

「それはそうかもしれませんが、私としては陛下が御意を下すだけで十分と思っております。現げんに、先の暗殺未遂も上う手まく収められたではありませんか」

（あれは違うわよ）

　グレンデルの肯こう定てい的な言葉に、サラは内心で否ひ定ていした。

　マルクト伯はくグンナルと魔ま物ものの重じゆう鎮ちんファーブニルが引き起こした暗殺未遂事じ件けんは、表向きには元魔王を配下に加えるためにわざと看かん過かして起こさせたものだとしてある。

　だがそれは虚きよ飾しよくだ。終しゆう幕まくをごまかして過か程てい全すべてをも操っていたかのように見せかけたが、実じつ際さいに主しゆ導どう権けんを握にぎっていたのはグンナル達だ。

　サラの先代魔王であり先の事件ではイレギュラーだったあの彼もまた、グンナル達が用意した舞ぶ台たいの上で動いていた事に違いはなかったのだ。

（そんな事を言ったら彼は怒おこるかしら？）

　わずかな不安が自然と立ち込めた。

　元魔王にして、現在魔物領りようの総そう督とく、ラジャス。

　彼の存そん在ざいこそが最大の弱みと、サラは自覚している。

　魔力を根こそぎ吸きゆう収しゆうする事で魔物を殺さつ戮りくしていく、そのあまりに圧あつ倒とう的過ぎた異い端たんの能のう力りよくゆえに、人々から『バケモノ』と忌いみ嫌きらわれ迫はく害がいされてきた。そんな自分を初めて認みとめてくれた彼に対してだけは、鉄てつ壁ぺきを誇ほこる心の平静もかき乱みだされてしまうのだ。

　スキピオにその話題を切り出されて動きを止めてしまったのも、関連して彼の事まで思い出してしまったからに他ほかならなかった。

　心が揺ゆれ動いていくのを、平静に押おし留とどめる。

（怒る？　何をばかな。むしろ、演えん出しゆつ家かと演者を誰よりも理解していたのは彼よ。その上で、彼は演者として演出を塗ぬり替えてしまった）

　グンナル達はただ、最後の詰つめを誤あやまっただけだった。その誤りもイレギュラーたる彼の存在あっての事で、サラとしては完全に敗北を認めていた。

　偶ぐう然ぜんの作用だけで上う手まくいった不確かな勝利など、謀ぼう略りやく家かを自負する者にとっては敗北以外の何物でもない。時運も関かかわるのは必然とはいえ、その運に左右される部分をいかに小さく、いかに排はい除じよしていくかが深謀の要かなめなのだ。

　僥ぎよう倖こうの勝利など、むしろ敗北感を薄うすめてしまうだけにより性た質ちが悪い。

　それだけは間違えまいと、サラは思いを新たにする。

（だけど、負けたなんて表立っては言えないのだけれどね）

　そして小さく嘆たん息そくする。

　この統とう一いつ帝てい国こくが成り立っているのは、良くも悪くも魔物を束ねる魔王という要素と人を束ねる統とう率そつ力りよくを兼かね合わせた自分だからこそとも自覚していた。どちらか一方でもなくなれば統一は分解するのだ。

　この認にん識しきを自信過か剰じようと言えない辺りが、帝国最大の弱点なのだ。

（だからこそ、わたしは自分を最良の名君だと他の者達に思わせ続けなければならない。弱みは見せられない。たとえ腹ふく心しんであろうとね）

　だから、腹心中の腹心だと思っているスキピオとグレンデルの両名にも、あの事件の本当のところは話していない。

（でも、スキピオはあれが虚飾だって気付いているようね。わざわざ『陛下の意向だとしても』なんて言い方をしてはくれたけど）

　だからこそ、それを持ち出されて反はん論ろんできなかった。

（それもわざわざ言ったりはしないけどね）

　密ひそかに苦く笑しようした後、グレンデルが問いの答えを待っていたのを思い出す。ほんの一いつ瞬しゆんの思し索さくだが、他者を放ほうって耽ふけるのはあまり良い事ではなかった。

「裏をかくような謀略ばかりじゃ、素す直なおな魔物あなた達ならともかく人間はついてきてくれないわよ。その点、スキピオは基き本ほんに忠実でわかりやすいでしょ。わたしのやり方が一歩下がって三歩進むようなやり方なら、彼は一歩一歩を堅けん実じつに進むタイプね」

「なるほど。よくわかりました」

　したり顔で頷うなずくグレンデルが妙みように気になって、問い返した。

「何が？」

「あえて他人に任まかせてしまうという決けつ断だんも、それ自体がすでに謀略なのですね」

　その言葉に、内心驚おどろきを隠かくせなかった。

　今までなら、「いかな事があろうと、臣下が主君に楯たて突つくなど言ごん語ご道どう断だん」とか、「反論なき絶ぜつ対たい服ふく従じゆうこそ中央集権の要かなめ」などと言い出しそうだったからだ。

　いかに臣下を服従させていても、それが傀かい儡らいとしての域いきを脱だつしないのなら結局のところ君主の自じ己こ満足で終わる。

　君主として大事にすべきなのは、一臣下を平へい伏ふくさせる事ではなく世界を平伏させる事なのである。世界を跪ひざまずかせてしまえば、誰かの言葉に従って自分の意見を枉まげたところで、それは器量の大きさを見せたというだけの事になる。

（それがわかって来たのかしらね）

　自分の下に何年も付き添そってきただけに、そういう柔じゆう軟なんな思考も身に付いてきたという事なのだろう。根が剛ごう直ちよくなのは相変わらずだが、対たい応おうを柔やわらかくできるのなら問題にはならない。

　それが少し嬉うれしくて、「そういう捉とらえ方もあるわね」と微び笑しようした。

　すると、「陛へい下かからそのように感心して頂いただけたとは、望外の喜びです」

　グレンデルは深く頭を下げた。見事なまでの最敬けい礼れい。

　そして、一転して声を硬かたくした。

「願わくはこちらでも感心して頂きたいと存ぞんじます」

「報ほう告こくの続きね」

　サラも、それまでの穏おだやかさを心の奥おくに追いやった。私わたくし事ごとと公務の切り替かえくらい造ぞう作さもない。

「御ぎよ意い。スキピオ殿にもご助言願おうと思いましたが、あの様子では無理は言えません」

　グレンデルは懐ふところから報告書を取り出すと、片かた手てで器用に開いた。

「それで？」

「ゲーテル河がわの治水工事は順調との事です。この様子では視察も名目だけで済すみましょう」

「ソユーズ子し爵しやく領りようはわたしが最初に侵しん攻こうしたところだもの。終わりの方は戦力差を慮おもんぱかって降こう伏ふくなんてしてくれたけど、最初の頃は徹てつ底てい抗こう戦せんばかり。戦せん禍かで土地も荒あれ放題だから、それを治してくれるなら誰だろうと構わない、毒を食くらわば皿までって気分なのでしょう。あそこは王族が行ゆく方え不明になって求心力のある人材もいないし」

「逆ぎやくに、テイフォード、ロベスタ、ソウシフォンといった地域は小国であったがゆえに早々に降伏し、その分だけ余よ力りよくを残しておるようです。調ちよう査さ隊から魔ま物ものが手出しするのを疎うとんじる傾けい向こうにあると報告されております。

　全く。早々と宰さい相しよう府ふに応おう援えんを頼たのんでおいて正解でした。このような調査、魔物だけでは無理でしたな」

「大陸横断道の方は難むずかしいというわけね」

　大陸横断道構想。大陸東とう端たんの帝都シルディアから西端の古都カラティカルまで、大陸の東西を横断する道路を建設するという大構想である。

　古くは対魔大だい同どう盟めいの成立にまで遡さかのぼり、各国の軍隊を迅じん速そくに東に集め、魔物の侵攻に素す早ばやく対たい処しよするために練られた計画だ。むしろ、普ふ段だんは覇はを争う諸しよ国こくが魔物侵攻の際には合がつ従しようして挑いどむ事を定めた対魔大同盟の核かく心しんの一つともいえた。

　だが、資し金きんや労力、そして何より諸国の足あし並なみがそろわず、白紙に近い状じよう態たいで長い間放置されてしまっていた。サラは再ふたたびそれを掘ほり起こしたのだ。

　統とう一いつ帝てい国こくの強きよう権けんと人間を遥はるかに上回る魔物の労力がそれを可か能のうとさせたのだが、当初の目的を考えればこれ以上の嫌いや味みはないだろう。

「御意。北方のトーリコトか南方のソユーズに迂う回かいさせる案もありますが、トーリコト側は道中に険けわしい山脈が立ちはだかり、ソユーズ側は復ふつ興こう第一でそちらに回すほどの余力がないとも書かれております。やはり大陸中央の、比ひ較かく的平へい坦たんなこれらの地域を外すという訳にはいかぬようですな」

　グレンデルが器用な手つきで畳たたんだ報告書を受け取り、サラはため息をついた。

「そうなると、視察の本命もそこね」

「近衛このえの立場から言わせていただけるなら中止を願います。魔物を疎うとんじているが故ゆえに難なん航こうしているのですから、危険も多いと言えましょう」

「だけど何らかのテコ入れをしてやらないと前には進まないわ。大陸横断道構想はわたしの方ほう針しんの要かなめよ？」

「建けん設せつにはどうしても魔物の力が必要になります。できてしまえばできてしまったで、運用や補ほ修しゆうの点でもやはり必要とされましょう。利用価か値ちを認みとめさせてしまえばこちらのもの。そのやり方は陛へい下かが最も得意とされるところだと知っております。

　ですが、その前に討うたれてしまえば元も子もありません」

　ふぅと一息つき、サラは微笑ほほえんだ。

「気付いてる？　スキピオと言ってる内ない容ようが同じよ？」

「背はい反はんではないと陛下から言げん質ちを頂いただきました」

「そのために最初にスキピオを引き合いにしたの？」

「まさか。そのような知ち恵えは持ちません。結果そうなったという事です」

　おそらく噓うそではないだろう。彼に限かぎらず、魔物は本心を偽いつわったりしない。

（まあ、偽りだったとしてもそれで咎とがめる訳じゃないけど）

　笑えみが自然に零こぼれる。

（この二人、ほんとに似てきたわね）

　片や武ぶを頼たのみとする剛ごう直ちよくな魔物。片や智ちを以もつて謀はかる人間。

　両りよう極きよく端たんなタイプのはずなのに、目的が一いつ緒しよなら行動は同じになってしまうのだろうか。

「ともかく、こちらはやるわよ。中止はあり得ない」

「ご命令ですか」

「ええ」

「ならば従したがうのみです。でき得うる最さい善ぜんをもって警けい護ごにあたります。大陸中央地区を重点として警けい備び計画を練りましょう」

「後は任まかせるわ」

「御ぎよ意い」

　一礼し、グレンデルもその場をあとにした。

　一人残ったサラは、小さく呟つぶやいた。

「わたしに対しての勇者か。面おも白しろい考えをする者もいたものね。

　差出人とやらが何を考えているのかは知らないけど、もし、わたしがわたしの勇者をあげるとしたら……」

　そこまで言って頭かぶりを振ふる。弱みとなる部分をわざわざ自分で言う必要はない。ただ、自分で自覚していればいいだけの事だ。そしてサラは、それを十じゆう分ぶん以上に自覚していた。

（それに、誰かが聴きいていないとも限らないしね）

　軽く目め頭がしらを押おさえて、目を瞑つむる。

　そんな時だった。再び、謁えつ見けんの間の扉とびらを叩たたく音がした。

（誰かしら。軍司令と会うのはまだ後だけど）

　今日は予定外の訪ほう問もん者しやが多い。そんな事を思いながら入室を促うながす。そして、思わず息を吞のんでしまった。

　背せ中なかから翼つばさを生やした、紅あかい瞳ひとみの魔ま物ものがそこに立っていた。貴き公こう子し然とした振る舞まいで佇たたずむその姿すがたは、サラにとって忘わすれようのない相手の一人だった。

　魔物領総そう督とく代行フェルグス。

　サラがラジャスを自由の身にするために、いや、ただ見放されたくないというその一心で、代わりに総督代行を務つとめさせた魔物だった。ラジャスが魔力を失ったその場に居い合あわせ、それからも変わる事なく彼の腹ふく心しんであり続けた魔物である。

　そして、総督代行として一時的に魔物領へ派は遣けんされていた。

「帰き城じようの予定は今日ではなかったと思いますが？」

　内心の驚おどろきを押し隠かくしてサラは訊たずねた。このフェルグスもまた、彼ラジヤスを思い出させる原げん因いんだ。心こころ構がまえもないまま唐とう突とつに会いたい相手ではなかった。

「はい。ですが、向こうの事務はすでに官かん吏りへの引ひき継つぎが終わっております。私の職しよく務むはそれを見み届とどける事でもありましたので、かように報ほう告こくにと帰って参りました。間ま違ちがいでしたでしょうか？」

「いえ。間違ってはいません。ご苦労でした」

「あの方のためと思えば、いかなる辛しん苦くも労とは思いません」

　華か麗れいにフェルグスは礼をした。

　その姿すがたに、サラはそっとため息をついた。その言葉通り、彼は本当に労とは思っていないだろう。

（こうしてわたしに臣しん従じゆうの意を表す。それだけでも、彼にとっては屈くつ辱じよくでしょうからね）

　いったんこれと決めた主あるじがいるにもかかわらず、他に平ひれ伏ふすのは耐たえ難がたい。主への忠ちゆう誠せいが深ければなおさらだ。その点、彼の主への忠誠は一いち途ずの一言に尽つきた。

　想おもいの形は違えど、同じ相手を慕したう者としてサラにはそれがよく理り解かいできた。

「まあ良いわ。代行の役目はそう多くない。もう休んで結構よ」

「なるほど。確たしかに、宰さい相しようや近衛このえ隊長よりは暇ひまなようです」

「二人に会ったのね」

「ええ。いつもながらご苦労な事です」

　捨すて台詞ぜりふにしては華麗だったが、その言葉を残してフェルグスも部屋を後にした。先の暗殺未み遂すい事じ件けんではその苦労を増ふやす一因だった事を自覚しての、彼なりの皮肉だった。

（スキピオやグレンデルだけでなく、わたしに与あたえた心労も相当なものなのだけれどね）

　小さく付け加えて、サラは玉ぎよく座ざの横に取り付けられた鈴すずを持ち上げた。

「こういう時は、精せい神しん安あん定てい剤ざいね」

　涼すずやかな音が鳴る。しばらくして奥おくの部屋に通じる扉から、ぴょこりと耳が現あらわれる。人間の耳でも魔物の耳でもない。生物の耳ですらない。

　それは造つくり物の耳だった。

　奥から、「はいですぅ」という声が聴きこえる。

「サラさまぁ。お呼よびで……ほわっ？」

　素すっ頓とん狂きような声をあげて、付け耳の少女はバランスを崩くずした。ドアの上の方に造り物の耳を引っ掛かけると同時に、足をサッシに引っ掛けたようだ。

「はわ？」

　だが、引っ掛かった耳が支ささえとなり、つまずかなかった方の足を反はん射しや的に前に出したおかげか体たい勢せいは戻もどっていた。

　しかし、体重を支える形になった耳はただでは済すまなかった。

「あわ～。糸がほどけちゃいましたぁ。あっ、先っぽがまだ引っ掛かったままですぅ。えいっ、えいっ。あわ～。またほどけちゃいますぅ」

「何やってるの？　ナナ」

　内心の笑みを押し隠しながら、努めて無表情にサラは問うた。

　舌した足たらずな従者の少女、ナナはいつも何かの耳やらしっぽやらを着つけている。

　彼女曰いわく、「人間と魔物の統とう一いつの象しよう徴ちようですぅ」なのである。

　天然なようでいて何か深しん奥おうを覗のぞかせるこの少女はサラにとっての精せい神しん安あん定てい剤ざい代わりであり、サラもそれを公言して憚はばからなかった。自身の心しん情じようを他者に漏もらす事のないサラにしてみれば、それだけでも格かく別べつの扱あつかいだ。

　木もく製せいの扉のささくれたところに引っ掛かった糸を引っ張ぱりながら、ナナは答えた。

「なにってぇ、引っ掛かったお耳の糸とカクトウ中ですぅ。えいっ。あ、とれましたぁ」

　朗ほがらかな顔を一転、

「あう～。お耳がぐしゃぐしゃですぅ」

　縫ぬい目めがほどけてバラバラになった布ぬのきれやらを抱かかえて、ナナは今にも泣き出しそうなくらいに顔を暗くさせていた。

「まったく。貸かしてみなさい」

　ボロボロになった付け耳を受け取り観察する。

「かなり使い込んでいたのね。これじゃあほつれもするわよ」

「そうですかぁ？」

　答えるナナの瞳ひとみは潤うるんでいた。

「しょうがないわね」

　サラは袖そでをめくる。その下、手首の部分に巻まいてあるベルトのようなものを外し、中から小さな針はりを取り出した。針の尖とがっていない方に付けてあるキャップを取り外し、糸を挟はさむようにしてまた取り付ける。

「あくまで応おう急きゆうなら縫えないこともないでしょう」

　針を一回空から振ぶりして針先を袖口で拭ぬぐってから、付け耳のほつれを縫い直していく。何かと一人で生活する事が多かったので縫い物くらい楽なものだ。

　だが、

「暗器を持つ皇こう帝てい自体稀まれだと思うけど、それで縫い物するなんて前代未み聞もんよね」

　ちまちまと縫い合わせながら、少し自じ虐ぎやく的につぶやく。

　この針はバネ仕掛けで飛び出す暗器だ。尖せん端たんには毒薬が塗ぬってある。一いつ滴てきで即そく死しさせるような猛もう毒どくではないが、しばらくの間痺しびれて動けなくなるくらいの効こう力りよくはある。

　そんな物で縫い物をするハメになろうとは、さすがに予よ測そくの範はん疇ちゆうになかった。

「これくらいでいいわね。はい」

　ナナは、元の形を取り戻した付け耳を嬉うれしそうに受け取り、胸むねでぎゅっと抱だきしめてから頭に取り付けた。

「えへへぇ。元通りですぅ」

「元通りじゃないわ。仮かり縫ぬいだから後でちゃんと直してもらいなさい」

「はいですぅ」

　ほわぁと笑うナナ。

　サラはつられて笑いそうになった。この少女のこの笑え顔がおは、何よりの清せい涼りよう剤ざいだった。

（ふぅ。時間は貴き重ちようだと言っておいて『これ』とは……。まあ、リフレッシュの一いつ環かんとでも思いましょう）

　そして、今回彼女を呼んだのは精せい神しんの疲ひ労ろう回かい復ふく以外の目的もあった。

（それも別に大事という訳ではないけれど）

　ちらっと横のナナを見る。彼女は、いつも通りほわほわと笑顔を浮うかべていた。

（今は……だけどね）




　　　　３




　会議は最初から紛ふん糾きゆうしていた。

「我われらに難なん癖くせ付けるとはどういう了りよう見けんだ！　ソユーズの田舎いなか者ものが！」

「黙だまれ！　貴族かぶれのチョウリュウ出が何を言う！」

「まあまあ。ここは落ち着いて」

　貶けなし合いに歯止めをかけようとする者が現あらわれると、

「なるほど。日ひ和より見みはテイフォードのお家芸でしたな」

　別の誰かがその者に口論を吹ふっかけるのである。

　こうして、

「日和見ですと？　蛮ばん族ぞくは口を出さないで頂いただきましょう」

　貶し合いは広がっていく。

　約二十人の謀ぼう臣しん達が集まった会議は、朝方行われたものとは違う意味で熱気に包まれていた。皆みな、口角泡あわを飛ばす勢いきおいだが、中身は単なる罵ののしり合いだ。

　スキピオは頭を抱かかえた。

　ここにいるのは、皇帝からその智ち謀ぼうを買われた者達だが、かつてはどこかの国でそれなりの役やく職しよくを与あたえられていた者達でもある。

　田舎者、貴族かぶれと誹そしりあっていたのは、チョウリュウ王の教きよう師しでもあったハイエルとソユーズきっての良りよう将しようと称たたえられたファーレンであるし、その二人の仲ちゆう裁さいに入ったヨハートに至いたってはテイフォードの元宰さい相しようだ。そのヨハートに日和見と吹っかけたのは、トーリコトの軍師だったカウィールである。

　知名度・名望・経けい験けん、そのどれをとっても、数年前まで名も知れないただの下級文官だったスキピオには到とう底てい及およばない人物達である。

　そんな彼らにどうやってこの無意味な言い争いから脱だつするよう諫いさめるかは、頭の痛いたい問題だった。かつての身分の貴き賤せんが問題なのではない。ここにいるのは特に食わせ者との呼び名も高かった者達だ。単に気が昂たかぶって罵ののしり合っている訳ではないのかも知れず、むしろその可か能のう性せいの方が高い。

　そう考えると下手な口出しも憚はばかられて、ただこの不毛としか思えない罵ば倒とうの裏うらを読む事にスキピオは必死だった。

　たとえ背はい景けいに魔ま物ものの武ぶ力りよくがあったにしても、こんな者達をまとめて相手にして、裏をかき、出し抜ぬいて、統一の偉い業ぎようを成した主あるじに対しては、敬けい服ふくのただ一言に尽つきた。

　そんな彼を尻しり目めに、謀臣達の罵倒は続く。

「そのような口ぶりはせめて四年前に聴ききたかったものですな。もっとも、我わがトーリコトに尻尾しつぽを振るしか能のなかった小国ではどだい無理な話でしたでしょうが」

　カウィールの挑ちよう発はつに、

「そうですね。尾おを振られて機き嫌げんを良くした挙あげ句く、舌した先さきに踊おどらされて戦火を広げ国力を消しよう耗もうさせるような愚おろか者に理り屈くつを説いても無む駄だですね」

　ヨハートはすかさず反はん撃げきを加える。

「やはりあれは偽いつわりか！　ガイカ河がわの戦いでどれだけ死んだと思っている！」

「そちらが愚かなだけですよ。カンザリアとチョウリュウが手を組む訳ないでしょう。それを恐おそれてわざわざ手を出すなんて、愚かにも程ほどがありますよ」

「ちょっと待て！　貴様ら我らをダシに使ったのか！　噓うそでも言って良い噓と悪い噓がある。腐くさってもカンザリア如ごときと手を組むか！」

「それはこっちのセリフだ！　ケイトの戦いでの恨うらみを忘わすれた訳ではないぞ！」

「何が恨みだ！　エレマト山の屈くつ辱じよくに比くらべれば……」

　そんな罵ば詈り雑ぞう言ごんと、一人の青年が頭を悩なやませている中、ドガッと何かが砕くだける音が響ひびいた。

　騒さわぎが一いつ瞬しゆんにして静まる。

「黙だまれ」

　酷こく薄はくにつぶやいたのは、目もくらむ美女だった。比ひ喩ゆ表ひよう現げんではない。実じつ際さいに眩まぶしいのだ。

　たった今開いたばかりの壁かべ穴あなから差す光が、後光のように彼女を照らし出していた。

「その体ていたらくだからこそ我らの王が全すべてを手に入れられたのだ。本来なら謝しや辞じを述のべねばなるまい」

　光を背に受け、彼女は形の良い唇くちびるを吊つり上げた。

「だが、身内となれば話は別だ。無能はいらん」

　唇の隙すき間まから人間にはあり得ない焰ほのお色いろの牙きばがのぞく。つりあがった目尻の奥おくにある瞳ひとみも赤、足首まで届とどく裾すそ長ながのスカートも赤、二つに束たばねた長ちよう髪はつも赤と、何から何まで赤づくしだ。足を開いて立ち、胸むねを張はって腕うでをくむ姿すがたといい、全身の赤づくしと相まって燃もえ上がるような野や性せい味みに溢あふれていた。

「消滅けすぞ？」

　彼女の一声に静まりかえる中、ため息が一つ。

「ティアカバンさん。これ以上使える部屋を減へらされるのは困こまります」

「ほう。人間風ふ情ぜいであたしに意見するとは……」

　ティアカバンと呼ばれた美女は、挑発的に声の主に視線を向け、
















「宰相わたしの秘ひ書しよ官かんが私の仕事を増ふやしてどうするんですか」

　真横に座すわるスキピオのものだと気付いた途と端たん、態度を一変させた。

「あ、済すみません。ついうっかり。いえ。我が慢まんできなかったもので。それと、あたしはティアとお呼びくださって結けつ構こうです」

　脅おどしを効きかせていた声までも猫ねこなで声に変わる。こうなると彼女の野性味は、容よう姿しと相まって猛もう獣じゆうから愛獣のそれに変わった。

　ペコペコと何度も頭を下げる彼女に、スキピオはため息をついた。

「まあいいでしょう。それに……」

　目線だけを動かして会議場を一いち瞥べつする。横から「陛へい下かがお目をかけていなければ……」とつぶやいたティアの小声は耳に入らなかった。

「陛下の名望に傷きずを付けるといえば、貴方あなた方も謀ぼう臣しんとしてのプライドを保たもって頂きたい」

「当然だ」「何を今いま更さら」「馬ば鹿かにしないで頂きたいですな」

「でしたら」

　次々と上がる反論に、スキピオは陰いん鬱うつ気げにつぶやいた。

「貶けなし合いは後ほど。今論ずるべきは勇者とやらについてです」

「わかっている。そもそも、どこぞの貴き族ぞくかぶれが我らに難なん癖くせを付けたのが悪い」

　ファーレンの物言いに、

「私はただ、先のマルクト伯はくのようにどこかの元王が関かん与よしているのではないかと言っただけです」

　ハイエルが平然と答えた。

「だからといってそれがなぜ『うち』になる。ソユーズの王族は全すべて死し亡ぼうか行ゆく方え不明だ」

「だから、それが怪あやしいといっただけです。死んだことにしておいて……などという事も考えられますから」

「腹はらに一いち物もつ抱いだいてあっさりと鞍くら替がえするような貴様らとは違ちがう！　本当にそうならば、私はこんなところには！」

　激げつ高こうした自分が何を叫さけぼうとしたのか気が付いて、ファーレンは声を止めた。彼への『良りよう将しよう』との呼び名は、故こ郷きようへの一いち途ずなまでの忠ちゆう誠せいを称しようしての事だった。その彼が故郷を離はなれ帝てい国こくに入っているのは、その故郷がなくなってしまったが故ゆえになのだ。

　それは皆みな知っていたが、妙みような書しよ簡かんが出回った今は時期が時期だった。

「今の発言、ご自身に叛はん意いありと……」

「そこまで」

　追つい及きゆうしようとする声を遮さえぎって、スキピオは声をあげた。

「陛下はもともと気にしてはおられません。ですが、口にしてしまえばお終しまいという事もあります。それは貴方あなた方がたのほぼ全員に言えることではないのですか？」

　痛いたいところをつかれ、謀ぼう臣しん達は一いつ斉せいに口を閉とじた。この中で、心の底から臣しん従じゆうを誓ちかっている者がどれくらいなのか、実数はわからなくても少数である事は確たしかだ。

　それぞれがそれぞれの野心を胸にして仕え、そうと知りつつ許きよ容ようしているのが今の帝国の実態だ。マルクト伯グンナルの叛はん乱らんなど氷山の一角でしかない事は、この謀臣会議に出席できる程ほどの識しき者しやならば誰だれだって知っている。

　さらに言えば、帝国に対して潔けつ白ぱくであると胸を張って言える者の方が少なく、自分自身が後ろ暗いものを秘ひめているという者の方が多い。密みつ告こくして誰かの胸の内を暴あばき出す事によって得られる利り益えきは少なく、逆ぎやくに自分の胸の内を曝さらけ出してしまいかねないのだ。

　たとえわかりきっていたとしても、胸の内に秘めていただけなら咎とがめないのが帝国の方針だが、一いつ旦たん表おもて沙ざ汰たになれば何ら躊ちゆう躇ちよなく誅ちゆう殺さつするのもグンナル達の叛乱で確かく証しようされていた。

　とはいえ、叛乱を起こされるのは帝国にとっても不利益には違いないのだ。まともに仕えている臣下が実は少ないなどという実情を世間に広めてしまえば、微び妙みようなバランスの下もとに積み上げられている帝国の土台が崩ほう壊かいしてしまう。地じ盤ばん固めを急がなければならない状じよう況きようでそれは、何としても避さけねばならない事じ態たいなのだ。

　両者の損そん得とく勘かん定じようがかろうじて一いつ致ちして、何とかやり取りしているというのが現状だった。

「謀臣を名乗るならそれくらいわかっておいでのはずです。建けん設せつ的にお願いしますよ」

　スキピオは再びため息をつきそうになったのを我慢して、それだけ告げる。

　すると、

「甘あまいのですね。スキピオ様は」

　隣となりに立つティアが小声でつぶやいた。

「言げん質ちをとって葬ほうむり去ってしまえば良いものを。芽は早いうちに摘つまれるのでしょう？」

　その内ない容ようが内容だけに、スキピオも小声で返す。

「もしくは、資し質しつを見み極きわめるべきだとね。彼らなら、今は叛逆しても無む駄だだと理解しています。旧きゆう国こくの国力回かい復ふくに努めている間は大人しく従したがってくれますよ」

「体力を蓄たくわえ、牙を研とがれてからでは遅おそいのでは？　弱っている内に叩たたききってしまうべきでしょう？」

「それは陛下の意に反します。逆に、陛下はその国力回復を手助けするおつもりですよ」

「彼らの叛逆に自ら好んで利用されるおつもりだとでも？」

「利用される振ふりをして、逆に依い存ぞんさせてしまおうというお考えです。体力を蓄えるためには食事が必要です。牙を研ぐのにだって、匠たくみの道具があった方が良い。

　あえてそれらを用意してやる事で、逆に離れられなくさせてやるのです」

「可能なのですか？」

　疑うたがいの眼まな差ざしを向けるティア。

「やり方次し第だいです。彼らの方も、利用しても依存はしないと警けい戒かいしているでしょう。その辺をどうやって切り崩くずすかが私の使命ですよ」

　スキピオは、視線をティアに向け目だけで笑って見せた。

「それに、彼らが復興させたがっているのは帝国の領土でもあります。彼らに体力がつくのと同じだけ、実は帝国にも体力がつくという算段ですよ。その辺は税ぜい率りつで調整ですね」

「帝国の地じ盤ばん固めも兼かねるという事ですね」

「そういうことです。しかし……」

　スキピオはわずかに間をおいた。

「グレンデル殿どのの目に狂くるいはなかった。魔ま物ものでこういう話についてきて頂けるのは稀まれですからね」

「秘ひ書しよ官かんをわざわざ魔物から選ぶ必要もなかったでしょうに」

　ティアは呆あきれ顔でつぶやいた。

　彼女には、実は特とく異いな能力がある。魔力を使って壁かべをぶち破やぶるとか、そういう類たぐいではない。その程度、魔物ならほとんどの者にできる。彼女が持つ能力とは、強力な魔力の持ち主の思念を受け取る事ができるという、受信専せん用ようの精せい神しん感かん応のう能力だ。皇帝や近衛このえ隊長らの意思をすばやく宰さい相しように伝える事ができる。

　それが、一応秘書官として白羽の矢が立った理由だった。

　とはいえ絶ぜつ対たい必要とも言えない能力だ。補ほ佐さに徹てつさせるのなら人間の方が遥はるかに向いていたし、連れん絡らくを密みつにしたいならそれこそ専用に連絡係をつくってしまえばいい。

　そちらの方が、わざわざ秘書官に魔物を選ぶより遥かに効率的だと彼女自身でさえ思っており、自分より明めい晰せきなスキピオ達にそれがわからない訳がないのに何な故ぜなのかという事は常つね々づね抱いだいていた疑問だった。

　彼女の表情からそんな疑ぎ問もんを抱いている事を察して、スキピオは答えた。

「いえいえ。必要ですよ。とくに、先程のような場合は」

「はい？」

「立場上注意をしましたが、痛つう快かいでしたよ。貴女あなたの脅おどしは」

　スキピオの心情は、正しく言葉通りだった。

　あれやこれやと言い繕つくろって理を説くより、単たん純じゆんに腕わん力りよくで脅してしまった方が手っ取り早い時もある。

　あまりに強力な力は精神的な圧あつ迫ぱくになり、恐きよう怖ふ心しんを引き出させて思考を硬こう直ちよく化かさせてしまうが、わずかな脅しなら陰いん々いんと考え込むタイプの者に対するちょうど良い発はつ破ぱにもなるのである。

　普ふ通つうの人間では決して倒たおせない、魔物という種族が傍そばに付き従っているというだけでそんな圧迫を与あたえる事ができる。だからこそ、スキピオはわざわざ皇こう帝ていに話をつけ、グレンデルに請こい願って魔物から秘書官を選せん抜ばつしてもらったのだった。

　そして実際、不毛な状じよう況きようを打破したのはあれこれ考えたスキピオではなく、罵ののしりあいを見た通りに捉とらえて一いつ喝かつしたティアだった。

　そんな意図を彼女に明かして、

「貴女みたいに綺き麗れいな方で大だい丈じよう夫ぶかなと思ったのですが、杞き憂ゆうでしたね」

　最後に、スキピオはそう告げた。

　無表情で放たれたその言葉に、ティアは顔を赤面させた。元々赤い色で統とう一いつされたコーディネートをしていたから、他の誰かにそうとわかる変化ではなかったのだが、

「な、何を言って……」

　自分が赤面したという事実に、勝手に動どう揺ようしていた。

「何って、そのままですが？」

「からかっておいでなのですか？」

「からかう？　どこにそんな内ない容ようが？」

「い、いえ」

　単なる疑問でしかないその問いに、ティアは逡しゆん巡じゆんして、

（綺麗とか真顔で言わないで。意表を突つかれる）

　声には出さず、唇くちびるだけを動かした。




　一方、二人が小声で言い合っている間会議は静せい寂じやくそのものだった。時折、座すわり具合を直す衣きぬ擦ずれの音や咳せき払ばらいが聞こえたぐらいだ。

　そんな中交かわされていた宰相とその秘書官の密みつ談だんは、その内容が聞き取れないが故ゆえに、他の者にとって恐怖をかき立てるものだった。

　まさしく、その精神的圧迫が発破となって、

（まさか）

（無能は不要だと）

（本気で殺すつもりではないだろうな）

（今立場を危あやうくするのは利にならん）

（茶を濁にごすのはこの辺にすべきか）

　謀ぼう臣しん達は思考を加速させていた。

　スキピオの考え通り、彼らの全すべてが本気で貶けなし合っていたわけではない。

　長きに亘わたる乱らん世せで合がつ従しよう連れん衡こうが繰くり返された結果、互たがいに不信感を抱いているのは噓うそではないが、やはりそこは謀臣。感情と利害が相反した時に選ぶのは利害だ。

　貶し合いで論議を長引かせていたのも、他の者達の反はん応のうも鑑かんがみてこの『勇者』の存そん在ざいが自分にどう影えい響きようするかを推すい測そくしていたのだ。

　有ゆう益えきになるようなら、むしろ煽せん動どうに荷か担たんして帝国を揺ゆるがせる。不利益になるようなら、積極的に解かい決けつして潰つぶしておく。その見極めに時間をかけていただけなのだった。

　だが、あまり長引かせると今度は謀臣としての資質を問われ、周囲に与える影響力というものを削そぎ落とす結果になる。普ふ段だんからそれなりの才さい能のうを見せておかなければ、結局主しゆ導どう権けん争いにすら参加できなくなるのだ。

　そうなれば、勇者が有益だろうが不利益だろうがもはや関係ない。世を動かす事もない、ただ流されるだけの卑ひ小しような存在に成り果てるだけだ。

　宰さい相しようと秘ひ書しよ官かんの密談は、彼らにそろそろ時間切れだと判はん断だんさせるには十分なきっかけとなった。

（確かな確証もなしに乗るのは無謀）

（今あの者に倒れられては都合が悪い。再ふたたび乱世になっても勝つ目算が立たぬ）

（それまでは皇帝と仰あおぐしかない）

　それぞれがそれぞれの考えによって、帝国に従う事を決め、

「勇者の特定は時間的に難むずかしいでしょう」

　ヨハートが突とつ破ぱ口こうを開いた途と端たん、議論は先さき程ほどとはうって変わって前進し、

「やったとしても、憶おく測そくの域いきを出ませんか」

　つい先程までそのヨハートと罵り合っていたカウィールが追つい随ずいした。

「『勇者』の容よう疑ぎが高こう貴きな身分に及およんだ場合、間ま違ちがっていたでは済まされませんな」

　それを皮切りに他の謀臣達も次々と加わった。

　罵り合う振ふりをしての様子見に、さすがの彼らも鬱うつ陶とうしさを覚え始めていたのだ。謀臣としてやりがいを感じるのはやはり熱ねつ弁べんを振るう事にこそあった。

「となれば、無ぶ難なんなのは疑うたがわしい者を集めて監かん視しする事でしょうか」

「それもどうだ？　元王族や高名な将しよう軍ぐんに及んだ場合、監視して異い議ぎが出ないか」

「例外は認みとめず全員監視するとすれば良いでしょう。待たい遇ぐうに差異がなく、監視といっても強圧的にしなければ良いのでは？」

「それより、勇者候こう補ほの選定はどうするのだ？」

「差異があってはまずいと言いました。勇者かどうか判断すること自体、優ゆう劣れつをつけるようなものですから……」

「まさか、元王族、将軍というだけで全員容疑ありとするつもりなのか！」

「その肩かた書がきを持つものは我らの中にも数名いるが、帝国全体でどれほどの人数になると思っている。監視をするにしてもそんなに人員は割さけぬし、その資し金きんはどう捻ねん出しゆつするのだ？　帝国を守るための監視で財ざい政せいを圧迫し、それで倒たおれるなど本ほん末まつ転てん倒とうも甚はなはだしいぞ」

「それなら問題はありません」

　謀臣達の議論に、話が進みだしてからは黙だまっていたスキピオが口を挟はさんだ。

　宰相と議長は違う。いったん議論が前向きに進むようになれば、わざわざしゃしゃり出ずとも黙って聴ちよう衆しゆうと化していても良い。だが、謀臣達の議論が間違いではない方向に進むよう的確に判断材料を与えるのは必要な事だ。

「監視にうってつけの魔ま物ものがいます。彼らなら費用はそれほどかかりませんし、一体でかなりの人数をカバーできると聞いております」

「なるほど。その方法と数字を具体的に挙げていただけると助かるな」

　そのスキピオの言葉に瞬しゆん間かん的に、ハイエルが鋭するどい目で尋たずねた。帝国の今後はまだ定まっていない。その監視がいつ自分のもとに向けられるとも知れないのだ。だが、方法や規き模ぼさえ知っていれば抜ぬけ道も用意できる。

「済みませんが、彼らは陛へい下かの直ちよく属ぞくです。宰相の私が言う訳わけにはいきません」

　そして、それがわかっているからスキピオも手の内を全てはあかさない。必要な情じよう報ほうだけを選別して与えていくのも、重要な役目だ。

「ブレーンにも秘密という訳か。知ると知らぬでは献けん策さくの良し悪あしにも影響しますぞ」

「そういう魔物がいる。今回の場合、それだけでも判断材料にはなると思いますよ」

　そして、スキピオは言葉の半分に脅おどしを入れていた。下手に動いても筒つつ抜ぬけになるだけだとあえて教える事で、浅せん薄ぱくな行動をしないように牽けん制せいしているのだ。

「まあいい。閣かつ下かができるというのなら、それを前ぜん提ていにすれば良いだけですな」

　ハイエルの方も、できなかったらそれは宰相あなたの責せき任にんだと言外に含ふくめられていた。言われずとも了りよう承しようしている事なので、スキピオは答えなかった。




　このように互たがいに腹はらの探さぐり合いをしながら議ぎ論ろんするのはいつもの事だった。それでいて議論自体は進んでいく。

　そういう駆かけ引きが苦手なティアは、ほとんど聞き流してしまっていた。

　スキピオを含め、謀ぼう臣しん達は会話の一言に裏うらの意味をいくつも重ね合わせる。言葉を額がく面めん通りに受け取ることができない。

　先程は主あるじたる皇こう帝ていの大事に何をやっているのかという焦しよう燥そうからつい一いつ喝かつしたが、いったん落ち着いて冷静になってしまったら、理解できないが故ゆえに口を挟はさむ余よ地ちもないのだ。

（あたし、宰さい相しよう秘ひ書しよ官かんとして本当に大だい丈じよう夫ぶなのかな）

　上司に保ほ証しようされはしたものの、不安は増ますばかりだった。

　宰相・近衛このえ隊長を経けい由ゆしてとはいえ、宰相秘書官は皇帝の認にん可かを受けている。上司に無む能のうの烙らく印いんを押おされる事は、その主君の期待を裏切ったという事にもなりかねない。

　彼女にとって、それは絶ぜつ望ぼうだった。

　魔物にとって魔王とはそれだけ絶対的な存そん在ざいだ。魔王の魔力を目で視みる事ができない人間でさえその圧あつ力りよくは感じるというのに、その強大な魔力を魔物達は視し認にんするのだ。受ける威い圧あつは人間のそれと遥はるかに桁けたが違ちがう。

　それに、魔物にとって魔力は存在の根本に関かかわっている。魔物の魔力を吸きゆう収しゆうするという特とく異い能力を持つ皇サ帝ラが『魔物殺戮者モンスタージエノサイダー』と称しようされたのもそのためだ。

　そんな魔物にとって魔力の強弱は、存在の強弱に直結している。魔力が上という事は、それだけで上位と見み做なされるのだ。

　下位のティアにとって、魔王はまさに天上の存在だった。そんな相手に見放される恐きよう怖ふは計り知れない。

　逆ぎやくに、そんな相手に目をかけてもらったというのはこの上ない喜びだった。

（大丈夫だなんて言っておいて、変な報告しないよね？）

　不安な眼まな差ざしで上司の姿すがたを確かく認にんすると、言うべき事だけ言ったスキピオは目を閉とじて謀臣達の言葉を傾けい聴ちようしている。

（何も言われないって事は大丈夫なの？　信じていいんですよね？）

　そんな秘書官の不安を知る事もなく、議論はどんどん進んでいった。




　宰相が請うけ合った事で、話は全員監かん視しの方向でまとまろうとしていた。そんな中、

「とはいえ、かつての主君や同どう僚りように監視を付けなければならぬという負い目に変わりはない。戸と惑まどいを覚えるものもいるはずだ」

　ファーレンが指し摘てきを入れた。

「その程てい度ど、帝国に臣しん従じゆうした時点で予よ測そくできる事ではないですか」

　あがった反論にも、

「謀臣あなた達は割わり切れた。だが、庶しよ民みんや一兵卒には割り切れない者もいよう。なんだかんだいって、自分達の主君や将しよう軍ぐんを誇ほこりと思っている者もいる。下手に刺し激げきすれば暴ぼう動どうが起きるかもしれぬぞ」

　彼は冷静に返した。

（なるほど）

　スキピオは密ひそかに頷うなずく。

『ソユーズの王族が存命だったらと』と零こぼした事を差し引いても、彼の指し摘てきは正しかった。

　今は善ぜん政せいという形で民みん衆しゆうに認みとめさせる事で、治安を維い持じしている側面がある。中央集しゆう権けんを進めなければいけない現げん在ざい、かつての諸しよ王おう達を自由にのさばらせておくなど言ごん語ご道どう断だんだが、だからといって締しめ付けすぎて不当な圧政だと思わせたら、叛はん意いを煽あおる事に繫つながりかねないのだ。

　たとえ叛乱を起こされたとしても討とう伐ばつする事は可か能のうだが、その行動が今度は他の叛乱を連れん鎖さ的に引き起こさせる危き険けん性せいもある。粛しゆく清せいの嵐あらしになれば権力は強化されるだろうが、人心が離はなれていき田畑も荒あれ、肝かん要ような国力という基き礎そが欠落する。

（それを恐おそれているからこそ、わざわざ穏おん健けんにやっているのです。やはり全員監視は無謀ですか）

　これは実現性に乏とぼしいと、心の内でスキピオが結論付けようとした時だった。

「いや。例外なしを強調するのだよ」

　ぼそりと重低音の声が響ひびいた。そのあまりの耳みみ障ざわりの悪さに、声の主に視線が集まる。

　その先にいたのは、頭からローブをすっぽりと被かぶる、典型的な隠いん者じやの扮ふん装そうをした者だった。

　不気味な声に、異様な姿。手に掲かかげた杖つえも妙みように歪いびつな形をしていた。丸まった部分に奇き妙みような棘とげのような物がついており、窪くぼみがところどころにつけられている。おどろおどろしくも感じられ、装そう飾しよくにしては悪あく趣しゆ味みとしか思えないものだった。

　それだけの異い質しつ感を漂ただよわせていながら、彼の存在感は今の今まで希き薄はくだった。

「失礼。貴方あなたは？」

　カウィールが尋たずねた。

　この場にいるほとんどは、元はどこかの宰相であったり、軍ぐん師しであったり、役人だったりで、それなりに知名度を持っている。全くの無名であるというのが逆に珍めずらしかった。

「エフェスと申しましてね。挨あい拶さつもせず済すみませんね。こうして誰だれかに仕える事になっても、人前に出るのは好みませんので」

「在ざい野やでしたか」

　カウィールは頷いた。

　在野と呼ばれる者の多くは、世を儚はかなんで世間から離れていた隠者達だ。その世を儚む因もとだった群ぐん雄ゆう割かつ拠きよの乱世が統とう一いつされたからか、帝てい国こくの方ほう針しんが特に謀ぼう臣しんを重用しているという話を聞きつけてかはわからないが、サラの治世で賢けん人じんが仕官を求めて来るようになったというのは有名な話だった。彼もそんな一人だと納なつ得とくしたのだ。

「確たしか、コゲツの山やま奥おくで暮くらしておられたのでしたな」

　横からスキピオが補ほ足そくする。宰相府の人事に関しては、スキピオに一いち任にんされていた。その程度の情じよう報ほうは把は握あくしていて当然だ。

「コゲツ！　それはまた辺へん鄙ぴな」

　コゲツは、トーリコトの西方にある山さん岳がく地帯を指す。一時期、世を席せつ巻けんして一挙に覇は国こくに台頭したトーリコトだが、他の諸国に比くらべ位置的に僻へき地ちにあり、未開地と見み做なされる傾向があった。そのさらに山奥とくれば、他地方から辺鄙といわれるに十分な地ち域いきではある。

　カウィールはそのトーリコト出身であっただけに、驚おどろきもまた一ひと際きわだったのだ。

「人に会わぬために住んでいたのだよ。辺鄙で当然だね」

「それは至し極ごく正せい論ろんです。失礼。話の腰こしをおりました。先のお話ですが」

「例外なしの件けんですか」
















「左さ様よう。どういう意味でしょうか」

「魔ま物ものにも適てき用ようするのだよ」

『馬ば鹿かな！』

　エフェスの答えに、二つの声が同時に響いた。

　一つはあのファーレンのもの。もう一つは、

「陛へい下かに魔物が敵てきするとでも言う気か！」

　ティアだった。魔物にとって魔王は絶ぜつ対たい忠ちゆう誠せいの対象。敬けい愛あいすらしている相手に牙きばを向けるなどと思われるのは、心外以外の何ものでもなかった。

「ファーブニルがいたよ」

「あいつは例外だ！」

「そうかね？　元々、魔王を倒たおしたものが新たな魔王になれるという伝でん統とうがあるんじゃないかね。決して刃やいばを向けない訳わけじゃない」

「それは、高みを目指した上にある最大の壁かべが魔王であるというだけの話だ。敬うやまい、愛するが故ゆえに越こえなくてはならぬ、最終的な壁として魔王位はある。

　憎ぞう悪おから敵対するなど奴やつぐらいだ！」

「憎にくんでいるのか愛しているのかなんて、そんな討うつ者の心情は関係ないよ。こちらが問題視ししているのは、討てるのかどうかという事だからね。だいいち、例外でもあった事はあった事だよ。可能性がないわけじゃないよ」

「そんな事……」

「知った事かっ！」

　ティアの言葉を遮さえぎって叫さけんだのは、ティアと同じように強きよう烈れつに反はん応のうしたファーレンだった。

「勇者とは人間の希望の象しよう徴ちようだぞ！　たとえ『疑うたがい』であろうとも、魔物に勇者がいるなぞ断だんじて許ゆるせん！」

「陛下が現あらわれてもまだ言うかね」

「それでも一いち応おうは人間だった！」

　その言葉をサラが聴きけば、『バケモノ』として忌いみ嫌きらっていたのはどちらなのだと、苦く笑しようした事だろう。昔なら怒いかりを押おし殺すであろうが、皇こう帝ていとして君くん臨りんする事でそれらに復ふく讐しゆうを遂とげたと思っている今なら、苦笑で済すませられる程度には彼女の心に余よ裕ゆうはある。

「どちらにしろ断じて許せん！　勇者を弄もてあそぶような書しよ簡かんを出した奴もそうだが、人心というものを軽かろんじ過すぎる！」

「だが、エフェス殿どのの言った事にも一理あるぞ」

　感情的になったファーレンに、ヨハートが諭さとしを入れた。

「貴き様さまもか！」

「理があれば謀はかるのが我われらでしょう。それに……」

「それになんだ！」

「勇者と言わず、陛下に勝てそうな相手と言えば外せぬ者がいる」

　そこを突つかれ、さすがにファーレンも押し黙だまった。全員、当初からとある者の姿すがたを思い描えがいていたのだ。ただ、その戦せん慄りつが記き憶おくに新しく言葉にする事すら一種の禁きん忌きのように躊躇ためらわれていた。

　ラジャス。前魔王にして現げん魔ま物もの領りよう総そう督とく。

　本来植民地の長官に付けられる『総督』の名めい称しよう。その名を、帝都をシルディアに定めたからといって魔王にとっての直ちよ轄かつ地ちのようなものには変わりのない魔物領の長に付けている辺り、ある種の欺ぎ瞞まんだ。しかも、それすら名みよう代だいが立っていては名ばかりのものだと誰にだってわかる。

　彼の恐おそろしさは役やく職しよくのような名目にあるのではない。彼個こ人じんが恐ろしいのだ。

　先の暗殺未み遂すい事件の最後、皇帝と彼が刃やいばを交えた戦いの場に居い合あわせた者は、それこそ肌はだを切り裂さかれるような鋭えい利りな気き迫はくを受けていた。そうでなくてもあの時は城しろ中じゆうを異質な緊きん迫ぱく感が覆おおい、臣下達は表現しがたい不安に駆かられていた。

　どちらも直ちよく接せつ向けられた訳わけでもなかったのに、それだけの威い圧あつを受けたのだ。勇者であろうがなかろうが、危き険けんを孕はらんだ者として第一に挙げられるべき名ではあった。

「大人しく聴きいていれば付け上がりおって」

　そんな空気を読んでティアが低く唸うなった。彼ラジヤスも元とはいえ魔王。次サ代ラへの魔王位受け渡わたしはいささか特とく殊しゆなものにはなったが、魔物にとってある種の憧あこがれを抱いだく相手である事に違ちがいはないのだ。

　そんな彼女を全員がちらりと見やって、ため息をついた。この態たい度どこそが謀ぼう臣しん達の危き惧ぐの一つであるという事に彼女は気付いていない。

「彼を外す訳にはいかないよ。だからこその『魔物』なのだね」

　エフェスが口を開いた。

「彼ですら監かん視し下かにおくというのであれば異い論ろんは出ないよ。彼を怖おそれているのは皆みな同じ。彼が従したがったものにあえて異論を唱えるような度ど胸きようがあるのは……まあ、陛へい下かぐらいだろうね」

「だが、あの方を自由にするとその陛下がおっしゃられたのだ！　陛下の約を違たがえるのは貴様らの分を超こえているぞ！」

「それでしたら……」

　スキピオは答えた。彼の中でも、結論はもう出たと同じだった。

「この件けんに関する限かぎり、私の一いち存ぞんでよいと陛下から賜たまわっております」

　いつになく強気の口調だった。

　その強固な意志のほとんどは、ティアに向けてのものだった。今は皇サ帝ラから拝はい命めいした宰さい相しよう秘ひ書しよ官かんという役職に抑おさえに抑えているが、彼女の感かん情じようはどんどん膨ふくれ上がっており、いつ暴ぼう発はつするか知れたものではなかったのだ。

「閣かつ下かがそうおっしゃられるのなら我らに異論はありません。しかし、名代を立てているとはいえ相手は総督閣下。無む断だんで監視などという無礼はまかり通りますまい。遣つかいを送って事情を話すなり、一ひと角かどの敬けい意いは払はらっておくべきでしょうな」

　彼女の様子はやはり気になるようで、そちらへ注意を向けたままヨハートが答えた。

「いや。それ以前に、監視する魔物がこちらに従うのか？　相手は元とはいえ魔王だぞ」

「案外、陛下と総督閣下との間で魔物達を振ふり回す事があの書簡の目的であったか？」

「だとすれば、彼女を見る限り成功するかもな」

　ティアにちらちらと視線が集まる。

　彼女は、ようやく謀臣達が何を恐れていたのかに気付いた。

　サラとラジャスの双そう方ほうから相反する言葉を投げ掛かけられた時、いったいどちらを支し持じするのか。陛下だと啖たん呵かをきって言い張はれない自分に気付き、怒いかりのような感情に困こん惑わくが混まじった。溢あふれる感情の意味が、もはや自分でもわからなくなりつつあった。

　ざわめきを抑え、

「これから陛下に報告してきます。いくつかは、それで見み極きわめがつくでしょう」

　スキピオは立ち上がった。

　陛下という言葉にティアが力を抜ぬく。皇サ帝ラは彼女にとって絶ぜつ対たいの存そん在ざいである。その相手に任まかせておけばよいのだと思えば、気が楽になったのだ。

「なるほど」

「ですが、もっと重要な問題があります」

「と、言うと？」

「閣下の居い場ば所しよを摑つかまなければ」

　それには、全員が納なつ得とくした。




　　　　４




　いくら帝てい国こくの内情が薄はく氷ひようの上を行くようなものであり、それを支ささえねばならない皇こう帝ていという職が激げき務むとはいえ、休息の時間はある。効こう率りつ重視のサラの方ほう針しんからして、根こんを詰つめ過すぎ過か労ろうで倒たおれるなどというのは論外もいいところだ。

　彼女の疲ひ労ろうは、肉体的というより精せい神しん的なものが大きい。

『バケモノ』として世の暗部に追いやられてそこで生きざるを得なかった彼女だから、権謀術じゆつ数すう・深謀遠えん慮りよの蔓延はびこる世界は慣なれ親しんだものだ。近衛このえの存在で、直接的な暴力に自分自身が備そなえる必要が低くなっただけ楽ともいえる。

　それでも、まだ二は十た歳ちにも満たない『小こ娘むすめ』なのだ。周りの臣下に比くらべれば、極度に濃のう縮しゆくされた高こう質しつな経験はあっても、その量自体が圧あつ倒とう的に少ない。

　その事を自覚しているだけに、臣下達とのやりとりは常つねに細心の注意を払はらっていた。当然神経は磨すり減へる。

　だから、

「何と言いました？」

　休きゆう憩けいの直前は最も気が立つ。

　それを知らない訳わけではないだろうに、スキピオはその時間を突ついて現あらわれた。

「総そう督とく閣下の捜そう索さくをお願いします。と、言いました」

「それをあなたが求めるのは越えつ権けんです」

「いえ。権けん限げん内であると判はん断だんします」

　彼の態度はかたくなだった。その場にいるのが彼だけだったからいいものの、他者がいれば叛はん逆ぎやく的とも感じただろう。

（あるいは、だからこそこの時間を選んだのかしら）

　イライラを募つのらせ、サラは小さくため息をついた。

　気が立ち、苛いら立だっているとわかっているから、なるべく一人でいるように心掛けているのだ。面めん倒どうな会談は先に済すませて、事じ務む処しよ理りを淡たん々たんとこなすだけの事が多い。疲つかれるから来るなと言えないのも、皇帝であるが故ゆえの弱みだ。

　それに、自じ制せい心しんが不足してくるとわかっているからこそ、いつも以上に感情を排はいして理性で制せい御ぎよしようとするのもこの時間だった。理を説いて説得しようというのなら最さい適てきなのかもしれない。

（彼の主しゆ張ちようはわかる。わたしが否いなだと言っているのは単に……）

　そこから先は思考する事さえ止やめる。

　自分が単なる小娘に過ぎないのはわかっていた。ただ、周囲には曝さらけ出せないだけだ。

　謀ぼう略りやくの皇帝は、冷れい淡たんで鋭えい利りで油断ならない畏い怖ふの存在でなければならない。

　誰かを好きになったりする事もある、どこにでもいるような存在だと、あまつさえその相手が自分で倒した元魔ま王おうであるなどとは、絶対に知られる訳にはいかないのだ。

　だから、自分の思考上でさえその事に触ふれないように仕向けていた。感情制せい御ぎよは得意中の得意だ。今のところ成功はしている。

　ただ、感情とは時に理性を駆く逐ちくする圧倒的な暴ぼう力りよくともなり得うるものだ。その恐きよう怖ふはあるが、それ以上に、感情に支配されて取り乱みだすような無様な姿すがたを彼には見られたくないという恐怖が、今のサラを支えていた。

　どこにいようが、彼が自分を見ているという直感はあるのだ。

「彼はすでに自由の身です。そうわたしが約束しました。君主が約を違たがえて、それが利になりますか？」

「なりません。ころころと約を違えるような者に好き好んで従したがう愚おろか者はいないでしょう」

「ならわかっていますね。もはや、彼を束そく縛ばくはできないのです」

「はい。ですが、これはそもそも約を違えたものではありません」

「どういう事？」

　勇者云うん々ぬんのつもりで捜さがす訳ではなく、他ほかの理由でという事なのだろうと判断して、奇き妙みような期待を持ってサラは訊たずねた。

　内実はさて置いても、外面さえ整えてしまえばある程てい度どの正当性は保たもたれる。時に詭き弁べんとしか言えないものがまかり通るのは、それが屁へ理り屈くつであっても理屈には違いないからだ。

　感かん情じようと理性。そのどちらを選ぶかは人それぞれであり、個こ人じん個人であってもその時の状じよう況きようで変わる事もある。どちらが良いとは言えないが、どちらかを否ひ定ていするのなら、少なくとももう一方を否定できないような状況にしておかなければならない。

　詭弁が受け入れられる時というのは、どうしても感情そのものを否定したい時か、感情自体がそれを欲ほつしている時なのだ。

　今の彼女は正しくその状じよう態たいにあった。しかも、それを自覚している。それだけの明めい瞭りようさは時に苦々しさを与あたえる。

　自分の精せい神しん状態がわかるから、自分自身で自分を偽いつわる詭弁を弄ろうす事ができないのだ。自分が納なつ得とくでき、かつ自分では思いもよらなかった詭弁を期待するしかなかった。

「近く、陛へい下かはこの城しろをお離はなれになられます」

「そうよ」

「その間、近衛も城を離れます。軍は残りますが、統とう帥すい権けんを持つ総司令たる陛下は不ふ在ざいとなるわけです。軍司令殿どのの力量を疑うたがう訳ではありませんが、頭あたまから解とき放たれた軍隊ほど危あやういものはないでしょう」

（まさか！）

　サラは続く彼の言葉に気付いた。だが、

「だから何？」

　それでもなお問い返した。とんでもない結けつ論ろんに達してしまったからだ。

　そして、

「総督閣かつ下かなら、陛下不在の軍も統とう括かつできましょう」

　その返答は、サラの予よ測そく通りのものだった。

「本気？」

　正気かとは訊きかない。それだけの信しん頼らいを彼には寄よせている。

「帝てい国こくの軍事力を預あずけるために、閣下を捜そう索さくするのです。これは、相手によほどの信頼を寄せていなければ無理な話。誰だれが陛下を不ふ義ぎと責せめましょう」

「不義とは言わないでしょう。愚ぐ者しやとは言われそうですが」

「果たしてそうでしょうか？」

「そうでしょう？」

「閣下がそれに乗じて叛はん乱らんを起こせば、そう言われるでしょう」

「それは無いというの？」

「閣下の目には陛下しか映うつっておりません」

　スキピオの真顔の言葉に、サラの心しん臓ぞうは一いつ瞬しゆん鼓こ動どうを止めた。

（違ちがう。彼はそういう意味で言っている訳わけじゃないのよ）

　わかっているのだが、好きな相手が自分しか見ていないなどと指し摘てきされるのは……。

　そんな動どう揺ようを救ったのは、次いでのスキピオの言葉だった。

「叛乱を起こすなら、閣下個人で起こすでしょう」

（ああ、そうだ）

　感かん情じようが収まっていく。

（彼がわたしを認みとめているのは好こう敵てき手しゆとして。決して……）

　情愛からではない。

　そう思えば気が楽になった。

　こちらが謀はかっても、それが理を以もつての事なら彼は認みとめてくれる。見放されるとしたら、むしろ情に負けて理を捨すててしまった時だ。

　彼に見放されるくらいなら、いっそ嫌きらわれた方がいい。

　憎にくしみがこもっていようがなんだろうが、あの目で見続けていて欲ほしい。それさえ残っていれば自分は満足なのだ。

「閣下御ご自身がすでに万本の刀とう剣けんにも勝まさる至し高こうの一ひと振ふりです。今いま更さら刃やいばを渡わたされたからといって、喜び勇いさんで抜ぬくような稚ち拙せつな真ま似ねはなされないと信じます」

「それに異い論ろんはないわ」

「でしたら、」

「良いでしょう。ただし、」

　ラジャスへの義理という問題さえクリアしてしまえば、サラの頭に靄もやをかけるものはもうなかった。

　一歩さえ踏ふみ出してしまえば終局が見える。情じよう報ほうが足りない分を憶おく測そくで補おぎなっただけに一つに定まらず複ふく数すうに分かれている終局ではあるが、そのどれになっても有利になるように駒こまを進めておけばいいだけだ。

「ただし、仮かりにも総そう督とくの立場の者を召しよう集しゆうするのです。使者は……」

「その話は会議ですでにでております。私が直ちよく接せつ行きます」

「良いでしょう。それと……」

　ドアをノックする音が言葉を遮さえぎった。

「来ましたね」

　入室を促うながす。入って来たのは、赤に彩いろどられた長身の女じよ性せいだった。

「ティアカバンさん？」

　スキピオが驚おどろいたように、後ろを振り向いた。

　彼女には強力な魔ま力りよくの持ち主の思念を受け取れるという特とく技ぎがある。上官を待って扉とびらの外で待機していた彼女に、軍の統括という話が出た辺りである者を呼よび出してもらっていたのだ。

「お呼びいたしました」

　ティアが礼をすると同時に、その赤せき髪はつの中から何かが飛び立った。

　それは、一羽の青いハチドリだった。目にも留まらぬ速さで翼つばさを動かし、その場で浮ふ遊ゆう停止している。

「全く。ワシに無む断だんでよくもまぁ」

　そのハチドリが甲かん高だかい声で囀さえずった。

　スキピオが驚きの色を隠かくせないまま、表情を強こわ張ばらせた。

　それも当然。言葉を話している時点でただのハチドリではなく魔物なのだが、他とは別べつ格かくの魔物なのだ。

　サラは人間達が住む大陸への侵しん攻こうに際さいし、魔物軍を大まかに二つに分けた。

　一つはサラ自ら率ひきいて直ちよく接せつ人間の大陸に乗り込こむ軍。もう一つは、魔大陸に残って海うみ割われに乗じて侵攻するように見せかけるための囮おとりの部隊だ。

　海が割れて二つの大陸が地続きになるのが人間と魔物の戦いのいわば戦せん鐘しようの音であり、戦場となるのはその海が割れる場所に面したところ。人間側でいえばマルクトだった訳だが、当然戦力を集中するのもそこになる。

　サラは最初からそこを外して攻こう撃げきするつもりだったのだが、より確かく実じつを狙ねらうためにわざと魔物軍の一隊をマルクトの対岸に置き、そちらに同どう盟めい軍本隊の注意を引き付けておいてから、大陸南方のソユーズという人間側の予測を裏うら切ぎった場所から侵攻したのである。

　そして、その囮を率いていたのが彼、ウィチィロポチトリなのだ。

　そして今は軍司令の要よう職しよくにあった。近衛このえ隊長のグレンデルとはまた違ちがった意味で、帝国の軍ぐん務むを支ささえる腹ふく心しんだ。見かけは人の手に乗れてしまうような小ささだが、その実じつ態たいは大物なのである。

「概がい要ようは彼女から聴ききましたね？　ウィチィロポチトリ」

「ラジャス様に軍を任まかせるのはあくまで見せかけ。ワシを信用してない訳わけではないのですな」

「当然。あなただからこそ任せているのよ」

　その言葉は噓うそ偽いつわりないものだった。ラジャスに軍を統とう括かつさせるなどという案が自分からは出てこなかったのも、ウィチィロポチトリを信しん頼らいしているが故ゆえにだ。

（まあ、だからといってスキピオが彼を信頼していない訳ではないとは思うけど）

　ウィチィロポチトリとの付き合いがあまりないだけに、より柔じゆう軟なんな発想の余よ地ちがあったという事なのだろう。付き合いの深い浅いも良し悪あしだ。

「まあ良いです。そのお言葉を聴き安心いたしました。たとえ計けい略りやくに使われたとしても、名めい誉よな事なのでしょうな」

　その嫌いや味みに、スキピオが小さく呻うめいた。

　呼び出す理由付けに使っただけとしても、そんな風に使われてしまった方は面おも白しろい訳がない事は重々承しよう知ちしているのだろう。呻いただけで何も言わなかった。

「で、もしラジャス様から命を承うけたまわったら、ワシはどうすればよろしいのでしょうな。見せかけとはいえ上官にあたる訳でしょう？」

「あなたの判はん断だんに任せます。それに正当性があれば従したがえばいい」

「そうでなければ？」

「あなたの判断に任せると言いました」

「相手は元とはいえ主あるじだった方。そちらが良いと思えば今の主を裏うら切ぎるかもしれませんぞ」

「あなたにそう判断させないだけの実じつ績せきを、わたしは見せていると思いますよ」

「はは。確たしかにそうです。陛へい下かは、臣下の信頼と服ふく従じゆうに慢まん心しんする方ではありませんから」

　ウィチィロポチトリはホバリングを止め、スキピオの後ろで控ひかえていたティアの頭に戻もどった。「うひゃっ、またっ！」とティアが叫さけぶ。

　ウィチィロポチトリはティアの髪かみの毛から頭だけを出し、

「それでは軍に戻らせて頂いただきます。何とか部下を納なつ得とくさせなければなりませんので」

「わかったわ。面めん倒どうをかけるわね」

「面倒をかけさせられるのは信頼されている証しよう拠こだとでも思っておきますよ」

　甲かん高だかい笑いを残して、ウィチィロポチトリとティアは部屋を出て行った。

　その途と中ちゆうで、「なんであたしの上に乗るんです」「そういうな。兄妹みたいなもんだろ」「あたしは宰さい相しよう秘ひ書しよ官かんであって、軍司令秘書官じゃないんです」「大だい丈じよう夫ぶだ。その宰相は当分この場にいる」などという話し声が聴きこえた。

　その間、スキピオは居い心ごこ地ち悪そうに黙だまっていた。ウィチィロポチトリがあからさまに当てつけていたから無理もない。当人を前にして鉄面皮を気取れるほど、厚こう顔がん無む恥ちになりきれないのも彼らしかった。

（でも、この程てい度どで参ってしまっては困こまるのよね）

　内心の苦く笑しようとともに、サラは付け加えた。

（あなたにはもっと強きよう烈れつなのが待っているのだから）

　自由の身を奪うばわれた元魔ま王おうからのプレッシャーが、こんなものであるはずがない。

「さて。あと一つ」

　鈴すずを鳴らす。いつもの奴やつだ。

「はいです……ほわっ」

　ナナが、今け朝さと同じようにドアのサッシに躓つまずいた。今朝との違いは、造つくり物の耳ではなく、背せ中なかの羽が引っ掛かかった事である。

「えぅっ。えぅっ。はわぁっ！　おっき過すぎるの買っちゃいましたぁ」

　羽は一目見て布ぬの地じだとわかるものだったが、何らかの補ほ強きようが入っているのだろう。ドア幅はばよりも広い羽がつっかえ、ナナの前進を拒こばんでいた。どうやら今回はそれが支えになって転ばなかったようだった。ナナは一生懸けん命めい身体からだを前に押おし出して通ろうとするが、どうやっても羽はドアから出てくれない。

「ナナ。それ外せないの？」

「外せますぅ。背負ってるだけですぅ」

「だったら外したら？」

「ダメですぅ。おにゅーなんですぅ。サラさまに見てもらいますぅ」

「わたしはちゃんと見たから」

「でもぉ」

「ナナが来てくれないと困るのよ」

「……はいですぅ」

　少しの逡しゆん巡じゆんの後、ナナは羽を外した。名残なごり惜おしそうに見つめて、「えいっですぅ」と言って羽を壁かべに立て掛けるのが見えた。

　ナナが入ってくるのを見み届とどけてから、

「さてナナ。ちょっといいかしら」

「はいですぅ」

「もうちょっとしたら、総そう督とくが来ると思うわ」

「総督？」

「ナナを助けてくれた方よ」

「ラジャスさまですかぁ？」

「そう。わたしはその間城しろを空けるから、あなたは彼のお世話をして欲ほしいの」

「なるほど」スキピオが相あい槌づちを打った。

「陛下の従者をつけるのですから、礼を尽つくす事になりますか」

（それだけじゃないけど）

　小さくサラはつぶやいた。今回の出来事で少し気がかりがあったのだ。本当はナナも視し察さつに連れて行きたいのだが、そちらは危き険けんが多すぎだった。

「ナナ、良いかしら？」

　確かく認にんをとる。ナナも一いち応おう臣下だから命令を下せばいいのだが、どうもそんな気にならない。自分を育ててくれた『おばあちゃん』と同じ瞳ひとみをしたこの少女に対しては、どうしても『お願い』になる事が多かった。

「はいですぅ。がんばるですぅ」

　そう言って、ナナは元気よく右手を挙げた。

「そう。ありがとう」

　ナナに向かって微笑ほほえむと、少女も微笑み返してきた。

　ほわほわとした、陽ひだまりのような微笑み。

　あんな笑みは自分にはできないなと思いつつ、サラは目を瞑つむる。

（これでいい。今進められる駒こまは進めておいた。この先の展てん開かいに、もうわたしは関かかわりがない。この事じ件けんに関わるわたしの仕事はほぼ終わった）

「さて、スキピオ」

　自分が最も信しん頼らいしている臣下の一人の名を呼よぶ。

「後は任まかせたわよ？」

「御ぎよ意い」

　跪ひざまずき頭を下げるのを見届けてから、

「ナナ、来なさい。休きゆう憩けいに入るわ」

「はいですぅ」

　サラは退たい室しつした。
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　帝国の方ほう針しんは穏おん健けんだが、それと放置とはまるで違ちがうのだということを再さい認にん識しきさせられるには十分なできごとだった。




　帝国内政のいたるところに痛いたみを生じさせながら、魔物領りよう総督発見の報が届けられたのは開始から七日後のことだった。
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　耳じ朶だに響ひびく悲鳴は、少女から漏もれたものではなかった。どこか遠くから聞こえたものだ。

　声からして少女のものではない。成年の男だん性せいの悲鳴だった。

　そして、その瞬しゆん間かん、少女は表情を一変させた。

　怯おびえの色が消え、口角を上げる。だが、手だけは変わらず震ふるえていた。

　剣けんを突つこうと構かまえる男に危機感がよぎった。防ぼう衛えい本能が鳴らした、純じゆん粋すいな警けい鐘しようだ。

　とっさに横に跳はねる。横よこ腹ばらを何かが過すぎていく感覚を味わい、体を転がして着地の衝しよう撃げきを和やわらげる。

　少女がまた手を向けた。今度は震えてはいない。

　男は剣を一いつ閃せん。甲かん高だかい金きん属ぞく音おんの後に地面に落ちていたのは、小さな針はりだった。

「避よけられちゃったか」

　少女は小さく首を竦すくめた。

　そこには恐きよう怖ふの色などどこにもなかった。ただ事実だけを言ったという、気楽さにも似にた自然体があるだけだ。

「もともと期待してなかったけど」

　爆ばく音おんが響き、先にも増まして阿あ鼻び叫きよう喚かんの悲鳴が木こ霊だまする。

　ここにいたって、男はようやく思い知った。

　誘さそい出されたのは、こちらだったのだ。







　第二章　命を賭として
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「歯が痛いたい」

「今度ハイシャ行くか？」

「嫌いやだ！　歯医者だけは嫌だ！」

「コドモか？」

「何とでも言え！　歯医者だけはダメなんだ！　歯を抜ぬかれるのは嫌だ！　代かわりにトウモロコシの粒つぶを詰つめ込こまれるのも嫌だ！」

「そんなチリョウ、オレ知らない」

「治ち療りようじゃない！　それで殺されかけたんだ！　とにかく、嫌と言ったら嫌なんだ！」

　そんな妙みような漫まん才ざいじみたやり取りを横で聞きながら、スキピオはため息をついた。

　彼は今、二体の魔物を従したがえてラジャスを迎むかえに行く途と中ちゆうである。移い動どう手しゆ段だんとしてついてきた飛鳥もいるのだが、そちらとは今は離はなれている。

　歯が痛いと叫さけんでいるのはヴクヴ・カキシュというオウム姿すがたの魔ま物もので、それに口出ししているのはホウキという猪ちよ頭とうの魔物である。

　先の暗殺未み遂すい事じ件けんの時に近衛このえに仕官する事になった彼らだが、総そう督とくの下もとへ行く宰さい相しようの護ご衛えいで同行する事になったのである。それに彼らが選ばれたのは、単にラジャスと面めん識しきがあるという理由からだった。相手は元魔王なのだから面識は魔物のほとんどがあるといえばあったのだが、彼が魔力を失った後ともなると数は絞しぼられていたのだ。今飛鳥が離れているのもそのためである。彼に納なつ得とくさせられるかどうかが不明な以上、接せつ触しよくする員数を無む闇やみに増ふやすのは危き険けんだった。

　そして、グレンデルは視し察さつの方に同行するのでそもそも離れられる訳わけがなかった。総督代行でありラジャスの腹ふく心しんであるフェルグスも、ラジャスと接触させるのはまた面めん倒どうだと視察に同行することになったのだ。

　それを進しん言げんしたのはスキピオだ。皇サ帝ラは二人がまた一いつ緒しよに行動しても問題ないと判はん断だんしていたようだが、この件に関して任まかせられた以上は万ばん難なんを排はいするつもりだった。

　そのフェルグスだが、何を抵てい抗こうするでもなくその命に粛しゆく々しゆくと従った。ラジャスに対する厚あつい忠ちゆう誠せいと信しん頼らいが故ゆえに、自分が加わろうがそうでなかろうが、主ラジヤスならばただ一人でも己おのが意を遂とげるだろうと確かく信しんしているのだとスキピオは推すい測そくした。

（ある意味、主君に対する想おもいは私も同じなのです。陛へい下かなら、たとえどんな場合であろうとも我がを通せる。私が存そん在ざいする意味は、その成功率りつの高低以外の何物でもない）

　少なくとも上じよう昇しようするとは思われている。その自負はあった。

　だが、彼女に絶ぜつ対たい必要だと自うぬ惚ぼれるだけの力量をスキピオ自身が確かく証しようしきれていないのも事実だった。

　軽い鬱うつの中、

「ああもう。誰だれだ、この俺おれに泥どろダンゴを投げつけた奴やつは！」

「コドモだ。トんでるモノオトしたいトシゴロ。ワルギない」

「あったらただで済すませるか！」

「ソレに、アレくらいで木からオチル、悪い」

「飛んで来たのが泥ダンゴだったからだ！　くっそぉ！　前も似にた手口だったんだ！　おかげでまた歯を痛めてしまった」

「ナニがニテる？」

「俺の歯を抜いて殺そうとした奴らにだ！」

「ソレでシぬのか？」

「死ぬんだよ！」

「うるさいですよ？」

　スキピオはとうとう、二人を窘たしなめた。

　帝てい都とシルディアを離れれば魔物に向けられる目も変わってくる。ほんの数年前まで、忌いむべき者として互たがいに殺しあっていた仲だ。そう簡かん単たんに友好的になる訳がない。

　それがたとえ装よそおっているものだとしても、二つの種族がある程てい度ど友好的に交流しているシルディアの方が大陸全体からして特とく異いなのである。

　魔物が同行していてただでさえ注目を集めるというのに、彼らのやり取りはそれに拍はく車しやをかけるようなものだ。

　唯ゆい一いつの救いは、ここが人気の少ない山村であるという事だった。レンカン要よう塞さいを擁ようする山脈の一つである。といっても要塞自体からは離れていて、村への道は獣けもの道みちがあるだけだ。わざわざ近くまで飛鳥に連れてきてもらわなければならなかったほどだ。

　なぜこんなところに彼がいるのか、そこまでは調べられなかった。人目を憚はばかったのだろうという事は予測できても、この場所の意味がわからない。人がいない場所であれば魔大陸にいてもよさそうなものだ。ここのところ海うみ割われは起こっていないが、水すい棲せいの魔物が連れん絡らく便びんを運行している。渡わたる手しゆ段だんはいくらでもあるのだ。

（あるいは、だからこそこういう所にいらしたのか？）

　スキピオは辺りを見回した。村とはいったが、その中心というような場所はすでに過すぎ、今は山中と言っても過か言ごんではない。鬱うつ蒼そうとした竹林が続く。

　もしかしたら彼は、人前はおろか魔物の前にさえ姿を現あらわす気がなかったのかもしれない。

　ここには、人間も魔物もいないのだ。

　だから、

「さっきのコドモ帰った。今、ダレもいない。ウルサクてもキクヤツいない」

　ホウキの反はん論ろんに返す言葉がなかった。

（わかっています。私が緊きん張ちようしているだけです）

　これから会って自由を奪うばうと告げなければならない相手の事を考えれば、緊張して当然だった。もし誰にも会うつもりがないのではという推測が正しいのなら、困こん難なんは何乗にもなっている。

　二人の漫まん才ざいじみたやり取りに苛いら立だつのも、思考が陰いん鬱うつになるのも、全すべてはそのせいだ。

（ティアカバンさんはわざと来ませんでしたね）

　秘ひ書しよ官かんであるはずの彼女は、旧きゆう知ちの仲であるらしいウィチィロポチトリの手助けがどうとか言い出して、結局来なかった。会議での取り乱みだしようからして連れて来る気は元々なかったとはいえ、それはそれで何となく恨うらめしい。

（ああ、これではいけません）

　恨めしさを覚えた自分に、頭かぶりを振ふる。

　絶対の臣しん従じゆうを誓ちかった主あるじにさえ──彼女の大たい略りやくに沿そっての事とはいえ──逆さからってみせたのだ。まして、今から会おうとしているのは自分と同じ一臣下に過ぎない。主君に諫かん言げんできて、同どう僚りように会えないというのはおかしな話だ。

「そう。だから、」

「何の用だ」

「私は、退ひくわけには」

「宰さい相しようが直々に何の用だ」

「だから」

「何の用だと訊きいている」

　横でヴクヴ・カキシュが袖そでを引いた。

　はっとして前を見る。

　そこにいたのは、

「そ、総そう督とく閣かつ下か？」

　魔ま物もの領りよう総督、そして元魔王ラジャスだった。
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　上司についていかなかった事に、ティアは引け目を感じていた。ついていったところで役には立たないとわかっていても、それでも何かがひっかかった。

　気落ちしていた。上司が留る守すにしている今、その穴あなを埋うめなければならないのだ。それなのに、溜たまった書類に全く手が付けられない。

「はぁ」

「まったく。お前の気き概がいのなさも大概だな」

　その上、頭に小言を言い続ける小鳥が乗っかっているのだ。気分が良くなる気配は一向にこなかった。

「義に兄い様はこんなところにいていいんですか？」

「何でだ？」

「部下への説明責せき任にんはどうするんです？」

「ああそれか」

　ウィチィロポチトリが羽をポンと打った……ように、ティアには思えた。何しろ頭の上だ。見えない。

「どうもダメみたいだな」

「はぁ？」

「いったいどういう神しん経けいをしておるのか、『総督閣下とやらは本当に軍を束ねられる力量をお持ちなのですか？』などと訊いてきおった。半殺しにしてやろうかと思ったが、それは理り不ふ尽じんだろうなと思ってやめた。そのくらいの理由で部下を殺しかけたとあったら陛へい下かに何を言われるかわからん。陛下の怒いかりなど買いたくもない」

「はぁ。それは同感ですが」

「あいつら、ワシらがかつては彼に仕えていたという事実をすっかり忘わすれておるらしい」

「そういうものですかね」

　彼の実力を疑うたがうなど、ティアには想そう像ぞうもつかない事だった。魔王として君くん臨りんしていた時の彼といったら、それこそ一いち瞥べつしただけで高位の魔物だろうが消し去れるほどの力を有していたのだ。命をもって争うという魔王位継けい承しようの儀ぎ式しきがあるから、自信のある魔物に生命を狙ねらわれていただろうと思われるのに、彼には常つねに余よ裕ゆうがあった。それだけの力があった。

「でも、それとこれとは話が別です。部下を納なつ得とくさせないと、陛下に怒おこられますよ？」

「わかっておる。まあ、納得させるのはラジャス様がおいでになられてからだな。今はまだ、来るかどうかわからんのだ」

（きっといらっしゃいますよ）

　そう付け加えようとして止やめた。義兄の口調も冗じよう談だんじみていた。上司の気概は、最近就ついたばかりとはいえ秘ひ書しよ官かんの自分がよくわかっていた。

　この義兄も見た目はアレだが高位の魔物だった。言葉とは裏うら腹はらに納得させる手しゆ段だんはもう整えてあるのだろうと思った。

　そんな中、ドアをノックする音が響ひびいた。宰相の執しつ務む室しつであるここは、今は主が不ふ在ざいだ。

　誰が何の用だろうと訝いぶかしんで、ティアは入室を促うながした。

　そして驚おどろいた。

「えっと……。フェルグス様ですか？」

　現あらわれたのは、話題の総督ラジヤスの腹心中の腹心と呼よばれたフェルグスだった。

　彼が上司スキピオに付いていかないと知らされた時、驚きと同時に納得もした。

　総督ラジヤスが今の皇こう帝ていに魔力を奪うばわれ魔王の座ざから落とされたその時でさえ、揺ゆらぐ事なく彼への忠ちゆう誠せいを曲まげなかったのは彼だけだ。上司があえて同行させなかったのも納得できる事だった。

「ご用よう件けんは？」

　ティアは口調を硬かたくした。彼も高位の魔物の一人だ。同じ高位といっても、付き合いの長い義兄となら気軽に話せるが、低位の自分がそうそう話せる立場ではないと思えたのだ。

「ウィチィロポチトリ殿どのはこちらだと伺うかがいました」

　対するフェルグスも口調は硬かった。しかし、彼がぞんざいな口をきいている姿すがた自体が想像できないのも事実だった。

「何の御ご用ようですかな？　フェルグス殿」

　頭から飛び離はなれたハチドリに、ティアはそっと安あん堵どの息を吐はいた。高位は高位同士で話し合ってくれるに越こした事はなかった。

「私は、魔物領の総督代行という立場にあります」

「承しよう知ちしておる」

「だからでしょうか。こんな役目を仰おおせつかりました」

　彼が懐ふところから取り出したのは一枚まいの命令書だった。彼は読み上げた。

「帝てい国こく軍司令ウィチィロポチトリ殿。貴き殿でんに、件くだんの書しよ簡かん問題を鑑かんがみて監かん視しが付けられます」

「へ？」「ほう」

　ティアの啞あ然ぜんとした声に、ウィチィロポチトリの納得した声が重なった。

「なるほど。魔物の事は、魔物領の総督……の代行に任まかせたといったところか。

　ただ上からの命令を伝えるだけといっても、相手にとって『監視』など気持ちの良いものではありませんからな。伝令役にもそれなりの箔はくが必要なのでしょうよ」

「そうでしょう。しかし、もしかすると、まだ視察の出発前ですし、暇ひま人じんだと思われたからかもしれません」

　フェルグスの表ひよう情じようは真しん摯しに見えたまま変わらなかった。だから、それが冗談であるとティアは気付かなかった。

「気分を害されたでしょうが、貴殿もかつては魔王候こう補ほに名を連ねられた方。ラジャス様の名を挙げた以上、帝国としては見み逃のがすという訳わけにはいかぬようです。かく言う私も監視対象の一人です。もっとも、私には前科がありますが」

「いやはや。ワシなどとっくの昔に魔王などという道は諦あきらめたつもりだったのだがなぁ」

「ご謙けん遜そんですか」

「事実ですよ。もっとも、ラジャス様だけに屈くつ辱じよくを味わわせることなどできませんからな。その命令に異い存ぞんはありません」

「では、私の用件はそれだけです」

　部屋を後にしようとしたフェルグスに、

「お待ち下さい！」ティアは衝しよう動どう的に呼び止めていた。

「何かご用件でも？」

「あ、いえ……」

　衝動的であったが故ゆえに、ティアに答えられる術すべはない。同時に、何か言いたい事があるのも確たしかだった。

「その……」

　それでも、呼び止めてしまった以上何か言わなければならないと焦しよう燥そうにかられ、

「フェルグス様はそれで良いのですか！」

　そんな事を口走っていた。あわてて口を閉とじる。

　誰よりも総そう督とくに従したがっていた彼だ。今回の帝国のやり方には何か異い論ろんがあるはずだ。

　それでも、それを言えないのが彼の立場なのだ。

　それがわかっていて思わず訊きいてしまった事をティアは悔くいた。

　そんな様子に、彼は笑えみを浮うかべた。

「私は主あるじを信じていますから」

「え？」

「道を定められるのは主です。私は、その道に付いていくだけです」

「はい……」

「では」

　彼らしく優ゆう雅がに礼をして、フェルグスは去っていった。

　そんな姿を見て、

（上司に似にてるなあ）と、ティアは思った。

　同時に、あの総督に啖たん呵かをきろうと考えた上司を少しだけ尊そん敬けいする。皇こう帝ていが目をかけるには、やはりそれなりの理由があるのだ。

（だめだめ！　あたしだって陛へい下かに認みとめてもらわないと）

　そう考えると、少しだけやる気が戻もどった。




　　　　３




　ラジャスは以前と変わらぬ服ふく装そうをしていた。ボロ布ぬのこそ纏まとっていないものの、その官位にはそぐわないみすぼらしい格かつ好こうだ。

　だが、見た目など彼個こ人じんの資し質しつには何の関係もないことくらい、先の皇帝との戦いを見ていれば誰だれにだってわかる。人心掌しよう握あくのためにわかりやすい箔を見せ付けねばならず、ある程てい度どは着き飾かざらなければならないサラのような制せい約やくは彼にはないのだ。

　彼が身につけていれば、何だって覇は者しやの威い厳げんを放つ。

「こ、これはお久ひさしぶりです」

　あわてて頭を下げたスキピオに、

「二言だ。それだけ許ゆるす。何をしに来た」

　ラジャスはあくまでも冷れい淡たんだった。

「今はあの者に膝ひざを折った立場だ。脅おどしではなくあくまで忠ちゆう告こくとする」

　ラジャスの眼まな差ざしは真まっ直すぐだった。そして、

「不ふ快かいだ」

　剣けんも持っていないのに、言葉一つに身体からだを両りよう断だんするかのような切れ味があった。多くを語らないが故に、一言の重みも増ます。

　思わず、スキピオは怯ひるんだ。

（ああ、そうでした。彼にとって私など眼がん中ちゆうにはない）

　真っ直ぐに見られてはいるが、それは周りの竹林を見る目と大差ないものだ。それでもあえて『相手を見る』という事が、彼にとっては最さい低てい限げんの礼れい儀ぎなのだろう。

　だから、言葉の節々に苛いら立だちを隠かくす事もしていない。殺意さえ感じる。

（いや。それは考えすぎです。殺そうという気はないはず。ただ、殺しても構かまわないと思われているのでしょう）

　邪じや魔まなら斬きる。そうでなければ放置する。

（やはり私は周りの木々と同じですか）

　承しよう知ちしていたのだ。結局、主あるじたる皇帝を自分は信しん頼らいしている。『信頼されている』という信頼を持っていられる。だからこそ、苦言や諫かん言げんさえ呈ていする事ができる。言葉を聞き入れてもらえると思えるからだ。

　それが彼にはない。

　ないからこそ、彼に本当の殺意を向けられてしまう事が恐おそろしいのだ。

（何を馬ば鹿かな事を！）

　心の内で叫さけび、拳こぶしを握にぎった。

（私が、私自身の命を惜おしんでどうする。私が惜しむべきは帝国の命運だ）

　主の姿すがたが思い浮かんだ。一いつ片ぺんの曇くもりもない微び笑しようで、相手を謀はかる事ができる女じよ性せいだ。

　そして、怒おこる事も、悲しむ事さえする。

　彼女は感かん情じようを他人には全く見せない。宰さい相しようとして補ほ佐さすべき自分にだってわからない。

　ただ傍そば近くに仕えた事で、その感情の揺ゆれを何となく感じる事ができるような錯さつ覚かくを覚えただけだ。

　彼女ほどとは言わない。せめてその爪つま先さきくらいでも感情を制せい御ぎよしなければ、補佐など務つとまる訳わけがない。

（それが彼女から賜たまわった君命だ。何を恐れる！）

　正装の裾すそを引き、しわを伸のばす。

「では、言わせていただきます。総そう督とく閣かつ下か」

「前置きはいい。早くしろ」

「閣下の身み柄がらを預あずからせていただきます」

「なに？」

　突とつ然ぜん強風が吹ふいた。服の裾が風に流され、木々の枝えだが擦こすれ合い、葉がざわつく。無機質な音が鳴った。虫や生き物といった息い吹ぶきが、いつのまにかなくなっていた。

　ふと思い出す。

　今の彼には魔力がある。この程度の風を操あやつるには問題ないはずだ。

「表向きには違ちがいます。しかし、言葉を飾ったところで閣下に意味はないでしょう。ですから率そつ直ちよくにもうしあげました」

「死にたいのか？」

「私人の私はとうに死んでいます。ここにいるのは帝国宰相。それだけです」
















「ほう？」

「そして閣下は総督です。閣下も公人として従したがっていただきます」

「望んでもいない官かん職しよくの義ぎ務むに従えというか」

「膝を屈くつするとはそういう事です」

　風が身体からだを貫つらぬいた。今度は『吹く』などという生なま優やさしい代しろ物ものではない。極ごつ寒かんの風という訳でもないのに、針はりを投げつけられたかのような痛いたみが走った。

　思わず顔をしかめるが、奥おく歯ばを嚙かみ締しめて堪こらえた。

　これは言わば試練だ。

　彼は元魔王だ。その強きよう圧あつも前回の事じ件けんで十分に体感している。

　だが、話が全く通じない相手ではない。彼は彼女を認みとめているのだ。誰も認めない訳ではない。

　その彼女の万分の一であろうと彼に対して気き概がいを見せれば、気き紛まぐれくらい起こしてくれるかもしれない。これは、そういう試練なのだ。

（大だい丈じよう夫ぶ。殺されるなら即そく死しだ。弄なぶるような悪あく趣しゆ味みな真ま似ねはしてこない）

「陛へい下かが城しろを空けられます」

「それが何だ」

「表向きには、閣下はその間軍を統とう括かつしていただく事になります」

「ほう」

　初めて、彼が向ける目の色が変わった。

「どういうエサだ？　それは」

　ラジャスの目は、こちらが何を謀はかっているのかと疑ぎ惑わくを持っているようだった。

　あからさまな敵てきとはいかなくとも、身内ではないものに刃やいばを渡わたすなど普ふ通つうあり得うる事ではない。あるとすれば、それをダシにして陥おとしいれようという思惑が隠かくれている時だろう。

　それに関して言えば色々と前科があるだけに、疑うたがわれて当然といえた。

「釣つれないとわかっているものをぶらさげて何の意味があります。言った通り、表向きの話です」

「では、本ほん論ろんは何だ」

「今の魔王を倒たおす今の勇者がいる。そのような噂うわさを広めた者がおります」

　その言葉を聴きいても、彼の超ちよう然ぜんとした態たい度どは変わらなかった。何といっても彼は元魔王だ。魔王を倒す勇者という風説は、何度となく耳にしたのだろう。

「愚おろかな話だ。我われには関係ない」

「関係なければここには参りません」

　スキピオは息を吸すった。さすがに、次の言葉を言うのは憚はばかられる。それでも、言うしかなかった。

「閣下に、勇者の疑惑を向けた者がおります」

　意外にもあの風は来なかった。彼は僅わずかに目を伏ふせた。

「愚かな……。愚かな話だ」

「果たしてそうでしょうか？　勇者が魔王になったのです。その逆ぎやくを否いなとする十分な根こん拠きよはありません」

　その言葉に、ラジャスは目を細めた。

「今はその気がない。侮ぶ辱じよくと受けとる」

「それは当然わかっております。閣下は、動かれるときは世など気にせずご自身の意思で動かれるでしょう」

　それだけは間違いないと確かく信しんがあった。世の中がどれだけ皇こう帝ていを賛さん美びする事になったとしても、一いつ瞬しゆんの隙すきでも見せれば、そして、彼がその気になっていたならば、躊躇ためらう事なく彼は動く。

　だが逆に言えば、迂う闊かつな真ま似ねをして隙をさらしさえしなければ彼は浅はかな行動はしない。その点においては他の謀ぼう臣しんよりよほど信しん頼らいがおけた。だからこそ、名目であろうと軍を預けても構かまわないと思ったのだ。

（陛下は、この件において何ら動どう揺ようをお見せにならなかった。彼の目的が陛下である以上、私が動揺しているくらいでは隙とは思わないでしょう）

　彼女が主君であるという事が誇ほこりだった。その彼女に信頼されているという後あと押おしがあればこそ、相手が元魔ま王おうだろうがこうして虚きよ勢せいを張はっていられるのだ。

「陛下や私は、閣かつ下かの慎しん重ちようさを存ぞんじております。ただ、そう思わない者もいたというだけの話です」

「そのような輩やからの杞き憂ゆうに付き合ってやれというのか」

「滅めつ相そうもない。ただ、閣下のご高名を利用させていただきたいのです」

「狡こう猾かつな」

　それだけで裏うらの意図に気付いたのだろう。ラジャスは吐はき捨すてるように言った。

「ご理り解かいされましたか。私どもといたしましては、閣下に限かぎらず勇者と持ち上げられそうな者達を片かたっ端ぱしから監かん視しする所存です。しかし、その相手が高位の者となると、無理やりとは参らないのです」

「皇帝の強きよう権けんは使わぬのか」

「恐きよう怖ふで縛しばらず、ぬるま湯で腐くさらせていくというのが陛下の狙ねらいです。強権という伝家の宝ほう刀とうは抜ぬけません」

　スキピオは深々と頭を下げた。

「閣下さえ従したがっていただければ後は問題ないのです。その上であえて異いを唱えられるような気き概がいを持つ者は、今のところおりません」

　彼はしばらく考えるような素そ振ぶりを見せた。元魔王である彼に再さい考こうを促うながしたという、それだけでも名めい誉よな事だ。

　しかし、自分が課せられた使命はそこで終われない。何としても彼を従わせなければならないのだ。

「閣下を高こう潔けつな方と存じ上げるからこそ、こうして参りました。私には、これしかできません」

　スキピオはそう言ってただ、頭を下げ続けた。

　もしその為ために何らかの代だい価かを払はらうと言えば、それこそ彼は屈くつ辱じよくだと感じるはずだった。たとえ自分の生命を差し出したとしても、その程度で動くと思われたのかと憤ふん慨がいされるだけで終わる。彼にとって帝国宰さい相しようの命などその程度のものだ。

　何といっても、彼が動くのは彼自身の意思によってのみだと理り解かいしていた。

「なにとぞ、ご配はい慮りよを」

　彼は黙だまり続けていた。そんな中沈ちん黙もくを破やぶったのは、

「オレ、アンタ強いのシッテル」

　意外にもホウキだった。

　スキピオは驚おどろきの視線を向けた。供ともがいたという事実すら、頭の中からすっかり消え去っていた。それだけ、彼との対面は緊きん張ちようを強しいられていたのだ。

「サイショウ弱い。ただのニンゲン。ジブンでそれわかってる。ソレでもこうしてキタ。ミトメテやってホシイ」

　しばらくラジャスは黙り、

「何日だ？」

「は？」

「皇こう帝ていが城しろを空けるのは何日だ」

「予定通りならば一週間です」

「ならば三日だ。その間、我われの時間を貴き殿でんに割さく」

「有り難がたき幸せです」

　スキピオはもう一度礼をした。

　三日。それだけの時間であろうと、彼から勝ち得た貴き重ちような時間だ。その期間内に事じ件けんを終わらせてしまえばいい。

「では閣下。ご足労おかけします」

　その声は、スキピオ自身にもどこか誇ほこらし気に聴きこえた。
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「無む駄だよ」

　あせる男に、少女は涼すずしげに告げた。

「わたしの部下達ってね。よく言えば率そつ直ちよく、悪く言えば臨りん機き応おう変へんに対応できないの。

　だからこそ、命令には愚ぐ直ちよくに動くわ。そう。わたしが全すべてを把は握あくして、あなた達の動きを先読みしてあらかじめ命令を下しておけば、素す直なおに動いてくれる」

　少女はパタパタと服の汚よごれを叩たたき落とすと、笑ってみせた。

「わたしがいなくてもね」

　今や、追おい詰つめる者と追い詰められる者の立場は逆ぎやく転てんしていた。

　違ちがう。最初からそうだったのだ。

　ただ、男が自覚していなかっただけだ。

「あなたの方はどう？」

　少女の問いかけに、男は答えない。

「指し揮き官かんがこんなに離はなれちゃって大だい丈じよう夫ぶ？　狙ねらうべきは頭あたま。そこまでは良いのだけど、同じ頭が来ちゃだめでしょ」

　少女は別に諭さとしている訳わけではない。立場が上になって余よ裕ゆうぶっている訳でもない。

　ただ動どう揺ようを誘さそっているだけだ。

　男にはそれがわかっていた。それでも、頭が混こん乱らんした。

「どこからだ」

　思わず発した問いに、

「わたしが戦場で指揮する姿すがたを、あなた達に見せつけていた時から」

　男が問うたのは、自分が騙だまされたのはどこからだという意味だった。そして、少女は的てき確かくに答えた。

　先頭に立って指揮する姿を見せた時点で、この少女は自分自身を囮おとりに使う算さん段だんができていたという事だ。そしてこの少女は、この日の何か月も前から、魔ま王おうとしてこの大陸に侵しん攻こうしてきた当初から、先頭に立っていた。男はそれを知っていた。

「な、なんという事だ……」

　男は自らの過あやまちに気が付いた。この少女は魔王だ。無数の魔物を従したがえ、人々に虐しいたげられた復ふく讐しゆうに、この大地を血に染そめる侵しん略りやく者しやだ。

　その認にん識しきは間違っていない。ただ、根本的に間違っていたのは、少女への評ひよう価かだった。

　単なる、降ふって湧わいた魔王の権けん威いに現うつつを抜ぬかした小こ娘むすめではない。乱らん世せを生き抜いてきた謀ぼう臣しん達すら脅おびやかす、類たぐいまれな智ち謀ぼうの持ち主だと気付く。

　それがわかってなお、男にはもう引けなかった。それに、この少女もこちらを見み誤あやまっていると男は感じた。

「まあいい。私は、私の義ぎ務むを果たそう」

「？」

「もはや、部下達を救うのに私は間に合うまい。ならば、私はただ……」

　男は剣けんを抜いた。剣の柄つかが異常に長く、持ち手の部分を除のぞいて異い様ように太い。そして、飾かざりのように丸い穴あなが彫ほられていた。まるで、棍こん棒ぼうに刃はを取り付けたかのような剣だった。

「魔王を殺すのみ」

　男は剣けん戟げきを薙ないだ。少女はその剣を受ける。かすかに、少女の剣に焦あせりの鈍にぶりが見えた。

　男の剣の重さに弾はじかれるように少女は後あと退ずさる。演えん技ぎではなく、本気で圧おされていた。受ける剣も必死で、どうにかして防ふせいでいる現げん状じようを保たもつだけで精せい一いつ杯ぱいだった。

「いかに頭がキレても、戦せん技ぎの差はどうしようもなく埋うめられまい！」

　少女は、自分自身を囮に使っておびき寄よせるという荒あら業わざを使った。しかし、それは諸もろ刃はの剣つるぎだ。彼女の周りに護ご衛えいはいない。

　一対一。単たん純じゆんに戦せん闘とう力りよくの差がものをいう世界だ。

　男は世間でも並なみ外はずれた技量を持つ超ちよう一流の戦士だった。それを、この少女は知らなかった。知らずに、一人でのこのこと出てきてしまったのだ。

「覚かく悟ごしろ！　魔王」







　第三章　ラジャス再ふたたび







　　　　１




　空は灰はい色いろの厚あつい雲が覆おおっている。吹ふく風には湿しめり気が含ふくまれていた。もうすぐ雨が降ふりそうだ。気候が定まらないのがこの地ち域いきの特色とはいえ、前まえ触ぶれくらいならあった。

　そんな空の下、ラジャスは白はく亜あの城しろを目指して歩いていた。

　途と中ちゆうまでは飛ひ竜りゆうに乗っていたのだが、恐おそれおののいている気配がありありと感じられたのだ。徒歩で十分な距きよ離りまで乗ると、さっさと降りた。

　目前には王おう城じようがある。

　雑ざつ然ぜんとした街まち並なみの中に突とつ然ぜん現あらわれる、まだ汚よごれていない新しき白しら壁かべ。その華か麗れいな美観とは裏うら腹はらに、内実は戦闘を想定した城じよう塞さいだ。

　もう一度ここに来る時は全すべての決着をつけるつもりだった。それなのに来てしまったのは、結局のところ目の前を進むスキピオという人間の気き迫はくに感じ入るものがあったからだ。

（私の目の前に頑がんとして立てる人間が、彼女の他ほかにいようとはな）

　魔ま物ものさえ恐おそれさせる自分を目の前にしてああも気き概がいを見せるとは、正直見直した。

「私です。総そう督とく閣かつ下かをお連れしました。開門してください」

　スキピオが呼よび掛かけ、それに応こたえて、きしむ音と共に大門が開いた。

　その瞬しゆん間かん、髪かみを焦こがすかのような炎ほのおの塊かたまりが襲おそい掛かってきた。最初から狙ねらいを外していたのか、こちらを素す通どおりして道外れの岩に激げき突とつする。その岩は焦げて砕くだけた。

「どういう茶番だ？」

「私は何も……」

　視し線せんをスキピオに向けると、彼は呆ぼう然ぜんと立ちすくんでいた。その場を一歩も動いていない。狙いは外していたが、今のは紛まぎれもなく脅おどしだ。

　彼の策さくの内かと思いきや、本当に何も知らないらしい。

「釈しやく明めいの余地は」

「今は何とも」

　そうこうしている内に、またも炎が飛んできた。槍やりのような炎が三条すじ、迫せまってくる。

「後回しにしてやる。そこを退どけ」

　邪じや魔まな宰さい相しようを横に追いやり剣を抜く。今度は外す気はないらしく、三つともこちらを直撃するコースを描えがいていた。狙いが正確だ。魔力を扱あつかうのにかなりの練度を持っているらしい。

　その炎を、剣を振ふって薙なぎ払はらった。魔力を操る練度で負ける要素はない。

「誰だれだ」

　周囲を探さぐるが、察知できる範はん囲いに気配はなかった。かなりの遠距離から飛ばして来ているらしい。

「宰相」

　横の宰相に目を向けた。彼が気を抜ぬかしていたのは一瞬の事で、すでにいつもの平静を保たもっていた。少なくとも、保っていると装よそおえる程てい度どには落ち着いている。

「これは貴き殿でんの与あずかり知らぬところだな」

「そうです」

「ならば討うつ。良いな」

　彼は一瞬息を吞のみ、

「誰かは知りませんが、ここでこれだけの狼ろう藉ぜきを働いているのです。仕方ありません」

「そうか」

「ただし、無関係の者も大おお勢ぜいおります。過か剰じような余よ波はは抑おさえて頂けますでしょうか」

　彼の願意は宰相として当然のものだった。だが、

（過か大だい評ひよう価かだ、それは）

　ラジャスは静かに嘆たん息そくした。

　魔力が戻もどったといっても大した量ではない。こちらから仕掛けても、それほど大だい規き模ぼな何かができる訳わけではないのだ。

　魔王の名に色いろ眼鏡めがねをかけているのか、それだけこちらを買っているという事か。

（あえて指し摘てきする気はないが）

　返答はせず、前に進み出る。

　炎の槍は続々と放たれ続けていた。その一つ一つが正確に向かってくる。

　黙もく々もくとそれを払い除のけ、ふとそれに奇き異いを感じた。

（妙みようだな。狙いが正確であり過ぎる）

　遠距離から正確に狙えるだけのコントロールがあるのならば、普ふ通つうわずかに狙いを外して隙すきを誘さそってくるものだ。狙いが正確といえば聴きこえは良いが、受ける側にも予よ測そくがしやすい。事実、こちらは目の前に来る炎をただ斬きり払っているだけで済んでいる。

　と、いう事は……。

「そういう事か」

　続々と飛んでくる炎の槍を剣で受け止める。炎を払う事なく、あくまでも剣で受ける。消える事のない炎が、剣の周りを渦うずなすように纏まとわり付く。

（他人の魔力を操ると知っているだろうにこの単調さ。むしろ使えという事か）

「散れ！」

　十分に炎を溜ため込こんで、剣を振り払う。カウンターで飛び散った炎の礫つぶてが炎の槍を相そう殺さいして爆ばく発はつする。空中で、続々と大輪の火花が狂くるい咲ざく。

「閣下！　被ひ害がいは最さい小しよう限げんにしていただきたいと……」

「派は手でなだけだ。被害はそれほど出ておるまい」

「しかし！」

「どうやら、派手にして欲ほしがっていたようだからな」

「え？」

　炎が織おり成す百花繚りよう乱らんの舞まいが終わると同時に、どこからともなく石の欠片かけらが飛来した。鋭するどいナイフのように削けずられていたそれは、狙ったようにスキピオの背はい後ごの壁かべに突つき刺ささった。雲に隠かくれる薄うす暗ぐらい日の光に照らされ、鈍にぶく黒光りしていた。

「黒曜石？」

　驚おどろいて振り向いたスキピオの呟つぶやきに答えて、

「いやいや。お騒さわがせしました」

　その欠片の輝かがやきの中から一羽のハチドリが現あらわれた。目が覚めるような青色の羽が、絶たえることなく空に舞う。

　それは、見知った相手だった。




　黒曜石の欠片から突然現れるという芸を見せた青いハチドリに、ラジャスは苦々しくつぶやいた。

「貴き様さまか。まだ生きていたか」

「はは。皇こう帝てい陛へい下かについて来たおかげです」

「鏡かがみ渡わたりとは古風な手を使う」

「そうですか？　下手に近ちか寄よろうとすると焼き鳥にされそうでしたから」

「で、これはどういう茶番だ」

「なに。デモンストレーションですよ。演えん舞ぶの披ひ露ろう会かいとでも思ってくだされ」

「ちょっと待ってください！」

　二人の会話に割り込んだのは、スキピオだった。

「お二人がお知り合いなのはまあいいです。それより、これはどういう事ですか！　ウィチィロポチトリ殿どの」

　現れたのは言うまでもなく、軍司令ウィチィロポチトリだった。

　スキピオの問いかけに、彼はキョトンと首をかしげた。人間の指先くらいしかない頭部がピョコっと動く。

「どうとは？　言った通りだが？」

「デモンストレーションですか？」

「ワシらはともかく、人間共の中にはラジャス様のお力を知らぬ馬ば鹿かも多いのでね。こうして見せ付けておかんと納なつ得とくしてくれん」

「ああ。それでですか」

　理り解かいしたらしいスキピオの頷うなずきに、ラジャスが、

「釈しやく明めいできるのだろうな」

　先さき延のばしにしていた事を改めて問い質ただした。

「現在、ウィチィロポチトリ様は軍司令の任にんにあります。表向きには、これより閣下の指し揮き下かに入る訳ですから、部下にも色々と気を遣つかわなければならなかったという事です」

「言っておきますが、ラジャス様の処しよ遇ぐうに関しては反対したのですぞ。最終的には陛下の御ぎよ意いを受けましたが」

「弁べん明めいか？」

　ラジャスの声は冷たかった。彼は言い訳を好む性せい癖へきではない。

　それがわかっているのか、ウィチィロポチトリは素早く反はん論ろんした。彼とて、元魔王の機き嫌げんをあえて悪くさせようなどという気はないのだ。

「まさか。事実を言っておく事にしただけですよ」

「その羽ばたきと同じく、口の減へらぬ奴やつだ」

「はは」

　ウィチィロポチトリはひとしきり笑った後で、城しろの方を向いた。

「で、お前も早く来んか。お前の本当の上司が帰ってきたぞ」

「ううぅ」

　柱の陰かげから、長身の人ひと影かげがびくつきながら現れる。

「あたし、義に兄い様みたいな高位の魔物じゃないんですよ？」

　赤い裾すそ長ながスカートを引きずるように出てきたのは、ティアカバンだった。両手を前に組んで、もじもじと動かしている。

「普ふ段だん気が強いくせに、いざという時には気き概がいのない奴だな」

　ティアはウィチィロポチトリの呟きに顔を下に向けたまま、

「そんな事言わないで下さい。だって、相手は……」

　上うわ目め遣づかいにラジャスを見て、

「はうっ！　ほ、本物だぁっ！」

　今にも卒そつ倒とうしそうな声をあげた。

　彼女はかなりの長身なので傍はたから見ると滑こつ稽けいだったのだが、そんな態たい度ども相手が相手だけに周囲は納なつ得とくして受け入れていた。

　ティアはしばらくして視し線せんを逸そらし、キョロキョロと周りを見回して、我わが意を得たりと言わんばかりにスキピオの傍そばに駆かけ寄った。

「どうしました？　ティアカバンさん」

　スキピオの問いかけに、彼女はいそいそと手帳を取り出す。

「えっと。留る守すにされていた間に職しよく務むが滞とどこおっております」

「代行を決めていたはずです。彼は何もしていないのですか？」

「えっと。やはりスキピオ様でないとできないところがありまして。で、ですから、早く執しつ務む室しつにお戻り下さい」

　彼女はむずむずと両手の指を動かし、手帳をぐしゃりと潰つぶした。

「可か及きゆう的速すみやかに、早そう急きゆうにお願いします。早くこの場を去って下さい。あたし、秘ひ書しよ官かんとしてついていきます！　ええ、どこまでもついていきます！　もう何でもお命じ下さい」

「そうですか。本当に一いつ緒しよに来て頂いただけるのですか？」

　スキピオの問いかけに、

「はいっ！」

　ティアは、満面の笑えみで嬉うれしそうに返事した。

「では、事務は後回しにします。先に閣かつ下かをご案内します」

「はい？」

　一転してティアの笑顔が強こわ張ばり、口角が引きつる。見た目が端たん整せいな美人なだけに、逆ぎやくに滑稽さが引き立った。

「閣下の滞たい在ざいは三日限かぎりとお約束しました。時間がありません。すぐにでも先に進めなければ」

「は、はい……」

「で、陛下はどちらですか」

　観念したのかティアはうな垂だれていたのだが、その言葉を聴いた途と端たんパッと表情を輝かせた。

「いらっしゃいません」

　今度はスキピオが顔をしかめた。

「どういう事です？」

「もう出発されました。ですから、いらっしゃいません」

「予定は明日のはずでしたが？」

「繰くり上げられたのです。ソウシフォンでお祭りがあって、急にそれに出席することになったとか。視察とちょうど重なるからぜひにと要よう請せいが来たんです。現地でその打ち合わせをしなければならないそうで」

「ソウシフォンで祭り？　聞いたことありませんね」

「陛下もそうおっしゃっていました。でも、あそこは小さいわりに歴史が古くてやけに権けん威いぶっているところだから、余よ所そ者ものが知らない祭さい祀しが多いのだそうです」

「ああ、それは知っています。にしても、陛下を呼よび付けるとは不ふ遜そんな」

「ですから、陛下のもとには……」

　微かすかな期待感を漂ただよわせているティアの言葉を遮さえぎって、

「それならば申し訳ありません、閣下。今から会議場へ来ていただけますか」

「貴き殿でんのしたいようにするが良い。期限を変える気はないのだ。時間はせいぜい有ゆう効こうに活用しろ」

「では」

　了りよう承しようを得たスキピオは、ラジャスを伴ともなってその場を後にした。

「行けませんって……聞いてないですね」

　その場にポツンと立ったまま一人つぶやくティアに、スキピオは振ふり向いて声をかけた。

「何をしてらっしゃるのですか、ティアカバンさん。行きますよ」

「い、行くんですか！」

「当然でしょう？　貴女あなたは誰の秘書官ですか？」

「それは……スキピオ様のです」

　うなだれて答えたティアにスキピオは無言で頷うなずいて、また歩き出した。

（もしかして、ついていかなかった恨うらみですか？）

　さすがに、その質問は自重したティアだった。
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　ちょうどその頃ころ、サラは竜りゆう車しやに乗って空の人となっていた。竜車とはその名の通り、飛竜が抱かかえ上げる籠かごに乗って移い動どうする、馬車の空中版ばんのようなものだ。飛竜だけではなく、怪かい鳥ちようやキメラのような飛行可か能のうな魔ま物ものがその任にんにあたる事もあるが、総そうじて竜車と呼ばれている。最初に考案したのがとある竜だったからだ。

　広大な戦場を駆かけ巡めぐって指し揮きを執とらなければならないのに、高速の足を持たない人間の魔王のためにと言い出された事で、その竜車は現在では輸ゆ送そう用に多く利用されている。一部は民間への派は遣けんもあった。

　ちなみにスキピオ達が利用したのは、単に飛鳥の背せ中なかに乗せてもらっただけで竜車ではない。帝てい国こくが抱えた竜車は、ほとんど今回の視し察さつに使用されていた。

　魔物の中でも特に強大で知られる竜が群むれなして飛ひ翔しようするというだけで、人間達を圧あつ倒とうする。帝国の軍事力を誇ほこるにもおあつらえむき、護ご衛えいという点でもこれ以上の理想はない。

「こうして空を飛ぶのは何年ぶりかしらね」

　サラは据すえ付つけられた硝子ガラスの外を眺ながめた。初めて空を飛んだ時の事は今でも忘わすれない。

（あれは確たしか、チョウリュウ戦の後ね）

　あれからもうずいぶんと時間が経たった気がするけど、三年と離れていないのよね）

　そんな風に物思いに耽ふけってしまったのは、やはり空の旅が為なせる業わざなのだろう。眼がん下かに広がる街や田園が、凄すさまじい勢いきおいで後方に流れていく。風景が速く流れると、時間の流れも速く感じてしまうのだろうか。

　周りを仕切られているだけに風を体感する事もなく、ただ視界の中の世界だけが加速する様は、逆に取り残されていくようである種の寂さびしさを感じさせた。

（ああ、何を考えているのだろう）

　それではいけないと、サラは頭かぶりを振ふった。

（わたしの戦いは終わりなどしない。戦火を交えた、創そう業ぎようのための熱い戦いは終わったけど、治世を安あん泰たいに導みちびくための、守しゆ成せいのための冷たい戦いが待っている）

　まだ自分は渦うずまく世界の中心にいるという、その事実を忘れてはいけなかった。

　今の自分を突つき動かしているのは、人間達への復ふく讐しゆうだ。

『バケモノ』と忌いみ嫌きらい、生命いのちを何百回と脅おびやかし、『おばあちゃん』を殺し、否いや応おうなく勇者と祭り上げた人間達への復讐だ。

　その復讐に、皆みな殺ごろしではなく平へい伏ふくさせることを選んだのだ。たとえ大陸全土を殺さつ戮りくの業ごう火かで焼き滅ほろぼそうとしたところで、人間は必ず生き残る。狡こう猾かつさと浅ましさで、苦々しいほどにしぶとく耐たえ抜ぬくと確かく信しんしていたのだ。

　それこそ、周りが敵だらけの中を、それこそ狡猾に、浅ましく、意い地じ汚きたなく足あ搔がいて生き抜いてきたのが自分という人間だ。それがこうして生きている以上、他の人間は滅んでくれるなどと楽観する事は到とう底ていできなかった。

　滅ぼせないと思えばこそ、血を流すのは帝国建国の最小限にとどめ、後は寛かん容ようと善ぜん政せいの飼かい殺しで服ふく従じゆうさせる道を選んだのだ。
















　それは同時に、復讐が決して終わらないものになった事を意味していた。死に逝ゆく最さい期ごの一いつ瞬しゆんまで人間達を服従させ続けていなければ、復讐にはなりえないのだ。

（最期の一瞬まで気を抜く事は許ゆるされない。その枷かせを嵌はめたのは、他ほかならぬわたしなのだから）




　サラがそのように決意を新たにしている横で、

「うぐ……。吐はきそう……」

　と喘あえぐ声があった。

　続けて、

「あれだけの高さから飛び降りる奴やつにしては、身体からだが弱いな」

「こんなの……初めてなんだぞ……。普ふ通つうの人間にこれは……き、きつい……」

「そうか？　陛へい下かは平静だったと聞くぞ」

「あんな規き格かく外がいの奴と一いつ緒しよに……うぐぅ……は、吐く……」

「放ほうり出すぞ」

「待て！　揺ゆらすな！　うぐぅぅ」

　そんな漫まん才ざいが繰くり広げられていた。演えんじているのは、ナナの兄であるゼクスとグレンデルである。

　近衛このえ隊長のグレンデルはともかくとして、新参のゼクスが皇帝と同席になっているのは、新参であるが故ゆえに古参の魔物と諍いさかいが起きるのが面めん倒どうだったからだ。彼はナナの傍そばを離れる訳にはいかないとごねていたので、サラとしてもこの措そ置ちをとらざるを得なかったのだ。

　あえて城しろに残さなかったのも、ラジャスの世話をナナに任まかせた以上、彼がいるとまた面倒になりそうな予感があったからだ。

　何しろ彼は、勘かん違ちがいから皇帝に刃やいばを向けたという前科がある。

「まったく」

　折角もの思いに浸ひたっていたのに水を差され気分を害しながら、サラは右側のマントの留とめ金を外した。それは小物入れになっており、その中に三粒つぶの丸薬のようなものが入っている。

「仕方ないわね。酔よい止めよ。だけど……」

「そんなもの隠かくしてたのか！　やっぱり人が悪い奴だ！」

　サラの手から引ひっ手た繰くるように奪うばい取ると、ゼクスは一気に飲みこんだ。

　それをジト目で眺めてから、

「だけど、基き本ほん的に毒薬よって……遅おそかったわね」

「早く言……ぐはっ。ごほっ、げへぇっ」

　うめき散らした後、ゼクスは静かになった。目を回して倒たおれる。

「体力あるから、死ぬ事はないでしょ」

　サラは静かに独ひとりごちて、目線をグレンデルに向けた。

「ちょうど良いわ。この先の予定を再さい確かく認にんしておきましょう」

　心底から臣従している訳でもない者を目の前にしては語れない事もある。彼が気を失ったのは良い機会だった。とはいえ、狙ねらっていた訳わけでもないのだが。

「御ぎよ意い。まずはソウシフォンに向かいます。そこでソウシフォンの祭さい祀し長ちようと会見。祭祀を一通り見学された後、陛下から一言賜たまわりたいと申しております」

「また面倒な」

　思わず、サラはつぶやいてしまった。

　長々とした儀ぎ式しきに付き合った挙あげ句く、よくも知らない他人に何を言えというのだろうか。まさか、それをそのまま言う訳にもいかない。

　形式に拘こだわるよりは実じつ務むに拘った方が有ゆう益えきだと基本的には考えているものの、形式も人心掌しよう握あくには必要だとわかっている以上、手を抜く訳にもいかない。

　微び妙みような割わりに面倒この上ない仕事だった。

「お受けになったのは陛下ですが？」

　思わずこぼれたつぶやきに、グレンデルから疑ぎ問もんを投げ返され、サラは黙だまる。

（言える訳ないわ。彼に会いづらかったから、さっさと出発しようとしたなんて）

　本来はラジャスが来るのを待っていなければならなかったのだ。

　まず、本当に連れて来られるのかという問題がある。何しろ、一度自由を許ゆるした相手に再ふたたび拘こう束そくを迫せまるような真ま似ねをしなければならないのだ。

　しかしそれに関しては、主あるじである自分にあれだけの気き概がいを持って迫せまって来たスキピオなら、必ず連れて来るだろうと確かく信しんしていた。

　だからこそ、彼らが戻もどるのを待って労ねぎらいの言葉の一つでもかけ、軍を一時的に任せる彼と挨あい拶さつでも交かわすのが、最低限の礼れい儀ぎというものだろう。

　本当はそうするつもりでいた。最愛の相手に逢あうという心の準じゆん備びもできていた。

　できていたのだが、横から降ふって湧わいた仕事にかこつけて、逃にげてしまった。

（未み熟じゆくな……）

　胸きよう中ちゆうで猛もう省せいする。こんな態度、隙すきを狙う謀ぼう臣しんどころか全ぜん幅ぷくの信頼を寄よせる腹ふく心しんにだって見せられる訳がない。極きわめて平静を装よそおい常つねの態度に見せかける。この一連の動作は、もはや無む意い識しきに行えるほどに熟達してしまった。

「まあ、小国だったわりにプライド高いものね。せいぜい持ち上げとけば十分でしょう」

「御意。次にテイフォードです。ここでは公子の一人と会見される予定になっております。さらにロベスタ、チューザリオンと続き、ソユーズで現地の復ふつ興こうを視察、激げき励れいの言葉をかけられた後に……」

　長々と続けられていく予定の羅ら列れつに、そっとため息をついて、もう一度空を眺ながめた。
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　風が吹ふいた。その風の違い和わ感に、男は思わず攻こう撃げきの手を止めた。

　風の香かおりが、甘あまかった。

「今のは危あぶなかったわ。一撃で殺されなかったのは間ま違ちがいなく僥ぎよう倖こうね」

　少女は独りごちた。男が動きを止めている事に何の疑問も感じていない。

「僥倖に頼たよったなんて、謀ぼう略りやく家として失敗だわ。そう思わない？」

　男は答えようとして、上う手まく口が開けない事に気が付いた。さっきは自分の意思で止めたと思っていた。違っていた。動かせなかったのだ。

「それ以外は、計算通りだったんだけどね」

　少女は笑って剣けんをかざした。懐ふところから、何かの液えき体たいが入ったらしい袋ふくろを取り出した。口を開け、その液体を剣に流す。その剣は妙みように鈍にぶい輝かがやきを放った。

「わたし、ずっと風上にいたでしょ？　それに、間違っちゃだめよ。わたしは戦士じゃないんだから」

　男は再ふたたび己おのれの勘かん違ちがいを悟さとった。

　一対一。確たしかに全すべてを決するのは技ぎ量りようだ。ただ、今は実戦。そこにルールはない。何を使おうと、何を利用しようと、発想と応おう用よう力と決けつ断だん力と、全てを含ふくめた上での技量の差だ。

　少女が暗器を持ち出した時点で疑うたがってかかるべきだった。いや。一人で戦場に立つ決心をしていると知った時点でわかっておくべきだった。

　さらに言えば、この少女は、『バケモノ』と迫はく害がいされた中を独りで生きていたのだという事も忘れるべきではなかったのだ。

　彼女は平然と毒薬を使い、相手を謀たばかる。剣の技量には最初から全く拘こだわっていない。

「せいぜい一時間ね。あ、動けない時間ね」

　剣を振ふって余よ計けいな水分を飛ばすと、少女はまた袋を懐に戻した。

「さて、今かけたこの液体は何だと思う？」

　その微笑ほほえみは、男にとってそら恐おそろしい笑みだった。
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　会議場は、また異い質しつな静けさに支し配はいされていた。

「本当に参られたのか」「どうする？」「どうもこうもない」

　極きよく限げんまで張はり詰つめられ弾はじける寸すん前ぜんの弦げんのような、硬こう質しつで余よ裕ゆうのない緊きん張ちよう感の中、ぼやきとも愚ぐ痴ちとも取れない密みつ談だんが飛び交かう。

　誰だれもが視し線せんを向ける先にあるのはラジャスの姿すがただ。壁かべを背せにし、腕うでを組んで直立している。

　誰もが視線を向けながら決して直視はしない。見て見ないふり。普ふ通つうなら居い心ごこ地ちの悪さを感じるであろう環かん境きようの中、彼は平然と立っていった。己おのれの拠よりどころとなる魂たましいをしっかりと保たもっていれば、他者の目など意に介かいするものではないのだろう。

　だが、その有様が逆ぎやくに、他の者にさらなる圧あつ迫ぱく感かんを与あたえるのだ。

「あの」

　そんな状じよう況きようを見かねて、スキピオは口を出した。

　彼だけはそのような状況の中でも一人平静を保てていた。本気を出されたときの威い圧あつはこんなものではないと肌はだで知っていたからだ。その時の、魂の奥おく底そこから恐きよう怖ふ心しんを搔かき立てられる凍とう度どの威圧に比くらべれば、今はまだ肌を薙なぐ冷気程てい度どだ。

「お席は用意してありますが？」

　着席を促うながしたのは、そもそも、皆みなが座すわっている中で立っていられるというのも威圧をより感じてしまうと思ったからだった。

　ティアに至いたっては、いつもは立っているのに、横で背せ筋すじを伸のばしたまま硬直して座っている。目線はどこか遠くに向いており、瞳どう孔こうも定まっていなかった。

　彼にせめて腰こし掛かけてもらえれば助かると思い、スキピオは促したのだが、

「不要だ」

「ですが、長引くと思いますよ」

「構かまわん。それで困こまるのは貴き殿でんらだ」

「なるほど」

　端たん的てきに論ろん破ぱされる結果となった。確かに、余計な時間などかけてはいられない。

（ああもうっ）

　意を決して、

「監かん視し態たい勢せいは整いました」

　この雰ふん囲い気きの悪さを無視する事にする。先に進めてしまえば、おいおいでも誰かが後からついてくるだろうと読んでの事だ。

「諸しよ侯こうへの連れん絡らくはすでに済すんでおります。今のところ異い論ろんは出ておりません」

「そうなると、問題は誰が本当の勇者かだね」

　読みどおり、後を追う者が現れた。低く濁にごった言葉の音からしてわかる。あの、エフェスだった。ラジャスを勇者候こう補ほの一人にと言い出した提てい案あん者しやなだけに、それなりの度ど胸きようがあったという事なのだろうとスキピオは推すい測そくした。

「さて、ここに陛へい下かを倒たおせそうな者候補の筆頭にお越こしいただいた訳わけだね。おっと失礼。エフェスと申します。総そう督とく閣かつ下か」

「…………」

　エフェスの挨あい拶さつにラジャスは応こたえなかった。エフェスも期待していなかったのだろう。構わず言葉を続けた。

「閣下については、単に強い。それが、勇者候補の一番の理由だね」

「だが、それだけとは限らない」

　ファーレンがぼそりとつぶやいた。まだ覇は気き十分とはいかないが、それでも口を開けるだけの気力は出せるようになったのだ。ソユーズの将しようとして戦場を駆かけていただけあって、謀略一いつ辺ぺん倒とうの他の者達よりは肝きもが据すわっていた。

「無む論ろんだね。倒すという意味を考えれば、単たん純じゆんな強さ以外の要素も考こう慮りよしないとだね」

「と、いうと？」

「まず、倒される者の事を……。おっと、決して倒されて欲ほしい訳じゃないよ」

　スキピオ……というよりも、皇こう帝ていに心底から臣しん従じゆうしている者を気にしてエフェスは言葉を追加した。数は少ないが、スキピオのように本気で皇帝に尽つくそうとしている者もいる事はいる。余計な疑いを向けられるのを避さけたのだ。

「言葉遊びです。構いません。お先を」

　そして、今の場合聴きくべきは表の言葉よりもその内ない容ようであると、スキピオは諭さとした。

　言葉を言い繕つくろおうとする事で余計な思考を割さかれてしまうよりは、暴ぼう言げんになろうと忌き憚たんのない発言こそを待っているのだ。何しろ時間が少ない。

「これは失礼。まずは、倒される者の要素を知っておかなければいけないという事だよ。でなければ、倒され方の推すい測そくができないね。草花を折るのと大木を切り倒すのでは訳が違うのと一いつ緒しよだよ」

「倒され方がわかれば倒す者、つまりは『勇者』の特定にも繫つながると？」

「そういう事だね。そして、陛下の場合特に決め手となる要素はこの二つ。謀ぼう略りやく家かと皇帝」

「全くその通りだな」

「まず、謀略家の弱みは？」

　エフェスの問いかけに、その場にいるほとんどの謀臣達が苦く笑しようした。彼ら自身多かれ少なかれ謀略を駆く使しする徒だ。ようするに、自分の弱みを言えと言われたに等しかった訳だ。

「謀略の余地がないもの。つまりは」

「単純馬ば鹿かだな」

「それはどうか？」

　反論があがった。苦笑した事でその場の空気がわずかながらに和なごみ、いくばかりか発言しやすい雰囲気になりつつあった。

　それを見み越こしての事なら、先さき程ほどのエフェスの発言は実に巧こう妙みようだった。

「単純ならば読みやすい。交こう渉しようはできぬが、罠わなに嵌はめて陥おとしいれるは簡かん単たんぞ」

「それが嵐あらしのようなものだったらどうする。断たち切る剣けんも守り堅かたき盾たても、我われらは持ち合わせぬ。あるのはただ頭と舌したのみだ」

「確かにそれなら謀略の余よ地ちはない。だが、ならば逃にげる。禍わざわいから離はなれるのも智ちの一つだ」

「それでも来てしまったなら？」

「家屋にこもり嵐が過すぎるのを待つ。これだろうな」

「確かに。やまぬ嵐はないですな」

　その言葉を先頭にして、次々と言葉があがり始めた。

「備そなえとして家の補ほ強きようができたら良いな」

「孤こ立りつしても構わぬよう蓄たくわえがあるとなおよしですな」

「もし、それらができなくても、あえて嵐の中に入り楽しむというのもおつかもしれませんぞ。色んなものが飛ばされてきますから」

「嵐が過ぎれば、家の周りの掃そう除じが大変そうですな」

　それらの会話は、傍はたから見ていれば嵐に冒ぼう険けん心しんを搔かき立てられてはしゃぐ子こ供どものように見えなくもなかった。

　ただ、彼らが嵐と暗あん喩ゆしたのは『帝国』だ。暗に、帝国の威光や威信などいずれ衰おとろえ消え去っていくと言っているのだ。

　それがわかっていてもスキピオは無言を通した。ただ、（その嵐は、あなた方と同じように頭と舌を持つ嵐ですよ）と、内心で付け加えるのは忘わすれなかった。

「話が逸それているよ。今は『勇者』についてだよ」

　エフェスが流れを直した。

「結論から言えば、謀はかりごとの余地もないような圧あつ倒とう的な力を持つものという事だね。その筆頭がこちらにおいでの閣かつ下かという訳だ」

　その紹しよう介かいの仕方に、ラジャスはわずかに顔をしかめた。圧倒的と呼べる力など今は持っていない事は、どうやら皆みな忘れているらしいと苦笑を押おし殺したのだ。

「さて、もう一つ。皇こう帝てい。これは権けん力りよく者しやと捉とらえれば良いよ」

「権力を持つが故ゆえに陥る罠……。まあ、乱らん心しんといったところかな」

　ヨハートが苦笑した。と、

「なるほど。たしか、そちらの先々代の王は美女に耽ふけって身を滅ほろぼしたのでしたな」

　テイフォードの隣りん国ごくカンザリア出身者が口を挟はさんだ。ちなみに件くだんの美女もカンザリア出身である。王女だった。

「はは。その美女とやらを送り込んで来たのは、いったいどちらでしたかな」

「さて、どこでしょうな」

　曖あい昧まいな微び苦笑で交かわし合う二人。さすがに、意味がなければ罵ののしりあいに発はつ展てんさせるほどそう短たん絡らく的にはならはない。

「とにかく、権力とは強い力だ。持っている者がしっかりしていないと、どんな禍わざわいを招まねくか知れたものではない」

「腕わん力りよくのない子供が巨きよ大だいな牛刀を振ふり回せば、よろよろと危あぶなっかしいのと同じですな」

「重さにまけて自分が潰つぶれるだけならいいが、周囲も迷めい惑わくしますな」

「そうそう。せめて周囲が盾を用意できるまでは、支ささえてやらないといけませんな」

「まあ、そこそこに」

　再ふたたびエフェスが道を戻もどした。最初はほとんどの者が気付かなかった存そん在ざいなのに、ここに至いたって場の流れを動かしていたのは彼だった。

　そのことにほとんどの者が気付き始めている。だが、それについては誰も何も触ふれない。

　ここにいるのは、表立って主しゆ導どう権けんを握にぎる事よりも、隠かくれて導みちびき操あやつる事に長たけている者達ばかり。ようするに率そつ先せんして発言する事自体を控ひかえる思考を持っているわけだ。そんな中で自ら動いてくれる者がいるなら、任まかせてしまおうと考えるのは自然な事だった。

「まあようするに、陛下のお心を騒さわがせる賊ぞくが怪あやしいという事だね」

「では誰が？」

　そこでスキピオは訊きいた。

　今までは事前の再確かく認にんを済すませたに過すぎない。本題はここからで、まだ具体的な名前が挙がった訳ではないのだ。

「まあ急せかすでないよ。あの陛下だよ？　心中を乱みだされるなどほとんどなく、乱されたとしても余人には窺うかがい知る事すら叶かなわぬほどの微細なものだね。そんな陛下を圧あつ迫ぱくして精せい神しん的に追い遣やれる可か能のう性せいがあるとすれば、誰の名を挙げるね？」

「それは……」

　皆の視し線せんが一つに集まった。その先には、ラジャスが変わらず黙だまって腕うでを組んで立っている。

「結局、そうなってしまうんだね」

　諦てい観かんじみた挙動で、エフェスは両手を広げて上に向けた。

「それでは何の解かい決けつにもなっておりません」

　スキピオは異い論ろんを挟はさんだ。

「そうかね？　結論は出たようなものだよ」

「総そう督とく閣下ではないと確信しております」

「論ろん拠きよは？」

「最初から陛下と肩かたを並べられる方です。今さら勇者と持ち上げられたところで意味がありません。あの書しよ簡かんの発信者にしても、あえて危き険けんを冒おかしてまでわかりきった事を指し摘てきする必要性がない。あれを発信するのに今この時期でなければならなかった理由があり、そこに関連しているものが勇者なのではありませんか？」

　スキピオの論に誰かが頷うなずき、

「この時期の必然性か。そうなると陛下の視察先にいると見るべきか？」

「讒ざん言げんだ！」

　視察先の一つ、ロベスタ出身者が叫さけんだ。今の発言の流れでいくと、視察に乗じて皇帝の身に何らかの企くわだてを謀はかろうとしているのではないかと疑うたがわれたようなものだったからだ。

「逆に、我われらを貶おとしめようとする誰かの陰いん謀ぼうではないのか！」

「その通りです」

　さらに、同じく視察先であるテイフォードのヨハートが合いの手を入れた。

「徹てつ底てい抗こう戦せんで魔ま物ものに土地を荒あらされた他地ち域いきに比くらべ、我らは早期に降くだるという『英断』を下したのです。それが為ために幾いく分ぶん余力が残っておる。その勢いきおいを削そいでおこうという他国者の魂こん胆たんではありませんか？」

「まさか。貴き殿でんらに余力があるといっても、元が少ないのだからたかが知れている。疲ひ弊へいしているとはいえまだかつての雄ゆう国こくには敵かないますまい。貴殿等の被ひ害がい妄もう想そうだ」

　反論したのはハイエルだ。彼の出身、チョウリュウはかつての覇は国こくの一つ。疑いがそちらに向いていきそうな流れになるのを前もって止めたのだ。

　しかしそれは、ヨハートにとっては面おも白しろい事ではなかった。

「そなたこそかつての雄を過か大だい評ひよう価かし過すぎではありませんか？」

「過大評価は貴殿自身であろう」

「正当な評価を下しているだけです。第一、本当にそのような叛はん心しんを抱かかえていたならば、ことさら自らの力を示しめして疑いを向けられるような真ま似ねをしますか？」

「そう思わせておいて実は、とも考えられなくもないが」

「言わせておけば」

　発はつ展てんしていく言い争いにスキピオは頭を抱えたくなった。

　前のように様子見のための罵ののしりあいではない。今回はその意味が無いのだ。本気で反発しあう気配を見せつつあった。

　帝国に恭きよう順じゆんした振りをしながら叛旗を翻ひるがえす隙すきを狙ねらっているのは同じでも、その音頭とりをどこがするかで徹てつ底てい的に争っているのが彼らだ。その乱れは帝国の宰さい相しようとして基き本ほん的に憂うれいではないが、場合によりけりだ。

　前のように一いつ喝かつしてくれるのではないかと微かすかな期待を寄せて、ティアに視線を向けた。

　だがそこには、握にぎった拳こぶしを膝ひざの上に置いたまま、ガチガチに前を見み据すえる彼女の姿すがたがあった。彼女一人が、未いまだ緊きん張ちようの縄なわに縛しばられたままだったのだ。

　そんな中、

「貴殿らは大きな見落としをしている」

　その声に誰だれもが驚おどろいて息を吞のみ、一いつ瞬しゆんでざわめきが消えた。

　ラジャスだった。

「心の乱れを問うのなら何も敵てきだけとは限かぎるまい」

「ど、どういう事ですか？」

　スキピオは問い返した。彼が議ぎ論ろんに加わるとは露つゆとも思っておらず、動どう揺ようを隠かくしきれないままの発言だった。

「身の内の要よう因いんで心乱れる事もあると言ったのだ」

「身内……？　まてよ」

　剣けん吞のんな雰ふん囲い気きになりつつあったヨハートが怪け訝げんな声をあげた。再び漂ただよっていた緊迫の空気の中で、その声はいかにも場に合わないもので異い彩さいを放った。それゆえに、

「どうされた？」

　緊張感を残しつつ、ヨハートと口論を交かわしていたハイエルが尋たずね返した。

　同じ謀ぼう臣しんとして、この態たい度どには何か閃ひらめくものがあったらしいという事に気が付いたのだ。そしてやはり謀臣として、緊迫する雰ふん囲い気きに吞まれるよりその発想の如何いかんを問いたい衝しよう動どうの方が上回った。良くも悪くも謀略の徒としての性さがであり、同じ性を持つ他の者達も息を吞んでヨハートの答えを待った。

「いや。つい先日、十年ほど連れ添そった愛犬を亡なくしましてな。動乱の中、苦楽を共にしていた友でもあって、年とし甲が斐いもなく咽むせび泣いたのですよ。

　瞳ひとみも熱いまま、亡なき友ともをよく供く養ようしてやろうと思い、何か遺い書しよを残してないかと探さがし回り……家人に呼び止められてはたと気付いた訳わけですな。そうだ、犬だったと」

「それが？」

「大切に思っていたものを失えば、動転するものですな」

「なるほど。そういう意味ですか」

　その言葉で合点がいったのは彼だけではなかった。別の者が後を追う。

「そういえばいましたな」

　その追つい随ずいは小さざ波なみのように広がり始め、

「ええ。時期が問題なのは陛へい下かが向かわれる先なのではなく、陛下が留る守すにされる、まさに王こ城こだったという訳になる。話はつながりますな」

「陛下の傍かたわらに常つねにいて、陛下の心に多分な影えい響きようを与あたえているもの」

「それについては、常々、陛下は公言しておられる」

　謀臣達の脳のう裏りに浮うかんだのは、同じ一人の少女の姿すがただった。声が揃そろった。

『精神安定剤ナナ』

「なっ！」

　納なつ得とくの中、ただ一人驚きよう愕がくの声をあげた。「ばかを言うでないよ！」

　エフェスだった。隠いん者じやらしい落ち着きが消え、珍めずらしく感情的な発言だった。

「君達の言っている事を要約すると、そのナナとかいう少女の『死』が陛下にダメージを与えると聴きこえるよ」

「まさしく」

「その少女の死が陛下への一番の打だ撃げきだというのかね？」

「彼女に対する陛下の寵ちよう愛あいぶりは有名だぞ。だいたい、あの陛下が『人間』を傍そばに置いているだけでそれがわかるだろう？」

　ハイエルの言葉にエフェスは口を閉じた。

　皇サ帝ラが人間への復ふく讐しゆう一いち途ずで帝てい国こくを建国した事は誰もが知る事実だった。そして、復讐の道具としての帝国を維い持じするためなら、憎ぞう悪おの対象である人間の手でさえも使うという事は、ここにいる謀臣の顔ぶれが物語っている。スキピオにしても、手しゆ腕わんを買ってこその宰さい相しよう抜ばつ擢てきだ。

　そんな中、ほとんど感かん情じようだけを優ゆう先せんしているとしか思えない優ゆう遇ぐうぶりが見られるのがナナだった。魔ま物ものを倒たおす英えい雄ゆう・六ろつ輝き星せいの娘むすめだったという裏うらもあったが、この場合それは関係ない。

　あの少女のどこに皇帝の関心を惹ひくものがあるのかは誰も知らないが、確かに心に影響していると誰もが認みとめていた。その影響の程てい度どにもよるが、仮かりに依い存ぞんにまで達していたのならば、失った動揺から乱らん行ぎようを繰くり返す可か能のう性せいはあった。

「魔王を倒すきっかけとなりそうな者が勇者なのだとすれば、あの少女でも構わぬか。自らの死を以もつて勇者となる。発想としては面おも白しろい」

　ふとカウィールがもらした含ふくみのあるつぶやきを、スキピオは聞き漏もらさなかった。

　謀臣達が裏を抱かかえながらも皇帝に従したがっているのは、何も彼女の権けん勢せいへの恐おそれからだけではない。彼女が『従う振りをしながら力を蓄たくわえる』というチャンスを意図的に与えているからだ。それがある限り、皇帝を倒してわざわざ戦乱に戻もどすリスクを負う必要はない。

　しかし、彼女が感情に任せてその余地をふいにしてしまう事があれば、あえて従う意味もまたなくなる。利用の余地がない『バケモノ』に屈くつ辱じよく的に従っているよりは、血ち塗まみれの、だが覇者のチャンスを実力しだいで幾いくらでも摑つかみ取れる乱世こそ利り益えきが大きいと感じるだろう。

　まさに、乱心は謀略の皇帝としての死だ。彼女の根こん幹かんを成す、謀略家と権力者としての二つの要素が同時に消え去る訳だ。

　そして、謀略のない魔王かのじよに後れをとるなどと思う謀臣はいなかった。

（まったく。やっかいな事になりました）

　ため息が出そうになるのを堪こらえた。余よ計けいな知ち恵えが謀臣達に渡わたってしまった。本当に皇サ帝ラがナナに傾けい倒とうしているのかどうかがわからないところが唯ゆい一いつの救いだ。

　仮かりにナナを殺して、それで皇帝が心乱す事もなく冷静に対たい処しよするのであれば、叛はん臣しんとして誅ちゆう殺さつされる末路が待っている。謀略家が、確信も持たずに僥ぎよう倖こうのみを頼たよりとする事を善よしとしない性せい質しつでよかったと心から思えた。

「だとしたら」

　口を開いたエフェスの態度にも、どこか苦々しさが滲にじみ出ていた。

　自分と同じ想おもいに駆かられての事だとしたら、彼は皇帝に忠ちゆう節せつを誓ちかっているタイプになる。

　そう考えた後、スキピオは頭かぶりを振ふった。謀臣を安あん易いに断だん定ていしてしまう事こそ危き険けんだった。

「陛下の保ほ護ごなき今、少女を『勇者』にしてしまうには絶ぜつ好こうの機会だよ。その少女はどこにいるね？」

　エフェスに訊たずねられ、スキピオは思い出した。皇サ帝ラは最初から勇者探しに乗り気ではなかった事を。そして、自分が留守にする間は何をするようナナに命じていたのかを。

（まさか！　陛下は最初から？）

　訊ねようにも、その相手は今や空の上の人だった。

「スキピオ殿どの！　いったいどこだね！」

　切せつ迫ぱくしたエフェスの声に、スキピオは我われに返った。勇者と決まった訳わけではないが、ナナは監かん視しの対象外だ。もし何かが起こってしまったとしても、すぐに察知できる態たい勢せいにはない。

「迂う闊かつでした」

「何がだね」

「陛下は、ご自身の留る守す中に総そう督とく閣かつ下かの従じゆう者しやをするようナナに命じられていたのです。閣下が傍そばにいるだけで、他の者は居い竦すくんで下手な動きはできなかったでしょう。

　ですが、時間がないと焦あせった私は閣下をこの場に直行で連れてきてしまった」

「では、陛下はこの状じよう況きようを読んでおられたと！」

　ファーレンがあげた驚おどろきの声を、

「今はどうでもいいよ」

　エフェスが一いつ蹴しゆうした。スキピオの心情としては驚きよう嘆たんに同意したいところだったが、理り性せい的にはエフェスの方こそが正しかった。

「そうでした」

「それで、あの娘むすめはどこなのだね！」

「いつもなら、執しつ務む室しつの奥おくの部屋に」

「誰か、様子を」

　エフェスの呼びかけに、数人が部屋を出ていった。スキピオもそれに続こうと扉とびらをくぐろうとした時、横から苦く笑しようじみた呟つぶやきが聞こえた。「そ…つ…りで…なか…のだがな」

　足を止める。呟きの主はラジャスだった。

「総督閣下。今何と？」

「貴き殿でんが気にする必要はない」

「はぁ」

「それより、皆みなが騒さわいでいる少女とは誰だ？」

　その問いで、彼とナナが実じつ際さいに顔を合わせたのは一度きりだという事を思い出した。その一度も、色々とバタバタしていた最中だ。あまり印象には残らなかったのかもしれない。

　と考えた直後に否ひ定ていした。あの格かつ好こうで印象に残らない訳がない。単に、その姿すがたと皆が言っている『少女』とが直結していないだけだろう。

「一度お会いになっています。造つくり物の妙みような耳や尾おを付けていた少女です」

「知らんな。誰だ？」

　その返答にスキピオは息を詰つまらせた。本当に覚えていないのか。

　彼にとって、魔ま力りよくを失い魔王の座ざから引きずり落とされてもなお生き続けるという屈くつ辱じよくに耐たえてまで叶かなえようとしていた目的達成の直前だ。他の事にまで気を回していられなかったのかもしれない。

（もしくは、気にする価か値ちもないとお考えだったかだな）

　彼が余よ裕ゆうをなくしている姿は思い浮うかべられない。おそらく後者だと考え、補ほ足そくする。

「閣下は覚えておられずとも、その少女──ナナという名ですが──にとって、閣下は命の恩おん人じんにあたります。この騒さわぎが安あん泰たいに鎮しずまれば、その時の礼の一つでも申し上げに向かうでしょう」

「恩人？」

　訝いぶかしげな表情に、それすらも覚えていないのかと驚いて、

「ファーブニルの炎ほのおからお守り下さりました」

「あれか。あれもそのつもりではなかったが……。そうか。あの時の者か」

　ようやく記き憶おくと照合できたらしく、ラジャスは訊きき返す事を止やめた。

（やはり、陛へい下かにしか目を向けておられなかったのか）

　相手が相手だけに心の内に秘ひめて苦く笑しようしていると、ふと妙な事に思い当たった。

　あの、誰の目にも奇き抜ばつに映うつるはずの衣い装しようは欠片かけらも覚えていなかったのに、ファーブニルの攻こう撃げきに手を出したという事は覚えていた。それはつまり、あの時彼は、あの妙な格好よりもナナ個こ人じんの方に意い識しきを向けていたという事ではないのか。

（さすがに考えすぎか）

　誰かを『守った』という事実は覚えていても、その相手についてはやはり覚えていないのかもしれない。今のやりとりでそんなに深く読み取れた訳ではない。

（色々と考えすぎるのは陛下の悪あく癖へきだ。うつったのかもしれないな）

　補佐が主あるじを真ま似ねてしまっては存そん在ざい意い義ぎがない。自分の役目は補おぎない幇ほう助じよする事にあって、盲もう従じゆうする事にはないのだ。

　そうして自じ戒かいしているところに、様子を見に行っていた謀ぼう臣しん達が戻ってきた。

　彼らの表情には、一様に緊きん迫ぱく感が漂ただよっていた。

「いないぞ！」「何かが起きた形けい跡せきはない。自分で出て行ったようだ」

　こんな時くらいじっとしていてくれと、スキピオは頭を抱かかえたくなった。

「叛はん乱らんです！」

　まさにそんな時、唐とう突とつにティアが叫さけんだ。

「叛乱？　いったい何を言っているのだ？」

　突とつ然ぜんの叫びに、ヨハートが訊きき返した。会議場は防ぼう音おんがしっかりとしていて、外からは騒さわぎの音一つ聞こえてはこない。仮かりにそんなものが起きたとしても、騒ぐなら会議場を出て戻ってきた者達だろうと考えたのだ。

　しかし、スキピオは違ちがった。ティアの能のう力りよくを知っている。外にいる誰かが、彼女に知らせたのだ。

「誰からですか！」

　鬼き気き迫せまる勢いでスキピオは尋たずねた。彼女が意思を受け取れる範はん囲いは広い。もし仮に、発信してきたのが皇こう帝ていやグレンデルだったなら……。そう考えると、いてもたってもいられなかった。

　その勢いきおいに圧おされ、ティアはわずかに呻うめいた。

「あの、義に兄い……。ウィチィロポチトリ様からです」

「では城じよう内ない？」

「はい。ウィチィロポチトリ様から、城内を軍人じゃない武ぶ装そう兵へいがうろついていると。

　問い質ただしたら襲おそってきたので何人か返り討うちにしたみたいです。あの方に手を出すなんて馬ば鹿かです。ちっちゃいハチドリだからって見た目に騙だまされたんでしょうか」

「ちいっ」

　スキピオは珍めずらしく舌した打うちした。

（こんな時に……。いや、こんな時だからこそか？）

　本当に叛乱だったのなら、わざわざこの時期に暴あばれだす必然性は一つしかない。

「ナナを捜さがして！　相手の狙ねらいもおそらく彼女です！」

（しかし……）

　命令を下したものの、スキピオには妙なひっかかりがあった。妙な不ふ可か解かいさが、あのような書しよ簡かんを出してきた者にしては、どうしようもないほどの雑ざつ然ぜんさを感じたのだ。

（私達がナナに目を付けたから、焦って手を出したのか？　だとしたらお粗そ末まつすぎる。ナナを狙うなら、こちらが気付く前に最初からそうすればいいのだ。

　違う！　私達がそう結論付けたから、彼女を狙ったのか!?）

　あの書簡が動どう揺ようを誘さそうだけのものなら、『勇者』など後から決めれば良かったのかもしれない。帝国の頭ず脳のうが結論付けた『勇者』を持ち出せば、真実『勇者』なのかどうかは関係なく、それなりの効こう果かは出るだろう。

　だとしたら、はっきりとわかる事が一つ。タイミング的に、『勇者』がナナだと結論が出てからそれを余人が知り得るのは難むずかしい。

（この中か）

　ここにいたブレーンの誰だれかが首しゆ謀ぼう者しやだ。彼らが動き回るのを制せいしようと息を吸すったところで、スキピオは思いとどまった。

　皆みなもう動き出している。第一、最初にナナを捜しに行ったきり戻もどって来ていないものも数人いる。守ろうとしてか危き害がいを加えようとしてかは定かではないが、ナナを捜そうとしているのは確かだ。

　ここで止めて誰がそうだったのか確かく認にんを取るよりも、先回りした方が早い。

「ティアカバンさんついてきて下さい。ナナを捜します」

「ご自身で動かれるのですか？」

「だから、あなたについて来て下さいと言ったのですよ」

「あたし、秘ひ書しよ官かんであって護ご衛えいじゃないんですけど……」

　スキピオは変な抵てい抗こうを見せるティアの耳元に口を近づけると、「閣かつ下かから離はなれられますよ」と囁ささやいた。途と端たんに、ティアの耳がピンと立った。

「はい！　行きます！　もうどこまでも行かせてもらいます！」

　目を輝かがやかせる現げん金きんなティアを横目に、スキピオは改めてラジャスに視線を向けた。

「申し訳わけありませんが、私はこの場から離れさせていただきます。閣下はご自由になさって下さって結構です」

「我われを自由にか。危あやぶまぬのか？」

「今は陛下がご不在ですから。ここには、閣下御おん身みが争う価か値ちがあるとお考えになられるほどの者はおりません」

「…………」

「それでは、失礼いたします」

　スキピオは一礼して部屋を後にした。
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　少女は微笑ほほえんだ後に、剣けんを収おさめた。

「なんてね。ただの水よ。ちょっと洗あらっただけ」

　無む論ろん、男はそんな言葉を信用しなかった。ただ、剣を収めてどうするつもりなのかとは訝いぶかしんだ。そして気付く。

　この少女の場合、他者を殺あやめるのに何も剣を使う必要はないのだ。

　しばらくの間、少女は空を見上げていた。何事か小さくつぶやく。数を数えているようだった。

「３・２・１。よし、もう良いわね。しゃべれるわよ」

　言われて、男は口を動かした。本当に動いた。毒のまわる速度まで計算していたのだとしたら、自分が少女へ向けていた侮あなどりも大たい概がいのものだった。

「貴き様さま……。何のつもりだ」

「何って。しゃべれるようになるまで待っていただけよ」

「何の利がある」

「あるのはむしろ、あなたの方かもよ」

「何？」

「ねぇ。さっきから静かだと思わない？」

　言われて男は気が付いた。いつのまにか、あんなにも激はげしく轟とどろいていた爆ばく音おんが止やんでいた。聴ちよう覚かくも奪うばわれたのかと訝しんで、少女の言葉は聞こえた事を思い出す。本当に止んでいるのだ。

「まだ結けつ構こう生き残ってるみたいよ」

　少女は、誰がとは言わなかった。「隊長がいなくても奮ふん戦せんするなんて、信しん頼らい厚あついのね」

「何が……言いたい」

「彼らの生せい殺さつ与よ奪だつをあなたに託たくしてあげるわ」

「何が望みだ」

「ありがちな答えで申し訳わけないけど、まあようするに降こう伏ふくか死かって奴やつね」

「ははは」

　男は笑った。何かを含ふくんだ、嘲ちよう笑しようや自嘲、悲ひ哀あいや苦く悩のうを混まぜた笑いではなく、単たん純じゆんに可お笑かしな物を目の前にした時の笑いだった。

「何か可笑しい？」

「ああ、可笑しいな」

　男は涙なみだ目めだった。

「まさか、魔ま王おうから降伏などという言葉が出てくるとはな」

「そう？　まあ、わたしは魔王としても異い端たんかもね」

　少女は屈くつ託たくなく見える微び笑しようを見せた。可笑しな少女だと、男は本気で思った。復ふく讐しゆうという憎ぞう悪おに駆かられて行動しているわりに、感かん情じよう的な部分を全く見せない。

　先入観で抱いだいていた嫌けん悪おが和やわらぐのを男は感じた。この少女は、紋もん切きり型の魔王像ぞうにあてはまる者ではない。

　だからといって、今さら力を抜ぬく訳でもない。

　男は、他の人間達から希望を託されてこの少女と対たい峙じしていた。

　微かすかに腕うでに力を込める。わずかだが、動けるようになっていた。

　まだ奥おくの手が残っていた。愛用の、奇き妙みような柄つかの剣を男は握にぎりしめた。
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　会議室を後にして、スキピオとティアは城じよう内ない中を駆かけ回った。宰さい相しようの礼服は決して運動に適てきしたものではない。そもそも、大事に構かまえて小事に振ふり回されないのが本来あるべき宰相というものだ。スキピオの行動はそれからかなり逸いつ脱だつしており、彼自身それを自覚していた。

　しかし、期待する動きをしてくれる駒こま自体の数がそもそも少なかった。一歩前進すると思ったのに、いざ打ってみたら二歩後こう退たいされたなどとなったら目も当てられない結果になる。

（その点陛へい下かは上う手まい。期待通りの動きをしない事を予よ測そくして、期待通りに動かざるを得なくなるようにあらかじめ布ふ石せきしている。あの妙みよう手しゆには一生届とどかない）

　誰も彼もが彼女の手のひらで踊おどらされている気がしてならなかった。本当はそうではないと感じている自分ですらそう思わされてしまうのだから、彼女の事を何も知らない者達から見れば絶ぜつ対たいの采さい配はいに思えてくるだろう。

「そこは右に」

　ティアが「はいっ」と答えた。明るく聴きこえたその声に、スキピオは今がどういう状じよう況きようにあるのか改めて問い直したい衝しよう動どうに駆られた。

　もちろん、彼女にそんなつもりなどなく、自分の神しん経けいが過か敏びんになっているだけだという事くらい理解している。

　態度を誤ご魔ま化かす事に長たけ、感情を表に曝さらけ出さない者が周囲に多すぎて、それに比べて率そつ直ちよくに見える彼女に違い和わ感があるだけなのだ。彼女はむしろ、他の人間とも比べて感情をよく抑おさえている方だ。

　つくづく、自分が取り囲まれている状況が如い何かに異い質しつか理解する。良くも悪くも、権けん力りよくの中ちゆう枢すう近くにいるという事はそういう事だった。

「それで、どこに向かっているんですか？」

　何度か角を曲がったところで、ティアが訊たずねた。今まで何の疑ぎ問もんもなく走っていたのだろうかと、スキピオは訝いぶかしみながらも答えた。

「今さら何を訊きいているのですか。ナナのいそうな場所ですよ」

「心当たりがおありなので？」

「ありません」

　正直にスキピオは答えた。あの少女の発想の独どく特とくさは特異のものだった。その行動の予測をするなど到とう底ていできそうにもなかった。

「では、どこに向かっているのですか！」

　ティアの声が急に荒あらくなった。何か気に障さわる事でも言ったかと訝しんで、

「ですから、ナナがいそうな場所ですよ」

「さっきわからないって言ったじゃないですか！」

　とうとう立ち止まってまで叫さけんだティアに、スキピオは更さらなる訝しみの表情を向けた。彼女に合わせて立ち止まる。

「私達がすべきなのは、ナナを守る事です。ナナを見つける事ではありません」

「わかってます！」

「なら結構。先を急ぎましょう」

「だから……え？　見つける事ではないのですか？」

　疑ぎ問もん符ふを投げ返されたことで、スキピオにもようやく相そう互ご不ふ一いつ致ちの理由に気が付いた。

　彼女もやはり魔ま物ものの例によって、直進傾けい向こうにあるのだと再さい認にん識しきさせられる。目的に対して手しゆ段だんがはっきりとしていて、間かん接せつ的に遂とげるやり方というものはあまり考こう慮りよに入っていないのだ。

「そうです。守るには、何も見つける必要はありません。彼女に危き害がいを与あたえようとする輩やからを捕とらえればいいだけの話なんです」

「えっと。だから何なのでしょうか」

「ですから、暴ぼう徒ともナナを狙ねらっています。私達がいそうだなと思った場所は、当然彼らも考慮に入れているはずなのです」

「はぁ」

「もっとわかりやすく言います。暴徒を捕らえるのに問題となるのは、ナナがいるかどうかではないのです。彼らが、ナナがいると考えた場所かどうかなんです。いると考えて、彼らが向かうかが問題なのです」

「ああ！　なるほど！」

　やっと理解したらしく、ティアは歓かん声せいにも似にた声をあげた。

「本当にナナがいる場所は私にはわかりません。でも、他の者も考えるあの娘この行きそうな場所ならいくつか候こう補ほがあります。今は、その最も可か能のう性せいの高いところに向かっていた訳です」

「どこなのですか？」

　ティアの問いに、スキピオは簡かん潔けつに答えた。

「自室です」
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　謀ぼう臣しん達は宰さい相しようの姿すがたが消えたことでこの場に留とどまる意い義ぎを失い、一人また一人と部屋を後にしていく。

　ラジャスはただ目を瞑つむり、気配が一つ一つ減へっていく様を捉とらえていた。そして、ついに自分一人になった時、改めて目を開いた。

　窓まどの外を見る。

　窓から差す光は赤みを帯び始めていた。日の光が生み出す影かげもその背せ丈たけを伸のばし、窓まど枠わくの影は部屋の反対側のこちらにも届こうとしていた。

（そんなつもりではなかったのだがな）

　静かに一人回想する。皆みなが勇者勇者と騒さわぐのでつい口出ししてしまったのだが、それでも彼らはわかっていない様子だった。

（勇者など、結局は存そん在ざいせぬというのに）

　なんの根こん拠きよもない迷めい信しんでも、皆が騒いでしまえばそれは祭り上げられ、あたかも実在するかのように振ふる舞まわれる。それに一石を投じるつもりで言った言葉も、結局は騒ぎの中に取り込まれてしまった。

（心を乱みだす。それがわかって尚なお、なぜそこに至いたる）

　ラジャスは深く息を吐はき、腕うで組ぐみを解といた。

　宰相は自由にと言った。だったら、言葉通りに動くだけだった。自分の三日を、彼に与あたえたのだから。

「さすがに、勘かん違ちがいで討うたれるのは望まぬな」

　ラジャスは独ひとりごちた。

　あの少女の事は覚えていた。あんな、静とも動ともとれない不可思議な気配を放つ、他にない存在を忘わすれられる訳わけがなかった。

　だから、最初から気付いていた。少女が今どこにいるのか。黙だまっていたのは、皆にそれを知らせても無意味だとわかっていたからだ。

「出て来い」

「えへへ。見つかっちゃったですぅ」

　ラジャスには与あずかり知らぬ理由で空いていた壁かべの穴あなから、長い耳が現あらわれる。ナナは最初からこの部屋の外にいたのだ。

　壁の向こうは屋外でそこは空中のはずなのだが、なぜそんなところからとはラジャスは気にもとめなかった。人間にしても魔物にしても、余よ人じんには計り知れぬ発想から珍ちん妙みような行動をとる者はどこにでもいるものだ。

「はわっ」

　奇き妙みような掛かけ声と共にナナは室内へ飛び込んだ。その際さいに身体からだのどこかを壁に引っ掛けたのか、バランスを崩くずして「ほわわ」と両手をグルグルと振り回す。何度か身体を揺ゆらせた後に、ようやく重心が保たもてたらしく「えいっ。ですぅ」と両手を挙あげた。

「サラさまからお世話を頼たのまれたのですぅ。ナナはちゃんとお傍そばにいたのですぅ」

「いらぬ」

「はうぅぅ」

　簡潔な否ひ定ていに、ナナは悲しみに瞳ひとみを潤うるませた。

「こ、困こまるのですぅ。ナナはサラさまから頼まれたのですぅ。サラさまの言いつけは守らなきゃなのですぅ」

「何を困る。我われには不要と言ったまでだ」

「えう？」

「必要があるとしたらそちら側だろう。わざわざ我を方便に利用する事はない」

　ナナは少し首を傾かしげ、

「ラジャスさまにはいらないけど、ナナにはいるですかぁ？　わざわざホーベンに利用しなくて良いってことは……」

　一転して顔をぱっと輝かがやかせた。

「ナナの好きにしていいってことですかぁ」

　対してラジャスは無言を返答とした。双そう方ほうが理り解かいした以上、わざわざ口に出しての確かく認にんを必要とは考えていない。

「はいですぅ。お傍にいるのですぅ」

　せわしなくグルグルと周囲を回るナナを見ながら、ラジャスは深く感かん嘆たんの息を吐いた。

　近くにいたのなら自分の生命いのちが狙ねらわれている事くらい聞いていただろうに、このように気楽に振る舞えるなど見た目に似合わずかなりの豪ごう胆たんさを持っている。

（この少女、さすがにあの者が傍かたわらに置くだけの事はあるか）

　恐きよう怖ふで竦すくまれる事はあっても、はにかんだ笑えみを人間から向けられた事などなかった。目の前で直じかに相手にしているのが誰だれなのか、この少女は本当に理解しているのかと問い質ただしたくなるほどだった。逆ぎやくに言えば、それすら窺うかがい知る事ができないのだ。皇こう帝ていとはまた違った意味で奥おく底そこの深い少女だった。

　何回か回った後、唐とう突とつにナナは頭を下げた。

「ごめんなさいですぅ」

　この少女の珍妙な言動に振り回されないためには、ただ己おのれをしっかり保っていればいいだけだとすでに理解していたラジャスは、突とつ然ぜんの謝しや罪ざいにも狼ろう狽ばいすることはなかった。

「何を謝あやまる」

「わすれものがあったのですぅ。付いて来て欲ほしいのですぅ」

「一人で行け」と言いかけて、口を止めた。この少女は今騒ぎの渦か中ちゆうにいたのだ。間接的にとはいえ自分の一言でそうさせてしまった以上、それくらいはしても良いかと考え直す。

「いいだろう」

「ありがとなのですぅ」

　鼻歌を歌いながら大げさに手を振って歩く少女の後ろについていきながら、さすがのラジャスも嘆息した。

　なぜこんなに騒いでいるのに、皆この少女の存そん在ざいに気付かないのだろうか。




　　　　３




　自信有り気に言ったものの、スキピオにとって少し気がかりなのは、暴ぼう徒とに一度も出くわしていない事だった。彼らも捜さがし回っているはずだから、どこかで顔を合わせても決しておかしくはない。

　彼らがまるで見当違ちがいのところを捜しているのでなければ……。

（もしかすると、相手は相当な小規き模ぼなのかもしれませんね）

　会議室への一いつ報ぽう以来、ウィチィロポチトリからの連れん絡らくもなかった。彼もまた文字通り飛び回っているのだろうから、何かが起きたのならまたティアに連絡をとってくるはずだ。

　そうこうしている内に、ナナの自室へとたどり着く。

　彼女は皇こう帝てい直ちよく属ぞくの従じゆう者しやという事もあって、城じよう内ないに自室が与あたえられていた。他に自室を持っているものといったら皇帝ぐらいのものだから、かなりの特権だ。

　だからといって他のものが冷れい遇ぐうされている訳わけでは決してなく、城外には宿しゆく舎しやも用意されていた。当然近くに家を建てる者もおり、その方が宿舎などよりも仕事が効こう率りつ的になると判はん断だんされたなら補ほ助じよ金きんだって出る。

　むしろ、居い心ごこ地ちだけなら城しろの中よりも住じゆう居きよに特化したそれらの方がずっと良かった。何しろ、戦時には防ぼう衛えい拠きよ点てんとしての役やく割わりを期待されるのが城というものである。守り易やすさ攻せめ難にくさは考こう慮りよされても、生活空間としての場というものはそれなりにしか考慮の対象とはなっていない。

　己の住居として皇サ帝ラが建けん築ちくさせた物が宮きゆう殿でんではなく城であった事が、皇帝の座ざを貫つらぬこうとする彼女の覚かく悟ごの一いつ端たんとなって現あらわれている。

　そのように、わざわざ城の中に住もうというのは、どうしても住まざるを得ない者か、よほどの酔すい狂きようの持ち主ぐらいだとしかスキピオには思えなかった。

　そしてナナの場合がそのいずれなのか、考えるまでもないように思えた。

　まず、部屋の扉とびらは青色に染そめられている。白一色の壁かべの中で妙みように浮うき立っていた。その扉の縁ふちには、妙な白地のレース生き地じが貼はり付けられていた。ドアノブには妙な鈴すずが二個こついていて、ノブを回すたびにコロコロと小さく鳴る。その音の小ささからして、呼び鈴としての機き能のうも果たしていなさそうだから完全な飾かざりだ。

　極きわめつけは、扉に付けられたネームプレートだった。

　妙に丸い字で、『☆☆☆　ナナのおへや　☆☆☆』と書かれているのを発見した時には、頭が痛いたくなったものだった。彼女の出自がわかった今から考えれば、星が六つなのは父親の六ろつ輝き星せいにかけていたのかもしれないが、それでも余よ人じんからの理り解かいはあまり得られそうにもない。

『その辺の壁に原色しか用いぬ理解不能の前衛的絵画ラクガキをしない分別があった事だけは、素す直なおに喜ぶべきなのかと本気で思った』とは、グレンデルの弁べんだ。

　いずれにしても、らしいといえばらしい部屋の様相だった。

　ティアもこの異い様ように吞のまれたのか、ぼおっとしていた。

　念のため、スキピオはその扉をノックする。いるかいないかは問題ではないといっても、確かく認にんくらいはとるべきだった。

　数度のノックにも返答はなかった。いないのか、それとも、いても声を出せない状じよう況きようにあるのか、それは確認できない。扉を開けようと、ドアノブを回した時だった。

「婦ふ女じよ子しの寝しん室しつに無む断だんで入るなど、恥はじ知しらずだな」

　背はい後ごからの声とともに首くび筋すじに冷たい物を押おし付けられ、スキピオは背筋を凍こおらせると同時に、冷静な判断を下した。その声には聴きき覚えがあった。

「貴方あなたでしたか。ファーレン」

「ふん」

　背後に立ち、長刀を首筋に当てていたのは謀ぼう臣しんの一人、ファーレンだった。

　それで兵の少なさに納なつ得とくする。ソユーズ派はにはもう、纏まとまった部隊を動かすだけの余力がない。一いつ派ぱ全すべてを纏め上げるだけの求心力を持つ人物もいない。

　動いているのは彼の私し兵へいだけだろう。おそらく、十人にも満たない程てい度どだ。

「動くなよ、魔ま物もの」

　彼がティアへと鋭するどい視し線せんを向けるのを感じ取った。彼女がその彼の言い分を聞くかどうかは、定かではなかった。宰さい相しようの命より叛はん臣しんの誅ちゆう殺さつこそが大事と考えれば、彼女は何の躊躇ためらいもなく動く。その瞬しゆん間かん、二つの首が胴どう体たいから離はなれる事は間ま違ちがいない。

　横目でティアの様子を確認する。彼女は、そのどちらを選ぼうかわずかに躊躇っているようだった。特に動どう揺ようしている訳ではない。むしろ、このような荒あら事ごとは頭ず脳のう派の自分より彼女向きだったと気が付いた。

　スキピオは、今はまだ動かないで欲ほしいと視線で合図を送った。それを理解したのか、逡しゆん巡じゆんを継けい続ぞくしているだけなのか、ティアは動きを見せなかった。

「無断でという事は、ナナはここにもいなかったわけですね。それで、どこからおいでになったので？　気付きませんでした」

「お前の背後にある扉からだ」

「なるほど。もう一方にも部屋があったんですね」

「気が付かなかったか？」

「それはもう。ナナの部屋の方ばかりに気を取られていましたから」

「注意力散さん漫まんだな」
















「面めん目ぼくありません」

「時間稼かせぎは楽しいか？　若わかき宰相閣かつ下か」

　皮肉気に言われ、スキピオは口を閉とじた。時間稼ぎではない。稼いだところで状況が打だ破はできる見込みがあるわけでもない。

　この状況では、突とつ破ぱ口こうは自分で見つけるしかないのだ。時間稼ぎと言われて黙だまったのは、そう勘かん違ちがいさせておく方が何かと便利だったからだった。

　沈ちん黙もくがしばらく続く中、再ふたたびスキピオは口を開いた。

「正直、貴方には失望させられましたよ」

「ほう。この状況でそんな口が叩たたけるか」

「ええ。叩けますとも」

　軽口の中に、スキピオは背後にいるファーレンへと怒いかりをぶつけた。本気でだ。

「陛へい下かに意見し、閣下と対たい峙じした私が貴方如ごときを恐おそれる所以ゆえんはないでしょう」

　ファーレンが息を吞のむ音が聞こえた。

「私が失望と言った意味がわかりますか？　叛逆を起こされた事ではありませんよ？　いつか誰かに起こされる事くらい、端はなから承しよう知ちでやっているのですから」

「…………」

「失望したのは、その時期です。貴方あなたほどの方なら、今動いても何の得とく策さくにもならないとおわかりだったでしょうに」

「…………」

「今帝国の治世を乱みだして、貴方にどんな利があります。貴方の故こ郷きようの復ふつ興こうは、帝国あってこそできているのですよ。こんな、負ける事がわかりきっている状態で動くなんて……」

「黙れ」

　刃やいばがわずかに食い込こむ感かん触しよくがあった。首筋に痛いたみが走る。

　それでも、まだ殺されていないという事は彼自身に躊躇いがあるという事だった。

「貴方のような方とはもっとギリギリの、薄はく氷ひようの上を行くかのような駆かけ引きができると信じておりました。それがこの体ていたらくとは……失望も一ひと入しおです」

「黙れと言っている」

「いったい、貴方は何を恐れたのですか？」

　刃を握にぎる手に力が込められる気配がわかった。痛いところをつかれても自じ制せいできるだけの理性が彼にあるのならまだ望みはあった。すでに直情的ともいえる行動に出ていながら決定的な行動を躊躇っているのだから、極きよく度どに感情が抑おさえ込まれているという事だ。

　その激はげしい揺ゆれをつけば、隙すきなどいくらでもできる。

　無む論ろん、命がけの綱つな渡わたりには違いないのだが。

「貴方あなたが動いてしまった理由は何です。ここで殺されるとしても、それくらいは教えてもらってもよいのではありませんか？」

「…………」

「まさか、あの勇者論で本当に魔王へいかを倒たおせるなどと考えた訳わけではないでしょう」

「お、お前らには……」

　ファーレンの言葉は震ふるえていた。怒いかりか、悲しみか、羨せん望ぼうか。そんな感情が混ぜこまれたような雑ざつ然ぜんとした震え方だった。

「心の底から本気でそう考えられるお前らにはわかるまい。感情を、理性で必死に抑えなければならない者の苦労を」

　それは買いかぶっていると思った。今この時点でも、自分はかなりの抑え込みをしているのだ。首筋に刃を突つきつけられて本気で微み塵じんも動揺しないのは、それくらいでは死なない者か、自殺願望の持ち主くらいだ。いや。それでもやはり、少しの躊躇いくらい見せる。

「まさかとは思いますがこの暴ぼう挙きよ、虚きよ々きよ実々の駆け引きに疲つかれたから……なんて理由からではないでしょうね」

「それがどうした！」

「訂てい正せいします。見み損そこないました。貴方は失望にすら値あたいしない」

　背後で怒りが膨ふくれ上がるのを感じた。彼が刀を振ふり上げる。

　首筋から刀が離れた今がチャンスだった。足あし腰こしの力を抜ぬいて自然に任まかせて倒れる。傍はたから見れば無様に腰を抜かしたように見えるかもしれなかったが、他人の目を気にしている余よ裕ゆうなどない。俊しゆん敏びんな動きとは無む縁えんの根っからの文官である自分には、自然に任せた動きが一番早いとわかっていたのだ。

　スキピオがへたり込むように床ゆかに尻しりを付けた時には、もう決着はついていた。

「外したか」

　微塵の容よう赦しやもない酷こく薄はくな冷たさでティアがつぶやいた。焰ほのお色いろの牙きばをのぞかせ、彼女は手から煙けむりを立ちのぼらせていた。

「が……はぁっ」

「腐くさっても元将しよう。とっさの判はん断だんはさすがだと言いたいが、楽には死ねんな」

「く……かはぁっ」

　ファーレンの右手は肘ひじから先が消えていた。傷きず口ぐちが炭化している。その炭化した傷口を押おさえながら、彼は後ずさりした。

　長刀が高熱に溶とけ、床に鋼こう鉄てつが流れ落ちていた。すでに冷えて固まり始めてはいたが、さすがに吞のん気きに座すわり込んでいる気にはなれない。

　スキピオは立ち上がり、服をはたいて汚よごれを落とした。

「最さい期ごに言い残す事は？」

「……私は……ソユーズの良将と呼ばれた男だ」

「知っていますよ。ですが、それすらも今は怪あやしい」

　スキピオは怒りを混ぜた。少なくとも彼は元将として責せき任にんある立場にあった。そんな立場の者の軽々しい行いで本当に迷めい惑わくするのが誰だれなのか、それを理解していない者を良とできる訳がない。

「何……だと……」

「貴方の愚ぐ行こうのせいで、故郷の復興が妨さまたげられるとはお考えになられませんでしたか？　最悪、連座して住じゆう民みん全すべて皆みな殺ごろしとか」

「望むところだ……。それこそ、あの女の本ほん性しように皆が気付く」

（そういう判はん断だんは残っているのか）

　苦々しく奥おく歯ばを嚙かみ締しめざるを得なかった。そんな苛か政せいをやったなら、それこそ叛はん乱らんの嵐あらしが巻まき起こる。そして粛しゆく清せいの嵐だ。それは望んでいない。

「大体……情より利というが……策さく謀ぼうの徒にこそ激げき情じよう家かはおるまい」

「…………」

「お前が主あるじと仰あおぐ女を見ろ。奴やつの行動の原点は復ふく讐しゆうだぞ？　それのどこが理性的だ」

「そんな事わかっています」

「他の謀ぼう臣しんどももだ。

　復讐、安あん寧ねい、悦えつ楽らく、名めい誉よ、野心、満足……。それらたった一つの感情を守りたいがために、成し遂とげたいがために、愚直なまでに他の感情を抑えつけ、それを理性と呼んで是ぜとしているだけだ。己おのれの目的に合うものを、合理としているに過すぎないのだ。

　感情を否ひ定ていしているのではない。

　むしろ、ただ一つに囚とらわれ、己を縛しばっているだけ、感情に忠ちゆう実じつなのだ。純じゆん粋すいなのだよ。策謀家と呼ばれる者達はな。

　はは。滑こつ稽けいだ。滑稽だ……」

　狂くるい笑うファーレンにかける言葉をスキピオは持ち得なかった。彼の指し摘てきに疑ぎ問もんを抱いだく事はできなかったのだ。

　手を見る。こうして宰さい相しようとして働いているのはなぜか。間違っても、彼女の復讐を手助けするためではない。

　彼女の目的がどこにあろうが、その手しゆ段だんに善ぜん政せいを行っている以上はその助けをしたいと思っただけなのだ。乱らん世せを終息させた威い光こうが善政の道を照らしている限かぎり、その手助けとなっていたい。もしその光が他の道を照らそうとした時は、身をもって正す覚かく悟ごをもって。

　世の平へい穏おんを願う感情がその他を上回っているだけだと言われても、否定はできなかった。

「私もただ……そうやって己の根本の感情に従したがっただけだ……」

「そうだとしても、貴方あなたは軽々し過ぎた。あんな書しよ簡かんを送りつけてまで」

「ふふっ」

　ファーレンのその笑い方が気になった。彼の敗北が決定的になった今ここに至いたって、人を小こ馬ば鹿かにしたような蔑さげすみの笑えみだったからだ。

「何がおかしいのです」

「一つ良い事を教えてやる。あれは違ちがう。私ではない」

「なんですって！」

「別人だ。私は、あの女も寵ちよう愛あいしている者を失えば狂くるうかと気付けたから、そうしてやろうと思っただけだ」

　スキピオは歯嚙みした。きっかけを与あたえた者と実じつ際さいに動く者が別々である事はよくある事なのに、全く考こう慮りよにいれていなかった。

　彼が会議中に叫さけんだある言葉を思い出した。「人心を軽かろんじ過ぎる」

　あれは、自分自身の心の動どう揺ようを抑える事で必死だった彼の、本音の叫びだったのだ。

　多かれ少なかれ、あの場にいた者は感情を奥おく底そこに秘ひめている。それが基き本ほんになっていること自体ある種異常なのかもしれないが、彼がこれほどにもそれに耐たえられなくなっていた事を見抜けなかったのは、宰相としての不明だった。

　故郷に戻もどして復興の最前線に立たせておけば、彼はここまで軽けい挙きよ妄もう動どうしなかったかもしれない。

「では、誰なのですか！」

「知らぬよ。踊おどらされたのは私も同じだ」

　それは噓うそではないとわかった。むしろ、一番踊ってしまったのが彼なのだ。

（そして、私か）

　肩かたの力が抜けていく感かん触しよくがあった。決定的な間違いを犯おかしてしまった。

　もし真しん犯はん人にんの方が動いていたら、今からでは到とう底てい間に合わない。その者の狙ねらいが帝てい国こくを揺るがすような事ではないか、そうであるならそれが叶かなわないように天に祈いのる事くらいしか残されていない。

　そうして力を抜いてしまったスキピオは、目の前のファーレンの、微び妙みような表ひよう情じようの変化に気が付かなかった。彼は薄うすく笑っていた。

「もう一つ、良い事を教えてやる」

「何ですか」

「寵愛は何も小こ娘むすめ一人にではない！」

　残された左ひだり腕うでで、ファーレンは懐ふところから短刀を突つき出していた。突とつ進しんしてくる。気を抜いていたスキピオに、とっさに動けるだけの力はなかった。

　思わず目を瞑つむった瞬しゆん間かん、背はい後ごから高熱の熱気が頰ほおを掠かすめた。

「前に言ったな。消滅けすぞと」

　そのティアの一いち撃げきで、ファーレンの身体からだは骨ほねも残さず一瞬にして焼しよう却きやくされていた。わずかな灰はいと床ゆかに焼き付けられた影かげだけが、そこに人がいたのだという証あかしだった。

「すいません。助かりました」

「あ、いえ。とんでもないです」

　謝しや辞じに、ティアの態たい度どは柔にゆう和わに豹ひよう変へんした。魔ま物ものの常つねか、彼女は感情をそれほど抑えない代わりに、気持ちの切り替かえがとてつもなく早い。

「しかし、まさか最後に私を狙うなんて買いかぶりもいいところですよ」

「そうですか？」ティアは首を傾かしげた。

「陛へい下かは閣かつ下かを十分に信しん頼らいされておられると思いますよ？」

　こうして見ると、先さき程ほどの獰どう猛もうさは微み塵じんも感じられなかった。別にどちらが本当という訳わけでもない。どちらも彼女の素すの部分なのだ。

「そうですよ。信頼であって寵愛ではありません。その信頼も、能のう力りよくにであって私個こ人じんに対してではないのに」

「あたしにはわかりません」

　首を振ふるティアに、スキピオは笑みを向けた。

　陰いん謀ぼうだらけの中で魔物かのじよのような素直さは本当に清せい涼りよう剤ざいになるのだなと、皇サ帝ラが魔物に肩入れした訳に共感の意を示しめしたかった。

（ああ、そうでした）

　一つだけスキピオは思い出した。自分が皇サ帝ラに付き従したがっている訳を。

　自分は彼女に心しん酔すいしていたのだ。

　深く根深い復讐の手段として善政を選んでしまうような彼女の発想自体に、自分にはないものを見て平ひれ伏ふしてしまったのだ。

「それより、本当にありがとうございました。ティアカバンさん」

　感謝の言葉に、命を助けてもらった事と、忘わすれていたものを思い出させてくれた二つの意味を込めた。

　その謝辞に、秘ひ書しよ官かんは照れくさそうに、

「あたしはあなたの秘書官ですから。それと」

「それと？」

「ティアと呼んでくださいね」

　主あるじやナナとはまた違ったその笑顔に、スキピオは戸と惑まどった。

　感情に従順と言われて何の疑問も抱いだかせないのは、こんな笑顔なのだろうなと頭をかすめた。




　　　　４




　ナナに付いてラジャスが辿たどり着いたのは、薄うす暗ぐらい倉庫だった。

　そこかしこに奇き抜ばつな服ふく装そうが置かれている。だが、彼にはそれらをそもそも服と呼んでよいのかわからなかった。カチューシャに耳が付き、背せ中なかからは翼つばさが生え、レースで無む駄だに装そう飾しよくされたそれらは、彼の感覚では衣い装しようと呼べた代しろ物ものではない。

　だが、服には違いなかった。実際に着ている者が目の前にいるのだ。

　がさりと何かが地面に落ちる音が響ひびいた。視界の悪さも相まって、ふとそちらに目を向ける。落ちたのはどうやら服の一つのようだった。服にしては妙みように重い音だったが、奇き妙みような飾かざりが過か剰じようについているので重さもただの布ぬのとは違うという事なのだろうと納なつ得とくする。

「忘れ物とはここにあるものか？」

「はいですぅ。ちょっと待ってて欲ほしいのですぅ」

　灯あかりもつけていないのに、ナナは薄暗い中を特に不便もなく進んでいった。黄昏たそがれ時どきの明かりで不自由ないという事は、それだけこの倉庫内部の位置関係を熟じゆく知ちしているという事なのだろうと推すい測そくする。

　ラジャスは再ふたたび周りを見回した。

　異い質しつな服飾に取り囲まれて、感覚が何となく鈍にぶくなっているように感じた。

　夜行性に特化した魔物や逆ぎやくに視力を捨すてて別の感覚に頼たよるような魔物と違い、視力や聴ちよう力りよくなどの感覚は人間と比べて多少は高いものの、飛びぬけてまでとはいえない程てい度どだ。

　薄暗い中で不ふ明めい瞭りような確かく認にんしかできず、しかもここにある異質な服飾に見み慣なれてはいない。それらが重なってことさら異様に感じとれ、奇妙な圧あつ迫ぱく感を受け取ったのだ。しかも、どこからか隙すき間ま風かぜでも吹ふいているのか、ナナが動かしているのか、微かすかな衣きぬ擦ずれの音が絶たえ間なくささめいていた。音が小さいだけに、逆に違和感が募つのる。

　感覚を鋭えい敏びんにして確認しようとすればするほど、異空間の如ごときこの倉庫の異質さはより圧迫を強めていく。

（よくできている）

　ラジャスは感かん嘆たんした。心に逡しゆん巡じゆんを持つ者が一歩でもこの部屋に踏ふみ入れば、そのわずかな隙間に入り込んで動どう揺ようを広げていくだろう。小さな引っ掛かかりが幾いく重えにも積み重なり、大掛かりな演えん出しゆつ装そう置ちにも勝まさる精せい神しん的効こう果かを生み出している。

（これが、精神的圧迫を目的としてのものならだがな）

　本来の目的である服の倉庫としてなら、感嘆するほど効率的に役立っているとはいえない。副次的産物の方が主目的より高く効果を発はつ揮きするというのもまたよくある事だ。

　この薄暗さや異質な服飾の数々に、さすがに目が慣れ始める。それでもなお、ある種の妖よう気きにも似にた気配がこの場には漂ただよっていた。またどこかで衣擦れの音がささめく。

（これではまるで、怯おびえ驚おどろかせる余よ興きようのようだな）

　その場合は、不意にどこからか役者が出てきて驚かせるものだ。

　苦く笑しようしかけて、その瞬間ラジャスは己おのれの迂う闊かつさに気付いた。

　今この城しろには、誰とも知れぬ刺し客かくがうろついていたのだ。

　あまりに異質な空間に吞のまれ、その確認を怠おこたっていた。ほんの数瞬の間とはいえ、初めて来た馴な染じみのない場所で無む防ぼう備びさを晒さらしていたのだ。あるまじき失態だった。

　改めて周囲の気配に注意を配る。おかしな気配はなかった。ただ、この場所自体がおかしな気配を漂わせているために、感覚が鈍どん麻まさせられている可か能のう性せいもある。

「探し物はあったか」

　声に出して少女の確認を取った。返答がない。広いとはいえ、声が届とどかないほどの広さには見えなかった。

（くっ！）

　わずかな焦あせりを覚えて奥おくへと入る。あの少女の無事を守る義ぎ務むはなかったが、自分の目の前で何かを許ゆるしたとあっては、誇ほこりが許さなかった。もちろん、そんな隙を軽々しく見せた自分自身に対しての怒いかりだ。

　奥へと進もうとするが、立て並べられた服の過か剰じような装飾に邪じや魔まされて思うように進めない。「ちぃっ」珍めずらしく舌した打うちした時だった。

　すぐ横の服の隙間から、暗くら闇やみの中で輝かがやく何かが突き出される。

　剣けんだ。

　そう判断した瞬間、異様な気配に鈍らされていた感覚がようやく鋭敏に戻もどった。危機を前にしてようやく平静を取り戻したなど、屈くつ辱じよく以外の何物でもない。

「刺客とやらか？」

　左手で鞘さやから半身だけ剣を抜ぬき、剣けん戟げきを受け止める。

「あの少女には借りができた」

　ラジャスは苦々しくつぶやいた。

　そもそも傍そばにいる事を容よう認にんした時点で、少女は暗に護ご衛えいを請うけ負ってもらえたのだと捉とらえてしまっていたかもしれない。それが勘かん違ちがいである以上果たす義ぎ務むはないにしても、頼たよられてそれをふいにしたという事実は残る。

　これが元々そうするつもりでの事ならともかく、単なる迂闊さから招まねいたのであれば負い目を感じて然しかりの状じよう況きようだった。

　突き出された剣の元を一いち瞥べつする。それだけで、そこに置かれていた服が青い炎ほのおをあげて炎えん上じようする。青炎は、他に燃もえ広がる事もなくその一瞬で消しよう滅めつした。普ふ通つうの炎ではない。魔力によって生み出した炎だ。

「我われが相手をする」

　鋭するどく、目線を周囲に這はわせる。

　自分の魔力を使う感覚は取り戻せていた。だが、先の攻こう撃げきで手て応ごたえはなかった。避よけられている。

　ラジャスは再び気配を探さぐった。異質な場の気配に感覚を鈍らされそうになるが、殺意が込められた強い気配を見失う程ほどの邪魔にはならない。

　それでも気配はなかった。単たん純じゆんに、相手が気配を操あやつれるだけの手て練だれだったという事だ。

　ますます、己の不明を詰なじった。相手がその気なら、無防備さを晒していた間に何度となく攻撃を許していたという事だ。

　気を入れ直す。

「覚かく悟ごしろ」

　ラジャスの言葉に反はん応のうして、暗闇の中に一いち抹まつの光の粒つぶが舞まった。

「そこかっ！」粒りゆう子しの中心を断たち切る。

　すると、

「ちぃっ」舌打ちと共に一つの人ひと影かげが宙ちゆうに跳とび出した。すぐさま別の闇に紛まぎれ込こむ。

「無む駄だだ」

　再び告げると、遠くの暗闇でまた光の粒が舞った。すかさず、粒子の中心を今度も火柱で燃え焦こがす。

「見たところ一人か。よく避ける」

　炎の圧力に粒子が散って消える。そして三み度たび、また別のところで粒子が舞った。

「それは我わが魔力によって炙あぶり出される生命いのちの灯ともしびだ。汝なんじの生命がある限り光り続ける。

　闇に紛れても無意味だ」

「そういう事なら、確かに」

　ガサリと衣きぬ擦ずれの音をさせ、闇から人影が現あらわれた。

　その姿すがたに、目を細めた。

「貴様。たしかエフェス」

　現れたのは、隠いん者じやの姿の謀ぼう臣しんエフェスだった。彼は、濁にごった声で笑った。

「覚えていたかね」

「首しゆ謀ぼう者しやはお前だったか？」

「そうなるね。もっとも、仲間などいないがね」

「ならば、今騒さわいでいる者達は……」

「勝手に踊おどっているだけだね」

「そうか」

　剣を抜いた。ここに至いたって、手て加か減げんを加えてやる必要性などなかった。

「あの少女はどうした」

「知らないねぇ」

「とぼける気か？」

　妙みような焦りがあった。魔力で炙り出した灯は一つだった。あるべきもう一つがない。

「いやいや。というか、君はあの娘むすめの居い場ば所しよを知っていたのかね？」

　返ってきた言葉にラジャスは眉まゆを顰ひそめた。エフェスの態度に誤ご魔ま化かそうという素そ振ぶりは微み塵じんもない。根本的に話の内容が通じていないのだ。

「少女に連れられ、我はここに来た。その少女がここにいない」

「何と！　こりゃ迂う闊かつだったねぇ」

　エフェスは天を仰あおいだ。「まさか、君のところに行っていたとはね。いやいや。あの娘も安全な場所は知っていたという事かね」

　彼はただ状じよう況きようを述のべただけだったのだろうが、ラジャスにとっては痛つう烈れつな皮肉だった。迂闊にも隙すきを晒さらしたのだ。

　どちらにしろ、彼は本当に知らない様子だった。

　そして、ここに至ってようやく、彼の意図がラジャスにも読めた。自分の勘違いを悟さとる。

　彼が剣を向けて来たのは、少女への障しよう害がいだったからではない。

「そうそう。狙ねらいは君だったのだよ。最初から」

　エフェスは、その特とく徴ちよう的な杖つえを持ち上げた。

「あんな書しよ簡かんを送りつけてやったのも、実を言えば帝てい国こくの奴やつらに君を捜し出させるためだったのだよ。尋たずね人を捜すのに帝国の力は絶ぜつ好こうだからね。勇者かどうかなど、本当にどうでも良かったのだよ。それを変な方向に曲げてしまって。おかげで罪つみのない少女が一人ピンチみたいじゃないかね」

「貴き様さまは誰だれだ？」

　詰るような言いようは無む視しする。あの少女本人に言われたのなら言い返す弁べんもなかったが、元々の原げん因いんが何を言ったところで厚こう顔がん無む恥ちもいいところだ。

「帝国の奴らと言ったな。二ふた心ごころ抱かかえた謀臣達とも違うようだ。貴様はいったい何者だ」

　エフェスがフードの中で口元を歪ゆがめる。

「この姿の通りだよ。一度は世を捨すてた身。もはや世に出るべき者ではない。それでも出てきたのは……」

　話しながら、エフェスは杖を握にぎる指の力を小指から少しずつ抜いていた。握られていた杖の先せん端たんは、その支ささえを失い重力に従したがって滑すべり落ちていく。

　同時に、光こう沢たくが暗闇に煌きらめく。杖の中には細い刀身が仕込まれていた。

「君が邪じや魔まだからだよ」

　乾かわいた音をたて、杖先が落ちた。

　エフェスが宙を跳とぶ。隠者のローブを靡なびかせ、細身の刀身が閃ひらめいた。

「無駄だ。我わが身体からだはその程てい度どでは傷きずつか……」

　言葉を止めた。

　エフェスが笑う。「誰が傷つかぬと？」

　信じられない思いで、ラジャスは己おのれの肩かたを見やった。皮ひ膚ふ一いち枚まい斬きられていた。もちろん致ち命めい傷しようではない。

　致命傷ではないが、斬られたという事実が驚おどろきだった。少量とはいえ、魔力が戻もどり魔物本来の頑がん強きようさを取り戻した皮膚を、あの細い刀身で斬ったのだ。

「余よ裕ゆうは止やめる事だよ。総そう督とく閣かつ下か？」

　再びエフェスが床ゆかを蹴けった。地を這はうような剣けん戟げきが迫せまる。それを斬り払はらおうと剣を構えた途と端たん、突とつ然ぜん奇き妙みような感覚が襲おそった。場に漂ただよう異い質しつさとは違う、何か積極的に働きかけてくる感覚だった。

（何だ？）

　目がくらみ、わずかに手がぶれる。それだけで十分だった。斬り払おうとした狙ねらいがそれる。

「くっ」

「避よけるかね。さすがに並なみの魔物とは違うよ」

　もう見なくてもわかった。左腕うでを斬られている。皮膚の上を、血が流れた。

「貴様、いったい」

「言ったはずだね。隠者だよ」

　答えると同時に、エフェスは次々と剣けんを繰くり出す。細身の剣が宙を滑るようすは、空を舞まい、風に流れるようだった。

　その剣を払い避けようと、剣を振るう。だがそのたびにあの違い和わ感が襲い、結果どこかを斬り裂さかれる。

「全力は出さぬままかね」

　斬りつけるエフェスが笑った。

「君の真しん価かはこのようなものではない。違うかね」

「だったらどうだというのだ」

「楽で良いよ」

　挑ちよう発はつされている。それがわかった。

「ならば、」

　剣を床に突つき立てた。

　自分の魔力に意い識しきを集め、研とぎ澄すませる。

（私が魔力を操あやつるという、その意味を知るがいい）
















　この者は本気でわかっていない。魔力なしでさえ他者の魔力を操れる自分が、自身の魔力を操るのにどれほどの労力をかけるというのか。

　かつてに比べれば魔力は少ない。だからこそ、意識は逃のがれることなく全すべてに行き渡わたる。

　火柱をあげる程てい度どなら意識する事もなく造ぞう作さもなくできる自分が、本気で意識して練り上げる魔力の奔ほん流りゆうを。他の魔物を圧あつ倒とうした、微び細さいで強圧な狂くるえる程ほどの滅ほろびの宴うたげを。

「思い知るがいい。己おのが不明を」

　右手を掲かかげた。

　空気が弾はじける。空圧に、奇き抜ばつな衣い装しようの数々が吹ふき飛ばされていった。

　千切れた繊せん維いが風に流され渦うずとなっていく。

　それらが極きよく限げんまで集まった瞬しゆん間かん、繊維が燃え上がった。摩ま擦さつで燃えたのではない。風が炎ほのおを纏まとい始めたのだ。

「千の風ふう刃じんと千の獄ごく炎えん。共に受けろ」

　指先に集まった渦が弾ける。そこから、それこそ千を数える線せん条じようが飛び散った。

　その全てが一いつ斉せいにエフェスに向かって直進する。

　その渦の中、何を思ってか彼は剣けんを空から振ぶりさせた。

　再び違和感が走る。

　そして……。

「何！」

　思わず驚きよう愕がくの声をあげざるを得なかった。

　先程まであれほど緻ち密みつに操れていた魔力が、一瞬拡かく散さんしたのだ。その一瞬は、攻こう撃げきの操そう作さを不ふ能のうにさせるのに十分だった。

　操り手から離はなれた数あま多たの線条が、操り手を失って四方に飛び、飛び散った線条に、壁かべが、床が、衣装が、細切れにされ燃えつくされていく。

　その雨のような無数の攻撃は、放った当事者たる自身にも跳はね返ってきた。

「ちぃ」

　右手を一いつ閃せんする。向かい来ていたものだけでなく、あちこちで荒あれ狂っていた炎風も搔かき消す。あの積極的に働きかけてくる違和感はなかった。長いブランクに感覚を忘わすれて魔力を操りかねた訳ではない。

「暴ぼう走そうを止めるのも一瞬。さすがだね」

「貴様……」

　奥おく歯ばを嚙かみ締しめてつぶやく。からくりはわからない。わからないが、これは……。

「魔力が定まらなかった。そうだね？」

　エフェスはにやついた笑えみを浮うかべた。

「君はたしかに凄すごい。私には見えないが、精せい細さい緻密に魔力を練り上げているのだろう？」

「…………」

「故ゆえにだよ」

　エフェスは剣を振り上げた。動作の一つ一つが芝しば居いがかっていた。挑発のためにというのなら、十分過ぎるほどの効こう果かを出していた。

「故に、些さ細さいな邪魔が全すべてを台無しにする。寸すん分ぶん違たがわず、狙い計算し尽くされ、絶妙に保たもたれた均きん衡こうだからこそ、一つの違いが全てを狂わす。

　私は精密なそれに小さな破は片へんを投げ込んだだけだよ」

「…………」

「乱らん雑ざつな扱あつかいしか知らぬ魔物ならこうはいかない。せいぜい魔力に揺ゆらぎを与あたえて、魔力の保護を失った箇か所しよを斬り裂ける程度だよ。魔力さえなければ君達の皮膚は脆もろいからね。

　皮肉なものだよ。君は君自身の手しゆ腕わんによって、私に絡からめとられるのだよ」

「なめるな」

　ラジャスはつぶやいた。エフェスはその言葉に黙だまる。

「読めた」

　今度は、ラジャスが攻せめ寄よる。剣の攻こう防ぼうが先さき程ほどと逆ぎやく転てんする。

　しかし、ラジャスの攻撃は単調だった。傍はたから見れば大おお雑ざつ把ぱに剣を振るっているようにしか見えないだろう。エフェスはただ剣を前にして防ふせいでいれば良いだけだ。

　なのに、今度はエフェスに焦あせりの色が募つのる。

「使いすぎだ。からくりは……」

　剣と剣がぶつかり、火花が散る。

「音か」

　目を見開き、エフェスは後ろに跳とんだ。近くの衣装立てを転がして追撃を邪じや魔ましようとするが、ラジャスに追撃する気は元からなかった。その場を動かない。

「その奇き妙みような杖つえ先さき。笛だな」

「く……」

「その形けい状じようは剣の柄つかにしては奇妙だ。だが元よりある程度の丸みがある杖ならば、不自然がられはしても納なつ得とくはさせられる。

　貴き様さまが杖で隠かくしていたのは刀身ではない。その笛だ」

「ふふふ……はははは……」

　エフェスは笑い声をあげた。

「この偽ぎ装そうには自信あったんだけどね」

「他の者なら気付きはしまい。だが、我なら気付ける」

「そうか。そういえばそうだね。君は魔力なしで魔力を操あやつった」

「そうだ。魔力がなくても魔力は操れる。空気の流れや温度。ささいな筋きん肉にくの微び動どう。それら幾いくつもの条じよう件けんを重ねればだが」

　ラジャスは右手で頰ほおの傷をなぞった。魔力を失った、あの時の記き憶おくを忘わすれる訳わけがない。

「やり方さえ知っていれば、見えなくてもできるだろう。人間にも魔力は操れる」

「はははは」

　エフェスは濁にごる声で低い笑い声を何度も上げる。これも演えん出しゆつだとわかっていれば、気には障さわらない。

「そうだよ。それが、人間でも魔物を倒たおせる種って事だね。

　最初は君達との戦いの中で起きた瞬間的な偶ぐう然ぜんだよ。それでも、君達との戦いは長かったんだ。その長い間に、偶然の中の必然を探し、幾度となく繰り返し試ためして、再さい現げんできるようにしたのがこれなんだよ。個々人によって色々違ちがいはあるだろうけどね。

　聞いた話じゃ、引っこ抜ぬいた歯の替かわりに穀こく物もつを詰つめるだの、決まった場所で何日も寝ねさせるだのと、やった方もやられた方もよくわからない可お笑かしな理由で魔力が増ぞう減げんした事例もあるみたいだねぇ。一度きりで二度目は起きなかったらしいけどね」

「貴様の場合は音という訳か。剣を振るたび、風を受けその笛が鳴る。

　音と認にん識しきできぬが、耳には届とどく音。お前達が使う犬笛というものと同じだな」

「そうだよ。それに、これなら人間にも効きくんだね。鼓こ膜まくを震ふるわせて平へい衡こう感覚を狂わせてしまう」

「話はそこま……」

　最後まで言い切れなかった。再びあの妙な感覚に襲おそわれたのだ。

　種は見抜いたはずだった。相手は剣を振っていない。

「君には効くだろ？　前の傷がまだ癒いえきってないんだ。皇こう帝てい陛へい下かに斬きられた傷がね」

　ラジャスはようやく気付いた。あの奇妙な感覚は確かにエフェスが紡つむいだ音によるものだ。だが、根本的な勘かん違ちがいをしていた。音で感覚を揺ゆるがされていた訳ではない。音はきっかけに過すぎなかったのだ。

「彼女との戦いで、君は本来死んで当然の傷を受けていたね。今生きているのは、その魔力あってこそ。違うかね」

　挑ちよう発はつとわかっていても、勝ち誇ほこったような声は癇かんに障った。自分自身ですら忘れていた事実をこの者は覚え、きっちりと利用していたのだ。

「魔力が揺らぐたび傷が痛いたんだろう？　それとも傷によるものとは思わなかったかな？

　どうやら内ない臓ぞうの方にまで達していたようだからね。どんな症しよう状じようが出たかわかったものじゃない。魔力が戻もどればいったん癒えるとはいえ、そうとう体力を削けずられていたはずだ」

「貴様……」

「その上に大量の魔力を使ったあの攻撃。魔力がなくなれば、今度こそ君死ぬよ？」

　その言葉を、ラジャスは苦々しくも受け止めざるを得なかった。間違っていない。

　彼の言動は全すべて計算されていた。芝居じみた大げさな身振りは全て、こちらを死の網あみに誘さそい込こむ罠わなだった。たっぷりと時間をかけ、じわじわとからめとる粘ねん着ちやく質しつな謀はかりごとだ。

　挑発されているとわかった上で乗ってしまった、自分の不注意だった。

「そういう事か」

「そういう事だね」

「色々と……くっ」

　突とつ然ぜん、身体からだに激げき痛つうがはしる。身をよじり、胸きよう部ぶを押おさえた。

「理り解かいというのは怖こわいものだよ。気付かないからこそごまかせる。知らないからこそ自分を騙だましておける」

「ぅっ」

「今となっては無理……だろ？」

「黙だまれ」

　エフェスを睨にらみ付ける。呼こ吸きゆうの乱れが激しくなりつつあった。視し界かいも揺らぎ始めている。

　長ちよう弁べんは単なる時間稼かせぎだと理解する。きっかけを与あたえ終わった彼は、ただ待っているだけでも目的を果たせる。

　時間は限かぎられていた。それでも、ラジャスには訊きかねばならぬ事があった。

「貴き様さま……いったい何者だ」

「言ったはずだよ。隠いん者じやだね」

「なぜ……我われを狙ねらう」

「言っただろう？　邪じや魔まだからだよ。道どう標ひようは一つでいいよ」

「道標だと？　評ひよう価かし過ぎだ。今の我は貴様と変わらん。世を捨すてた身だ」

「いや違うね」

　言って、エフェスは両手を広げた。

「思い出すが良いね。たった一言で君は流れを変えてしまった。良くも悪くも、君は影えい響きよう力りよくが有り過ぎるんだよ」

　エフェスは剣を振ふり上げた。次でけりをつける気なのは間違いなかった。

　ただ待っているだけでもそれなりの効果は出るだろうに、自分で止とどめをささなければ気が済すまないのだろうか。

（違うな）

　ラジャスは苦く笑しようした。口角をわずかに上げただけで痛いたみが走るが、問題にしない。

　今までの言動からして、彼は性せい急きゆうに自分から動くことを是ぜとしていない。単に、待っているだけでは不十分だと判断したのだろう。

（やはり、買いかぶり過ぎだな）

　だが、この展てん開かいはラジャスにとっても望ましいものだった。一秒の重みはより切実だ。

　意思が身体の不調を上回っている内にけりをつけざるを得なかった。

「周囲の方が君を放ほうっておかない。そう。あの娘むすめと同じくね」

　すでにエフェスの身体はラジャスの目の前にあった。

「だから、さよならだ」

　突つき出される剣が胸を貫つらぬきかけた瞬しゆん間かん、

「そちらがな」

　ラジャスは笑った。

　彼の実力は凄すさまじかった。だが、やはりわかっていなかった。他人の魔ま力りよくを操あやつるという事は、どういう事なのか。

　手の内を見み誤あやまっていたのはお互たがい様だ。

「まさか！」

　驚きよう愕がくに目をみはるエフェス。

　それはそうだろう。自分の周囲を火球が取り巻まいていたら。

　エフェスの驚おどろきは一瞬だった。次いで笑い、

「相打ち覚かく悟ごかね。それなら私の狙い通りだよ？」

「愚おろかな事を言うな」

「しかし、こうやって魔力を使えば……」

「誰だれも今この内にある魔力を使っているとは言っていない」

「なっ！」

「先さき程ほどばら撒まいた魔力の残ざん骸がいの再利用だ。

　気付かぬか？

　他人の魔力を操れるのだ。すでに使い終わった自分の魔力を使うのに何の不自由がある」

「そこまで！」

「できるのだ」

　ラジャスは目の前の剣けんを摑つかんだ。妙みような音で魔力を揺るがされなければ、この程度の切れ味の剣では皮ひ膚ふは切り裂さかれない。

「さらばだ、隠者」

　火球に意い識しきを集中させ、

「いや。私の勝ちだよ」

　エフェスは笑い、口を尖とがらせた。

（そうか！）

　過あやまちに気付いた。剣を摑んで止めた事で安心してしまった。

（思い違いはこちらも同じかっ！）

　彼は剣を振って風を受ける事であの笛を鳴らしていた。だから、笛本来の使い方を失念していた。

　普ふ通つう笛は吹ふくものだ。口で。

「これで！」

「その前にっ！」

　ラジャスは傷ついた左腕うでをエフェスの顔面に繰くり出した。吹かれる前に叩たたき潰つぶすつもりだ。だが、一瞬遅おそかった。エフェスの吐と息いきが笛の空くう洞どうを震ふるわせる。

　ラジャスの意識は揺れてあの激痛が走り、操り手を失った火球が暴走しかけて──

　突とつ然ぜん、消失した。

　同時に意識が戻もどる。

　戻ったが、身体が動かない。どうやら頭などは動かせるようだが、手足は何かで拘こう束そくされたように自由が利きかなくなっていた。

　エフェスに「何の冗じよう談だんだ」と言おうとして、間違いに気付いた。彼の仕し業わざでもない。彼もまた動きを止めさせられているようだった。

「……そうだったんだね」

　エフェスは観念したように、肩かたを落とした。

「ここの支し配はい者しやは君なんだね」

　ラジャスは視線を動かして、周囲を見み渡わたした。

　衣い装しようが床ゆかに落ちていた。燃もえたものもある。切り裂かれたものもある。だが、それらは全すべてではない。戦いの被ひ害がいを免まぬかれていたものもある。

　それも含めた全てが床に落ちていた。裁さい縫ほうの糸がほどけ、衣装としての原形を保たもたず、ただの布ぬの切きれとして床に散らばっている。

　残骸の幾いくつかが目に入った。

　柔じゆう毛もうで飾かざられた耳、キルト生き地じで縫ぬい上げられた羽、猫ねこ科かの動物の手を真ま似ねた手て袋ぶくろ。

　その時になって、ようやく思い出した。

　この部屋の持ち主が誰か。自分は、誰にここまで連れてこられたのか。

「お前か」

「はいですぅ」

　天てん窓まどから照らされた月光に、何かの耳が揺れた。
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　男は愛用の剣けんを握にぎりしめた。腕が動くなら、まだできる事がある。

　魔ま王おうだといっても、この少女に対してはもう感覚的な嫌けん悪お感はなかった。色々と規き格かく外の、意表ばかり突ついて来る少女は本当に興きよう味み深かった。

　今あるのは、それでもなお義ぎ務むとして倒たおさねばならぬ敵てきだという認にん識しきだ。

「悪いな」

　小さくそれだけつぶやいて、男は剣をわずかに振ふり上げた。

　その瞬しゆん間かん、少女は目を見開いて、両手で耳を塞ふさいだ。苦く悶もんの表情で、地面に倒たおれこんでいく。

「な……く……」

「このまま、こうさせてもらう」

　男はただ、わずかに動く腕を上下に振っただけだ。剣を振る事で風を受けさせ、音なき音を鳴り響ひびかせる音おん響きよう装そう置ち。それが愛剣の正体だった。

　音を響かせ、人の聴ちよう覚かくから脳のうを揺ゆさぶり、感覚系を麻ま痺ひさせる。慣れている男自身ならともかく、普通の人間はその最中は動く事はできない。

　そして、魔物の魔力すら揺るがす秘剣中の秘剣だ。

　本来、振る勢いきおいで入り込こむ風のスピードを調整するのだが、それほど腕を動かせない。ただ、今は風が吹いていた。剣を傾かたむけてそれで調節すればいい。

　それを思い出させてくれたのは、皮肉にも少女に風上から毒を盛もられたからだった。

「動けないのは一時間といったな。それが、お前の余よ命めいだ」

　人間に対してこの音でできる事は、せいぜい感覚を麻痺させるくらいの事だ。ただの時間稼かせぎだが、それで十分。動きを取り戻もどせれば、それで勝利は確かく定ていする。

「悪いな」

　男がつぶやいたときだった。少女は微笑ほほえんだ。苦く痛つうに歪ゆがんでいたが、それは確かに微笑みだった。

「わたしを殺すのに『悪い』なんて言ってくれたの、人間じゃあなたくらいかも」

「…………」

「だから、わたしも言うわ。悪いわね」

　男は少女がとった行動に驚いた。少女は震ふるえる手で剣を少しだけ抜ぬくと、その僅わずかに現れた刀身を握にぎりしめたのだ。いかに刃やいばの根元は切れ味が悪いといっても、全く切れないわけではない。握った少女の左手から血が滴したたり落ちる。

「まさか、痛みでこの『音』から逃のがれるつもりか？　それは浅はかだと……」

　全てを男は言えなかった。

「ふぅ」と一息ついて、少女は立ち上がった。

　おかしい。男は訝いぶかしんだ。この音の中、自分以外が立てるはずがない。この感覚攻こう撃げきは痛みで誤ご魔ま化かせる類たぐいのものでもない。

「あ、ごめん。何言ってるかわからないわ」

　口をまごまごさせていたからだろう。少女は何か言ったと勘かん違ちがいしたらしい。

　そう思った瞬間、男は間違いに気付いた。この音の中を普通でいられるという事は、今この少女は何も聴きこえていないのだ。

　そして思い出す。あの剣に、前もって少女は何かを流していた。

「神しん経けい毒どく！」

「あー。やっぱ聴こえないわ。視力も何か悪くなってるし、効きかせすぎたかな」

　とんでもない事だった。この少女は感覚攻撃から逃れるために、自分で自分の神経を麻痺させたのだ。

　前もって、それを剣に仕込んでいたとなると。

「いつ気付いた」

「え？」

「い・つ・き・づ・い・た？」

　男はもう一度、ゆっくりと口を大きく開けて言い直した。この少女なら、ある程度の読どく唇しん術じゆつはできると考えたからだ。視力も落ちていると言っても、口の動きがわからないほど視みえない訳ではないらしい事は今までのやりとりでわかっていた。

　思った通り少女には伝わった。

「ああ。その柄つかに空いている穴あな。よく見たら笛の穴に似にていたから、これは何かあるかなぁと思って。形も妙みようだったし。

　だめよ。暗器を隠かくすなら、不自然には見えないようにしないと」

「あはははははははっ」

　男は大声で笑った。完全な敗北だった。

　最初から負けていたのだ。







　終　章　輝かがやく星は……







　　　　１




　天てん窓まどに座すわっていたのは、ナナだった。彼女は腰こしをあげ、

「今、そっちに行きま……はわっ」

　バランスを崩くずして落下した。

「ほわっ」

　しかし、空中で立ち上がる。

　彼女の足元が月光に照らされて輝いた。きらきらと輝く細い線のようなものが、より集まって彼女の足場をつくりあげていた。

「ふぅ。かんいっぱつですぅ」

「まったく」

　つぶやいたエフェスの声は、今までのような濁にごった声ではなかった。清くもないが、渋しぶみのある声だ。今までは声を変えていたのだ。

　温かみを帯びた声と同じように、フードに隠かくされたエフェスの顔は綻ほころんでいた。それだけの事なのに、まるで別人のような印象に変わった。

「ドジを技わざで補おぎなうのは変わらないね」

　その穏おだやかな表ひよう情じようで、ラジャスはエフェスの正体にようやく気付いた。

「はわっと」

　何かの足場から、ナナがぴょんと跳とび下りた。輝く足場が消える。

「はわぁ。またですぅ。せっかく縫ぬい直してもらったのにぃ」

　何か、残念そうな目を上に向け、

「それより、すいませんでしたぁ。ラジャスさま」

　ナナが頭を下げた。心なしか、長い耳もしゅんと垂たれ下がっているように見える。

　いや、確かく実じつに垂れ下がっている。何かでそうさせている。

「思い込こんだら一いち途ずなんですぅ。ばかですぅ。あほですぅ。めいわくかけですぅ」

「それは私の事かね」

「自分で置いた爪つめきりの置き場所も忘わすれるんですぅ。おじさん臭くさいですぅ。抜ぬけ毛が気になりますぅ」
















「いや。抜けてはいないよ」

「若わかい人の顔も見分けられません。注意は一度言ったらわかるって言うくせに、ぜったい覚えてないんですぅ。そのくせ、自分は同じことを何度も繰くり返すんですぅ」

「そうかなぁ」

「うざいですぅ。えいっ、えいっですぅ」

「あ、こら。ポカポカ叩たたくんじゃない」

「でもぉ」

　ふいに叩く手を止め、ナナはラジャスに目を向けた。瞳ひとみは潤うるんでいた。

「お父さんなんですぅ」

　ふうとラジャスは息を吐はいた。

　気付く要よう素そならいくらでもあったのだ。

　自分をここまで追おい詰つめられる達人で、世よ捨すて人。そして何より音を使う。

　旋せん律りつのレイ。

　自らを死んだ事にして隠いん遁とんしていた、当代六ろつ輝き星せいの一人。

　そして、ナナの実父だった。

「その二つ名は、戦う姿すがたからきていると聴きいたが」

「らしいね。でも、やっぱり聴こえていたんだろうね。音と認にん識しきできなくてもね」

　エフェス、いや。レイは、フードの奥おくで困こまったような顔を見せた。

「さて、ナナさん？　そろそろ解といてくれませんかね」

「いやですぅ。むすめのせっかくの心こころ遣づかいにきづかないような親はそこでつったっているのですぅ」

「なるほど。ここに彼を連れ込んだのは私に手を出させないためかね」

「何のことですかぁ？」

「とぼけ……ているのか、いないのか。ほんとわからない娘むすめに育っちゃったなぁ」

「……戦うの止やめますかぁ？」

「もう無理だよ。それに、さっきも言ったけどここは君の領りよう域いきなんだろう」

　ナナが、少しだけ首を傾かしげたように見えた。困こん惑わくなどの感情によるものではない。何か意図的な、何かのきっかけを与あたえるような動作だ。

　すると突とつ然ぜん、身体からだを拘こう束そくしていた何かが解けていく。きらりと光る物が、少女の造つくり物の耳の中に入っていった。

　ラジャスは近くで目を凝こらし、ようやくその正体に気付いた。

「糸か」

　思わずついて出た言葉に「はいですぅ」と律りち儀ぎに答えられ、戸と惑まどう。

　やはりこの少女はまるで要領をつかめなかった。性せい格かくは単たん純じゆんなようでいて奥が深い。それでいて、総そう合ごう性せいがとれているようで全くとれていない。なぜあの時この場にいなかったのだろうという疑ぎ問もんが頭の片かた隅すみを掠かすめた。まるで理り解かいできない。

（余よ人じんには計り知れぬ理由で珍ちん妙みような行動をとるものはどこにでもいる……か）

　出会った時からそうだった。直感的に何かを感じ取っていた。だからこそ、ファーブニルの攻こう撃げきを受けていたとき思わず手を出してしまったのだ。あれは守ったわけではない。

　この少女に能のう動どう的に動かれると、何か障しよう害がいになりそうな予感がしていたのだ。

（勇者と誤ご解かいされるのも、別の意味であながち偽いつわりではないのかもな）

　ラジャスは四し肢しの自由を確認して、改めてナナを見た。

　ナナは造り物の耳を頭から取り外して、大事そうに抱かかえている。

　それこそが、彼女の武ぶ器きだった。その内に糸を隠しこんで、目的に応おうじて引き出していたのだ。妙にぴょこぴょこと動く耳やしっぽも、そこから出した糸で操あやつっていたのだ。感情に合わせて色々と動かしているあたり、芸も細かい。

　周りの衣い装しようもまた、隠し場所だった。ボロボロの布ぬの切きれになって散さん乱らんしているのも、裁さい縫ほうに使われていた糸を使ったからなのだ。

　ラジャスはレイの言葉を思い出した。

『ここは君の領域』

　確たしかに、この少女の領域だった。

　隠し武器の只ただ中なかに、そうとは気付かず誘さそい込まれていたのだ。

（周りに人を張はり巡めぐらせて、全すべての糸を共きよう振しんさせる。聴こえない音による感覚攻撃。魔ま力りよくを完全に搔かき消すとは、限げん定てい空間内での威い力りよくは父親以上か）

　ラジャスがそんな風にナナに気をとられていた瞬しゆん間かんだった。

　レイが後方に飛んで、距きよ離りを開けた。

「お父さんっ！」

「誤ご解かいするんじゃないよ。ナナさん。前言通り、もう戦う気はないよ」

「だったら何で逃にげるんですかぁ」

　ナナの問いかけに、レイは微笑ほほえみを返した。

「彼女は、二度目は許ゆるしてくれないだろうからね」

「サラさまですかぁ。サラさまなら、きっと許してくれますぅ。お兄ちゃんも許してもらえたですぅ」

「そうじゃないよ。君の考えている事とは違ちがう意味でだよ」

　レイは剣けんを振ふり上げた。

「彼女に捕つかまったら、今度こそこき使われてしまう。世に隠かくれた者が再ふたたび出てきたんだ。もう見み逃のがしてはくれないだろうね」

「良いじゃないですかぁ。ゼクスお兄ちゃんもいますぅ。一いつ緒しよに働きましょうよぉ」

「隠いん者じやの出番など一度っきりだよ。世界を動かすのは、結局は表に住む君たちだ」

「都合のいい事を」

　ラジャスは苦々しく呟つぶやいた。

「世から離はなれていた我われを引き出したのは貴き様さまだろうに」

「はっきり言おう。ラジャスさん。貴方あなたは闇やみに隠れられるほど輝かがやきを失っていないよ。だからこそ恐おそろしかったのだよ。輝きを失わないのなら、こちらで消すしかないだろう？」

「ばかですぅ。あほですぅ。やっぱりばかですぅ。なにもわかってないですぅ」

　ナナは、その舌した足たらずな口調でまくし立てた。

「目印は一つで良いのだよ、ナナ。あっちこっちに散らばっていたら、みんなどこに行けばいいかわからない。本当の目的を見失ってしまうのだよ」

　諭さとすようなレイの言葉は、悲しみを帯びていた。六輝星の権けん限げんで世を渡わたり歩く事ができた彼が見てきたのは、群ぐん雄ゆう割かつ拠きよの現げん実じつだった。

　いくつもの国が興こう亡ぼうし、同どう盟めいし、分ぶん裂れつしていく。そしてそのたびに、少なくない血が流れていくのだ。数あま多たの裏うら切ぎりに、虚きよ々きよ実じつ々じつの探さぐりあい。そこに情の入る余よ地ちは欠片かけらもなく、完全な実力至し上じよう主しゆ義ぎが貫つらぬかれる。しかも悪い事に、その実力も決して純粋な能力とは限かぎらないのだ。

　諫かん言げんと讒ざん言げんの区別もつかぬ暗あん愚ぐな王に導みちびかれてしまったが故ゆえに、口だけが達者な奸かん臣しんが幅はばを利きかせ、忠ちゆう臣しんを誅ちゆうして滅ほろぶ国もあった。あまりに抜ぬきん出て力を示しめしすぎたが故に、周りの反感を一いつ斉せいに買い集めて叩たたかれる国もある。

　誠せいも詭きも、虚も実も、人々の意思が絡からみ合い干かん渉しようしあうのが群雄割拠だ。

「光が数多あれば人は惑まどわされる。それぞれの光がそれぞれの道を照らし出して、一つ一つは真まっ直すぐだった道が織おり物もののように編あみ込まれていって、まるで道の意味を成さなくなる。そんな中で流れた血は犠ぎ牲せいの意味すら失ってしまう。

　犠牲を強要するつもりはないけど、すでに失われてしまったものなら活用していくのが残された者のせめてもの義ぎ務むだよ。

　光は一つに。全てがそこに集約すれば、彼らの生命も無む駄だではない」

「違うですぅ。そういう事じゃないんですぅ。だから馬ば鹿かだっていったですぅ」

　実父の深しん刻こくな説法を、呆あきれ口調でナナは一いつ蹴しゆうした。

「光がいっぱいあっちゃだめとか、一つが良いとか、わたしが言ってるのはそういう事じゃないですぅ」

「では何だい」

「そもそも、光の要よう素そがあったって輝かがやけないと意味ないってことですぅ。がんばろうって思わないと、お星さまも輝かないのですぅ」

　満面の笑えみでナナは答えた。春の日差しのような、ほわほわとした空気を振り撒まいて。

「でも、だめオヤジには細かいことは教えてあげないのですぅ。女の子の秘ひ密みつですぅ」

　レイは天てん井じようを仰あおぎ見て、深く長く嘆たん息そくした。

「我わが子ながら考えが読めないよ。父親失しつ格かくかね」

「知らぬ」

「だろうね」

「で、そういう貴様はどうなのだ、六ろつ輝き星せい。貴様とて光だろうに」

「どちらにしろ、私はもう輝きを失った星なんだよ。

　輝き光るのは、とっくの昔に彼女に任まかせてあったんだ。

　だから……」

　レイは、振り上げていた剣を振り下ろした。しゃがみ込んで床ゆかに叩たたきつけた笛が、砕くだけ散った。弦げんが切れたときのような、耳みみ障ざわりにかく乱らんする音の氾はん濫らんの中、

「もう、隠者には関係ないんだね」

　その声と、身体からだを覆おおっていたフードをその場に残し、彼の姿すがたは忽こつ然ぜんと消えていた。
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　竜りゆう車しやによる空の旅からサラが戻もどったのは、予定通り八日後だった。ソウシフォンで予定外の面めん倒どうが少しあったとはいえ、問題になるようなものではなかった。

（まったく。何かと思えば金を貸かしてくれなんて……）

　ソウシフォンは小国だ。しかし、かつての超ちよう大国の後こう裔えいだとかで矜きよう持じだけはとことん高い。その矜持を保たもつために大おお掛がかりな祭さい祀しを繰くり返して、結果とてつもない程ほどの財ざい政せい難なんを抱かかえ込こんでいたのだ。祭祀への招しよう待たい云うん々ぬんも、帝てい国こくの資し金きん力りよくを目当てにしてのものだった。

（身の丈たけにあった矜持とは言わないけれど、せめて身を滅ほろぼすような矜持だけは切り取ってほしいものね）

　内心でボツボツと愚ぐ痴ちをこぼしながら、サラは籠かごから降おりて地面に足を付けた。送そう迎げいの竜に労ねぎらいの声をかける。竜は嬉うれしそうに、喉のどの奥おくを鳴らした。

（やっと終わったわね）

　安あん堵どを覚えた後に、その事実に嘆息する。この城しろがもう自分が戻るべき『家』になっていた。

（まだそんなに経たっていないのに……一度本ほん拠きよを構かまえるって事は、こういう事なのかしら）

　気候が不安定でいつも澱よどんでいるような気がする空の色や、微かすかに香かおる潮しおの匂におい。魔ま物ものが空を行き交かって、時折職しよく人にんの金きん属ぞくを打ち付ける音がする。そんな雰ふん囲い気きに、もう親しみすら覚えていた。

　たかが二十年足らず。そんな短い人生の中で一つの場所に留とどまっていたのは、『おばあちゃん』と暮くらしていた時間とここでの時間だけだ。

　短い人生の、そのまた四分の一程てい度どの時間に、どうしてここまで安楽を覚えてしまうのか。慣なれ親しんだのはむしろ、各地を転々とする放ほう浪ろうの方なのに。

（ぬるま湯に浸ひたってしまったのは、むしろわたしの方なのかしら）

　そんな気分でついたため息に、白いものが混まじった。離れていた内に、こちらはずいぶんと気温が下がっていたらしい。上空もまた肌はだ寒ざむいものなので厚あつ着ぎをしており、それに慣れて地上でも似にたような寒さになっているのだというのに気付かなかったのだ。

「この前までは酷こく暑しよだと思っていたのに、今度は雪でも降ふってくるのかしら」

　サラは空を見上げた。澱んだ雲が、ゆっくりと流れていく。

　ここは気温の変化が本当に激はげしい。それでも体調を崩くずす人が少ないのは、職人の神かみ業わざによって室温を保たもたれた家屋と、習しゆう慣かんとしての慣れだ。

（他地方から来ている人もいるし、火竜でも呼よぼうかしら。この城はまだ冷れい暖だん房ぼうが万ばん全ぜんに調ととのっているとはいえないものね）

　そんな考えをしていた時だった。出で迎むかえにスキピオが現あらわれる。彼もまた、普ふ段だんより厚着をしていた。それにしても、首元まで布ぬので覆ってしまうのは大げさな気がした。

（何かあったわね）

　直感する。それでも、何も問わなかった。彼が報ほう告こくするに値あたいしないと踏ふんだのなら、まさしくそうなのだ。

「ご帰き還かん、喜ばしく思います」

「別にそんなに大たい層そうなものでもないわ。それより、そっちはどうだったの？」

　問いかけに、スキピオはうつむいて黙だまり、意を決したように顔を上げた。

「閣かつ下かがお待ちです」

「え？」

　彼が『閣下』と言うのは一人だけだ。その相手を思って、動きが一いつ瞬しゆん止まる。

「私から申し上げられるのは、それだけです」

　慣れたといっても、寒風はやはり肌寒かった。
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　サラは謁えつ見けんの間の扉とびらの前にたどり着いた。人ひと払ばらいは済すんでいた。

　その扉の前で妙みような感かん慨がいを覚え、立ち止まる。

（こちらから入るのは、初めてじゃないかしら）

　いつもは、玉ぎよく座ざ近くの部屋から直ちよく接せつ入るのだ。ここは元もと々もと執しつ務む室しつなのだから、そちらの方が手っ取り早い。そして、玉座に座すわって待っていればいい。

（いつもは待つ方のわたしが、こちらから会いに行くのは初めて。違い和わ感あるはずだわ）

　深しん呼こ吸きゆうを繰くり返す。自分に会いに来るときは、臣下達はいつもこんな気持ちになっているのだろうか。

　そんな疑ぎ問もんを抱いだいて、意を決して扉を開あける。

　意中の彼は、玉座に視し線せんを向けながらその段の下で一人立っていた。

「来たか」

　後ろを振ふり向く事もなく、ラジャスが問う。端たん的てきな言葉は、彼のものに間ま違ちがいなかった。

「待たせましたか？」

「構かまわん」

　愛あい想そ良い態たい度どではないのに、妙に心が騒さわぐ。落ち着き払った冷れい淡たんな声なのに、それが彼のものだというだけで心が躍おどってしまう。

　そんな気持ちを抑おさえつつ、サラは玉座を目指して歩いた。ラジャスの背せ中なかが一歩一歩と近づくにつれ、心の高まりが激はげしくなる。

　自分が歩く靴くつの音だけが響ひびく。心臓の音が漏もれ聞こえてしまうのではないかと、不安が募つのった。沈ちん黙もくに耐たえられず、言葉を発しようとして止やめる。何を言っていいのかわからない。ただ、黙もく々もくと歩みだけを進めた。

　そして、玉座の手前、階段の前で立ち止まった。

　ラジャスの姿は真横にある。

　何となく、そこから先に進めなかった。

　サラが沈黙していると、

「借りができた」

　ラジャスの方から口を開く。視線を玉座に向けたまま、前を見み据すえたままに。

「一言からあの少女を危き険けんに晒さらした。それだけは詫わびる」

「あの娘むすめが勇者だとでも？」

「やはり気付いていたのか」

「はい」

　魔ま王おうを倒たおす勇者。

　それが持ち出されてきた以上、誰だれかが言い出すとサラにはわかっていたのだ。

　王が倒れる時は、往おう々おうにして心が乱みだれ、理り性せいが失われた時だ。

　その心が乱れるきっかけを与あたえるもと、精せい神しん的な支ささえになっている者こそが、勇者なのではないかと言い出される事には最初から予よ測そくがついていた。

　サラはナナを精神安定剤ざいだと公言していた。勇者を精神的なものだと考えるだけの発想があれば、誰かがそこに行き着くのは目に見えていた。あの娘こを危険に晒したというのなら、まず責せめられるべきはそんな態度をとっていた自分なのだ。

　君主が愛あい憎ぞうを軽々しく他人に見せるべきではない。

　だから、ナナをラジャスの傍そばに置くよう前もって準じゆん備びしておいたのだった。彼の傍なら、他のどこよりも安全には違いなかったのだ。

「しかし、あなたまでもが言い出すとは意外でした。あなたならわかっていたでしょうに」

「言ってはおらん。だが不用意な発言でそう導みちびかせてしまった」

「そうですか」

「その様子だと、やはりわかっているのだな」

　彼はようやく身体からだを動かした。顔をサラに向ける。

「勇者などというものは幻げん想そうだ。実じつ際さいに敗れるのは力によってのみ。

　だがしかし、仮かりに敗北の要よう因いんを勇者と呼よび表すのなら……」

　それきりラジャスも黙る。

　お互たがいわかりきった事を、今さら口に出していうのも躊躇ためらわれたのだ。

「あの娘は無事ですか」

　沈黙に耐えかねて、今度はサラから口を開いた。

　彼との沈黙は心ここ地ちよい。だが同時に心が揺ゆさぶられる。

　そんな屈くつ折せつした感情を抑おさえ難がたくなる前に、蠢うごめく泥どろ沼ぬまのような感情にはまり込む前に、状じよう況きようを変えておかねばならないと焦あせった。

「無事だ。もっとも……」

　一いつ瞬しゆん口を止めた彼に、一瞬訝いぶかしみの目を向けようとして……止めた。そのような目を彼には向けられなかった。

　そんなサラには、ラジャスが『そんな心配は元から必要なかったな』と言おうとした事などわからない。

　まして、借りに感じているならと、ナナから自分や父の事を黙だまっておくよう口止めされているなど知りえない。

「もっとも、混こん乱らんしたとしてもすぐに治まっただろう。あの書しよ簡かんとやらは、一時的な混乱を狙ねらったもの以外の、何物でもなかった」

「差出人は？」

「不明のまま……だそうだ」

「本当に会ってみたかったのです」

　サラはつぶやいた。

「今の魔王に対する、今の勇者ですよ。そんな発想をする者なら、ぜひ一度会ってみたかった」

「会ってどうする」

「もちろん利用させてもらいます」

　本音だった。今の帝てい国こくは危あやうい。土台は薄はく氷ひようのようなものだ。

　おもしろい発想をする者を無む駄だに遊ばせておく余よ裕ゆうはない。

　どんな理由で引きずり込こむかは考えになかったが、一度会ってみたかった。会えば、あの手この手で引っ張ぱり込む自信はあった。

　相手を掌しよう中ちゆうに誘さそい込むのは昔から得意だったのだ。

　サラは、ふと見た拍ひよう子しにラジャスの表ひよう情じように浮うかんだものに気付いて、勘かん違ちがいだろうと思い直した。

　彼は、苦く笑しようしたように見えた。




　今の言葉で、ラジャスはレイが最後に逃にげ出した意味がよくわかった。

　人を、そして魔物を、さらには状況すらも、徹てつ底てい的に利用して止やまない。それが彼女。サラ＝シャンカーラという人物だ。

　自分自身ですら気付かないまま、いつのまにか彼女が用意した舞ぶ台たいに上がっている。自分の意志で歩いていたつもりが、いつのまにか彼女が描えがいた構こう想そうの上を歩いている。

　そこから離はなれるには、それこそ世界から逃げ出すしかないのだろう。

　そうだとしても……。

（わかっていないな。旋せん律りつのレイ）

　ラジャスは内心で苦笑した。

（どうやら、世間から逃のがれ隠かくれた程てい度どでは彼女の糸からは逃れられぬらしい）

　あのレイも、そして自分も、いったん世から離れた者がこうして再ふたたび表舞台にあがってしまった。それもひとえに彼女がいたが故ゆえになのだ。

（輝かがやく星には皆みなが集まるとか言っていたな。彼女には、集まるつもりがない者さえ引き付ける引力があるようだぞ）

　今回の事でそれがわかってしまった。だから……。

　ラジャスにしては、意を決するような言葉で発した。

「しばらくこの城しろに残る」

「え？」

　あまりに意表を突ついた言葉に、サラが驚おどろきの顔を顕あらわにした。

　どうしても引き付けられてしまうなら、あえてその傍にいる。その上で、自分の意思に逆ぎやくに引きずり込む。

　あくまで自分の意思を通すために、闇やみに紛まぎれ隠れるのが不ふ可か能のうならば逆に輝くしかない。そして輝くのなら、一ひと際きわ激はげしく輝き通す。

　それがラジャスの下した結けつ論ろんだった。

「不服か？」
















「いえ。あったとしても、あなたに対してそのような権けん限げん……」

　いったん口を止め、彼女は言い直した。

「そのような権限を振ふりかざす必要性がありません。今回は例外です。あなたを自由にするという約は、反ほ故ごにした訳わけではありません」

「そうか」

「部屋を用意させましょうか」

「いらぬ」

　それだけ言って、ラジャスは部屋を後にした。

　輝くのなら、一際激しく。

（引力を持つのは、何も貴き様さまだけではないぞ。サラ＝シャンカーラ）




　ラジャスが去って、サラは深く大きくため息をついた。突とつ然ぜんの事で動どう揺ようし続けていた。変な風に口を滑すべらせなくて本当に良かったと、安あん堵どの息を吐はく。

『権限なんてない』

　そう言いたかった。しかし、現げん実じつとしてその権限は存そん在ざいする。

　自分は皇こう帝ていで、彼は臣下だ。

　そうは思えないのは、ただ自分の感情だけだ。

（こんな調子では、わたしが勇者を抑おさえつけられるのは当分先ね）

　勇者。

　それは、魔ま王おうという名の現実の恐きよう怖ふに立ち向かうために人々が持ち出した、希望という名の幻げん想そうだ。

　そして、現実を打ち砕くだくのは幻想であり、幻想を打ち砕くのはまた現実だ。

　サラは一人、苦く笑しようした。

（簡かん単たんな事なのよ。今のわたしを、皇帝足り得させている幻想を考えれば。

　絶ぜつ対たい的な、魔王の魔力と謀ぼう略りやくを持ち合わせた皇帝であるという幻想を打ち砕けるのは、それが実は、恋こい心ごころに揺ゆれ動かされてしまうような人間の小こ娘むすめに過すぎない現実なのだって）

　心を乱みだすものが勇者というところまでこぎ付けたのなら、その一歩先に踏ふみ込めば答えはすぐそこにあった。心を乱すきっかけとなるのが勇者なのではない。心を乱してしまうこと、それ自体が勇者なのだ。

（魔王わたしを倒すのは人間わたし。あなたたちが最さい期ごに遺のこしたのは、言いえて妙みようだったのよ）

　ファーブニルとグンナルが放った最期の一言だ。

　彼らはその意図とはまるで違うところで、完全な勝利を手にしていた。

　それに気付かないまま彼らは逝いった。

　いや、気付かせなかった。それだけは自分の勝ちだとサラは思った。

（いつだって、自分を倒たおすものは自分自身の心。それがわかっていてもどうしようもないから、勇者なのかもね）

　ラジャスにもわかっていたのだ。敗北の要よう因いんは、結局のところ自分自身に集約されていくのだということに。

（まあそれは、わたし達が考えついた勇者だって事だけど）

　実じつ際さいに勇者として、魔王として、その場にいた自分達だからこその答えなのだ。他の者なら違ちがう答えを導いて当然だったのかもしれない。

　討うたれる側の魔王としての恐おそれが自らの心であったのに対し、討つ側の希望としての勇者なら、それこそ人それぞれにあるだろう。

「だから言ったのよ。結局、勇者なんて探さがしたってどうしようもないって」

　独ひとりごちても、聴きく者は誰もいなかった。

「まあ良いわ。それよりも、」

　サラは駆かけ足気味で階かい段だんを上がり、玉ぎよく座ざの鈴すずを鳴らした。わかっていても、少女の無事を確かく認にんしておかないとやはり不安だったのだ。

「へっくち。はいですぅ……へっくち」

　くしゃみと同時にナナは現あらわれた。心なしか、いつもの元気もない。

「どうしたの？」

「へっくち。すいま……へっくち」

　よく見ると、ナナの服はいつもと変わらないものだった。いや、変わっているところが一つある。あの耳を付けていなかった。両手で抱かかえ持っている。

「ほんとにどうしたの？」

「えへへ。お耳ほどけちゃいまし……へっくち」

「ああもう。こっちに来なさい」

　くしゃみを連発するナナを、サラは呼よび寄よせた。

　服がいつもと変わらないという事は、この寒さは厳きびしいはずだった。気候の定まらないここでは、薄うす着ぎも厚あつ着ぎも仕し舞まい込むという習しゆう慣かんがない。いつ暑くなったり寒くなったりするかわからないからだ。

　ナナの場合、その特とく異いな服ふく飾しよくの収しゆう集しゆう癖へきから、個こ人じんにしてはかなり広大な倉そう庫こを貸かし与あたえていた。ちなみに給料から天引きだ。それなのに……。

「もう。厚着はどうしたの」

「すいません。ちょっとした手違いで……へっくち」

　まさかそこが戦場になって、服が燃もえたり切り刻きざまれたり、裁さい縫ほうの糸が解ほどけて攻こう撃げきにつかわれたりしていたなどとは、さすがのサラでも思いもよらなかった。

「仕方ないわ。こっちに……」

　来るように促うながそうとした時だった。大地が揺れた。

　それは、サラが大陸侵しん攻こうした時以来の、海うみ割われの前まえ触ぶれだった。

「はわわぁ」

　突とつ然ぜんの揺れに転びそうになったナナを、サラは引き寄せた。

「揺れたわね」

「ジシンですぅ。久ひさしぶりですぅ」

「そうね」

　寒そうに震ふるえていた少女の身体からだを抱だきかかえる。

「マントで覆おおってあげるから、ちょっとは暖あたたかいでしょ」

「えへへ。ほんとですぅ」

「その耳も、いったいどうしちゃったの」

「ほどけちゃったんですぅ」

「仮かり縫ぬいだって言ったでしょ。ちゃんと縫ってもらわなかったの」

「だってぇ」

　サラの胸むねに抱かれたまま、ナナは顔を上げた。

「サラさまに縫ってもらいたかったんですぅ」

「まったく」

　そんなナナの頭を、サラは両手で抱きしめた。

「ごめんなさいね。離はなれちゃって。色々あったみたいだけど、怖こわくなかった？」

「大だい丈じよう夫ぶですぅ」

　ナナは、あの笑え顔がおをほわほわと振りまいた。

「女の子ががんばれるのは、大好きなものがあるからですぅ。女の子が輝かがやけるのも、大好きなものがあるからですぅ。ナナはサラさまが大好きですぅ。だから、がんばりましたぁ」

「そう」

「サラさまもがんばってますぅ。だから、輝いているんですよねぇ」

「そうね」サラはそう同意しようとして、はたと気付いた。

　この娘むすめはいったい、何が好きだというつもりでがんばっていると言ったのだろうか。ほわほわと笑うナナからは全く読み取れない。

（やっぱり侮あなどれない娘よね）

　サラは、そんなナナをしっかりと抱きしめた。

（この娘が言う通りね。わたしががんばって、ただの小娘なんて現げん実じつを押おし退のけて皇こう帝ていという虚きよ勢せいを張はっていられるのは、彼がいるから。彼に失望されたくないから）

　最後に、やっぱりこう思った。

（やっぱこの娘、可愛かわいいわ）







　当暦二二八年　イヨウ平原　終幕







　ひとしきり笑った後、男は柄つかを握にぎる拳こぶしに力を込めた。音をたて、柄は粉々に砕くだけ散る。その瞬しゆん間かん、少女はかすかに顔をしかめた。どうやら、少女に聴ちよう覚かくが戻もどりつつあるようだった。砕ける際に発した最さい後ごの音が届とどいたのだと男は察した。

「壊こわしちゃったんだ」

「はは。私ももう、これで引いん退たいだね」

　男の口調が変わった。むしろ、こちらの方が男の地だった。色々と面めん倒どうな役やく職しよくにつけられて、それに合った口調をしていなければならなかったのだ。

「悪いね。これ以上は無意味だよ。降こう参さんだ。部下の命をこのまま助けてくれないかね」

「良いわよ」

　気軽なやりとりだった。だがそれで、四十五人の命が助かったと男はあとで知る。

「えっと。君は大陸戦時協定って知ってるかな？」

「大丈夫よ。降参した後の無む抵てい抗こうの人を殺す気はないから」

　少女は笑った。そして、付け加える事も忘わすれなかった。「裏うら切ぎらなければだけどね」

「えっと。悪いね。降参ついでに、一つお願いをきいてもらえないかね」

「何？」

「私を死んだ事にして欲ほしいんだよ」

　少女は男の言葉に少し首を傾かしげ、納なつ得とくしたように頷うなずいた。

「そうね。面倒な事を押し付けられて、名めい誉よだなんて祭り上げられるのは面倒だものね」

　この少女も、かつては勇者などと呼ばれていた事を思い出す。よほど嫌いやな思い出なのだろう。少女の表情には陰かげがあった。

「苦労人は、苦労人の事を知る……か」

　言ってから、男は気付いた。自分の名前を名乗っていない。

「ありゃ。となると、ばれてたのかね」

「というより二度目なのよ、会うの。勇者就しゆう任にんの時レンカン要よう塞さいで会ったんだけど。

　忘れてた？」

　少女は笑えみを見せた。この少女が初めて見せた、年とし頃ごろに似に合あった笑みだった。

「お久ひさしぶりです。レイ＝フォロンさん。旋せん律りつの六ろつ輝き星せい」

「ごめん。ほんとに覚えてないよ。申し訳わけない。サラ＝シャンカーラさん」

　男……レイは、ふと思った。

　勇者にして魔ま王おう。

　その肩かた書がきからして硬こう直ちよくした価か値ち観かんを根底からぶち壊し、とんでもないほどの先見性で、破は壊かいの中から再さい生せいを見つけられる少女。

　今の一瞬ともいえる戦いで、硬直した思考の自分では、到とう底てい追いつけないとわかってしまった少女。

　この少女なら、このままこの乱らん世せを統とう一いつしてしまうかもしれない。

　そして、この世界の行く末さえも託たくしていい人物なのかもしれない。

　ああそうだ。引いん退たいして引っ込む前に、愛まな娘むすめを紹しよう介かいしよう。

　あの娘ナナも、この娘サラに似にて私にはさっぱりわからない娘だから。







　あとがき







　はじめまして。もしかしたら、お久しぶりです。三み浦うらです。




　一巻のあとがきでも書きましたが、私、暇ひまな時間にちょこちょことゲームをします。

　そこで、あるゲームについて一ひと言こと。

「なぜＶＧビクトリーガンダムが入っていないの？」

　えー。もうお気づきの方もおられるとは思いますが、宇う宙ちゆう世せい紀きでクライマックスのあれです。最後に「エターナル・ウインド」でしめたいからＦ91入れたのなら、ＶＧの「いくつもの愛をかさねて」でも良いではないかと。こっちは主しゆ題だい歌かではなく挿そう入にゆう歌かですが。

　このゲームでは、地ち方ほう在ざい住じゆうで某ぼうリリカルまじかるな魔ま法ほう少女が見られなかった悔くやしさに、ピンク髪の主人公をよく使いました。ファンネルをファランクスシフトに脳のう内ない変へん換かんです。

　そんな私だったのですが、つい最近、その魔法少女のＤＶＤも買いました。ＴＶアニメのＤＶＤを買ったのは生まれて初めてです。他ほかにも色々と関かん連れん書しよ籍せきを買いました。ちなみに、全部同じ本屋さんで買いました。とある本屋さんでこのアニメ関連が最さい近きん謎なぞの大だい充じゆう実じつを果はたしていたら、それは私のせいかもしれません。

　この本屋さんで以前あるアニラジの関連本をわざわざ取り寄せてもらい、以来、その本が置かれるようになったという前ぜん歴れきがあるのですよ。そのアニラジ、先に書いたピンク髪の声をあてている声せい優ゆうさんがパーソナリティの番組です。番組内でこの魔法少女関連のＣＭが流れるたびに悔くやしい思いをしたものですが、それももう過去の話です。




　などと書いている内に残り少なくなってきました。あとがき、今回は二ページだそうです。

　ファンレターをくださった方。ありがとうございます。そして、お返事を出せない私の不ふ徳とくをお許しください。ちゃんと読んでおります。だから、見み捨すてないで。

　ＫＩＲＩＮさん。今回も素す敵てきなイラストありがとうございます。

　担当さん。電話の度たびにいつも大変なご様子ですが、お体に気をつけてくださいね。




　それでは、「Take a Shot」を聴きながら──な、三浦良りようでした。
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三み浦うら　良りよう
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